




















本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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　夢の中の鴉からすは故郷デュシス・エンドに立っていた。

　容よう赦しやなく照りつける太陽と、消えない陽炎かげろう。けれど、どこまでもつづく奇き岩がん地帯にはシルフィードが生み出す瑞みず々みずしい緑風が吹ふき渡わたる。風に乗ってきらきらと舞まう深緑色の星ほし屑くずに見入っていたら、ふいにガーディアンがオリビエを置き去りにして高く飛ひ翔しようした。

　なぜ、どうして──みるみる離はなれていく風竜へ懸けん命めいに手を伸のばす。

　否いな、ガーディアンが遠ざかっているのではない、オリビエが落下している。

　気づいても遅おそい。黒こく翼よくを失った身体からだが暗い闇やみの底へ落ちていく。










「……う、……っ！」

　あまりのつらさにオリビエは唸うなり、びくっと身を揺ゆらして目を覚ました。額や背に汗あせがじわりと滲にじむ。

　落下する感覚がやけに鮮せん明めいな、ひどく嫌いやな夢だった。生しよう涯がいをかけて罪を償つぐない、ガーディアンとともに生きる──かたく誓ちかってからは、悲しい夢や悪い夢は一度も見ていないのに。

　まぶたを閉じたまま、鈍どん痛つうに苛さいなまれた頭で考える。

　そもそもいつ寝ねたのだろう。防護服業者との定期商談を終えてから寝しん台だいへ入るまでの記き憶おくがごっそり抜ぬけ落ちているのはなぜだろうか。シーツを探さぐっても、いつも触ふれ合って眠ねむる風竜の裸ら体たいに届かないのが不思議だった。

　なぁガーディアン、いま何時──そう訊たずねたつもりが、喉のどが渇かわいているせいで言葉のうしろ半分しか声に出せなかった。

「いま……、何時？」

「目が覚めた？　よかった。薬が効きすぎてしまって……心配したよ」

「──!!」

　間近で発せられたのはガーディアンの声ではなく、だが聞き憶おぼえのあるそれに本能的恐きよう怖ふと危険を覚えたオリビエは飛び起きる。

　全身が粟あわ立だつ。驚きよう愕がくのあまり喉がヒュッと鳴った。

「なん、で……っ」

　ここがどこなのか、わからない。

　視界に入ってきたみっつの窓は二重の天鵞絨ビロードのカーテンに覆おおわれていて暗く、天てん井じようから吊つるされた数個のモザイクランプが橙だいだい色いろを基調とした七彩の光を放っている。ひとつの窓だけカーテンが細く開いており、そこから眩まばゆい陽光が差し込んでいた。

　時間の感覚を狂くるわされる、夜と宵よいと昼中が混ざったような曖あい昧まいな光の中に、白い軍服を着た男が立っている。

　華きや奢しやに見える身体と榛はしばみ色いろの髪かみ、オリビエをとらえて離さないヘーゼルの瞳ひとみ。

　アルカイック期の彫ちよう像ぞうを思わせる、無表情と微び笑しようが混在した白い貌かお。

「──ネロっ！　これ、は……どういうことだっ!?」

「竜りゆうどもに拉ら致ちされたあのとき、ひたすら私を見つめて、『助けて』と懸命に訴うつたえてきたオリビエが本当につらそうで……迎むかえに行くのを予定より早めたよ。オリビエが竜に洗脳されたのは、贖あがないがたい私の罪だ。どうか許してほしい。今夜にもきみを洗脳の苦痛から解放するよ、あと数時間の我が慢まんだからね」

　なにを言っているのか意味がまったく理解できない。果たしてこれは現実なのだろうか。恐怖と混乱で身体がぶるぶる震ふるえだす。

　完全に別べつ離りして二度と会わないと決めた。だから最後の別れ際ぎわ、ネロがどれほど憎ぞう悪おを向けてきても目を逸そらさないでいた。

　それなのに、なぜ、どうして、今この男と二人きりでいるのだろう──。

　覚かく醒せいしたばかりのオリビエに鴉レイヴンの本能が『逃にげろ、逃げろ！』と大声で叫さけんでくる。わかっている、でも脚あしに力が入らない。必死で出入り口を探し、鋼鉄の扉とびらを見つける。扉へ向かうために震える脚を叩たたいて立ち上がりかけたとき、ネロが阻はばむように寝台に腰こしをおろした。間近に迫せまられたのが嫌でうしろへ下がってしまう。

「強い睡眠薬だから香かおりを嗅かがせるだけにしろと指示したのに、オリビエの顔にかけてしまったと。なかなか目が覚めなかったのはそのせいだ。使えない者たちだった」

「顔、……」

　ネロの言葉によって顔が濡ぬれる感かん触しよくを思い起こしたオリビエは、震える左手で自身の鼻と唇くちびるに触れた。眠る直前の記憶が徐じよ々じよに蘇よみがえってくる。

　防護服業者たちとの定期商談を終え、いつも通り正門前に駐とめている自動車まで談笑しながら歩いていった。自動車に乗り込んだ三人に挨あい拶さつしたとき、開いた窓から手が伸びてきて、小こ瓶びんを鼻先に差し出された。強きよう烈れつな甘い匂においに朦もう朧ろうとし、小瓶からこぼれたロゼ色の液体が顔にかかった瞬しゆん間かん、意識ががくんと落ちて──。

「──業者はっ……みんなはどこだっ!?」

　防護服業者たちが薬でオリビエを眠らせ、ドラゴンギルドから連れ出したことをはっきり認にん識しきする。

　混乱していても、嫌でもわかる。断じて彼らの意志で攫さらったのではない。三人とも、魔ま狼ろうの最上位アルフアだけが持つ〝魅み了りよう〟の魔力で操あやつられていた。彼らが今どこでどうしているのか、考えるのが恐おそろしくて、でも訊きかずにはいられなかった。

　ネロはなにも答えない。微笑を消し、パシッと音を立てて左の手首をつかんでくる。強い嫌けん悪お感かんに、また全身がぞくりと粟立つ。

　婚こん姻いんを意味する指に嵌はまった、深緑色のリング。ネロがそれを睨にらみつけ、低い声で問い質ただしてくる。

「オリビエから求めたのか」

　絶対に教えたくなくて唇を嚙かんだ。

　深みのある美しい鱗うろこが好きだけれど素す直なおになれないオリビエに、ガーディアンが甘く優やさしくつけてくれたものだと知ったら、ネロは指輪を離すためにオリビエの手首ごと切り落とす。両翼を捥もぎ取ったこの男にとって片手の切断など造作もない。

　なおも紅あかい唇をきつく結び、躍やつ起きになって手を振ふりほどこうとする。ネロが焦じれて言う。

「今すぐ外せっ」

「じ、自分じゃ外せない、……けどっ、どうにかして、外──」

「では予定通り竜どもを殺そう。手始めに深緑色の竜を。そうすれば外れる」

「……っ！」

　ガーディアンに危害が及およばないよう必死で言い繕つくろったが駄だ目めだった。

　神秘的な煌きらめきを放つ深緑色の指輪がなにでできているかは、竜を見たことがある者なら誰だれでもわかる。そして過去に諜ちよう報ほう員いんをしていたオリビエは、つけられた鱗は竜にしか外せない事実をネロに報告してしまっていた。

　過去の愚おろかな己おのれが憎にくくてしかたない。手首が解放される。にたりと嗤わらうネロの気味悪さに吐はき気を催もよおす。

「ここは私とオリビエの部屋だよ。美しい調度品ばかりだろう？　オリビエのために、異国へ行くたび店を巡めぐって買い集めてきたんだ。ほとんどの私物も仮のプライベート・ルームから運び込ませた。しばらくは落ち着かないだろうから、この部屋で二か月ほど暮らして、そのあと新しい居城へ移ろう」

　吐き気を懸命に堪こらえる身体に冷たい汗が流れる。

　即そつ刻こくの脱だつ出しゆつを考えているオリビエと、二か月ほど暮らすと当然のように言うネロ。話がまったく嚙み合わない。

　そして、あらためて室内を見まわしたオリビエは絶望する。

　刺し繡しゆうレースの天てん蓋がい、七色に輝かがやくモザイクランプ、オリエント調の棚たな、見慣れない文様が彫刻された円えん卓たくと椅い子す、メダリオン柄がらの絨じゆう毯たん──ここはもう、アルカナ・グランデ帝てい国こくから遠く離れた異国なのではないだろうか。

　ネロが寝台から立ち上がる。オリビエはガーディアンに縋すがるように指輪の嵌まった左手を握にぎりしめる。

　頭上から落ちてきた魔狼の声は甘さを帯びていた。

「ここは私たちの寝室で、奥がバスルームだよ。円卓に果物とパンがあるから食べて。階段をおりたら居室だ。私の執しつ務む机と、オリビエがゆっくりできるソファとテーブルも用意したよ。一人でも退たい屈くつしないように書しよ籍せきをたくさん運び込ませたからね。寝室と居室にあるものはどれに触れてもかまわないよ、すべて私とオリビエのものだから」

　どうでもいいそれらを無視し、低い声で言う。

「業者たちはどこにいるんだ……」

「もう行かなければ。予定時間を過ぎてしまっている。昨日から、帝国軍と政府の要人による祝賀式典の最終確認がつづいていてね。くだらない。たかが成体になるだけであのような規模の式典をおこなうとは……王家が滅ほろぶとも知らずに……ふふっ、愚かすぎて愉ゆ快かいになってくる。今日と明日──そして明後日あさつての、蜂ほう起きを号令する一瞬前まで、私には〝レンヴィートル陸軍元げん帥すい〟でいつづける義務があるんだ」

　ネロは早口で喋しやべりながら扉へ向かう。いま聞いた非常に重要なことよりも馴な染じみの三人が心配でならないオリビエは、寝台からおりてネロを追いかけた。

「話は終わってねえ！　みんながどこにいるか訊いてんだっ」

「あとでゆっくり話そう。夜にはちゃんとした食事を持って戻もどってくるからね、待っていて」

　声を荒あららげたオリビエだが、追いかける足を止めてしまう。

　扉の閂かんぬきに手をかけて振り返ったネロの白い貌に、あのアルカイック期の彫像みたいな奇き妙みような微笑が貼はりついていた。

　元帥と大将だけが着用できる白色の軍服には〝穢けがれなき心身を死ぬまでアルカナ・グランデ帝国に捧ささげる〟という意味があると聞く。アルカナ王家と帝国軍に凄すさまじい怨えん恨こんを抱いだきながら、一点の汚よごれもない純白の軍服をごく自然に纏まとう、この男の矛む盾じゆんと歪いびつさに怖おぞ気け立った。

　ネロが部屋を出て行く。鋼鉄の扉が閉まった直後、施せ錠じようする音が聞こえた。

「……っ！　開けろ！」

　ガチャガチャと揺ゆらした閂は重く、外に頑がん丈じような錠じようがかけられているのがわかる。

　外に見張りの魔狼がいるかもしれない。なにか言葉を交かわすかもしれない──オリビエは鋼鉄の扉に耳を押し当て、隔へだたりがあっても会話まで明めい瞭りように聞き取ることができる鴉からすの高い聴ちよう力りよくを使った。

　しかしどういうわけか、階段をおりていく音ばかりが延々と響ひびきつづける。

　コツ、コツ、コツ……と、まるで地下深くに向かっているかのようだった。

　いつまで経たっても途と切ぎれないネロの靴くつ音おとだけを聞いているのが嫌いやになり、オリビエは扉から耳を離はなした。

「もう……、なにが、どうなってる、のか──」

　その場にへたり込んで膝ひざを抱かかえ、首が折れそうなほど項うな垂だれる。

　一人になると、耳じ孔こうが痛むくらいの静せい寂じやくが訪おとずれ、増ぞう幅ふくした混乱と恐きよう怖ふが怒ど濤とうのように押し寄せてきた。

『使えない者たちだった』──短くも絶望的な言葉が蘇る。

　儚はかなげで見目麗うるわしいあの男は身のうちに信じられないほどの残ざん虐ぎやく性を有していて、〝魅了〟の魔力で使し役えきした者を躊ちゆう躇ちよなく殺あやめていく。同郷の魔物すら簡単に手にかけるネロが、見知らぬ防護服業者たちを生かして帰すはずがない。

「こんな……ばかな、ことが……、あってたまるかっ！」

　暗い闇やみの底へ落ちていく悪夢のつづきを見ているようだった。否いな、悪夢のほうがましで、現実として受け入れるにはあまりにも残ざん酷こくだった。

「くそっ！　ちくしょうっ」

　落ち着け、取り乱すなと言い聞かせても駄目で、悲しみと憤いきどおりが湧わき上がってくる。混乱と恐怖とが綯ない交ぜになり、心がぐちゃぐちゃになる。

　リーゼは的確に先を読み、『従業員以外の者との接触を断たて』と指示をくれた。魔物のことを一番に考えて『式典終了までむやみに外をうろつくな』と通知してくれた。オリビエがリーゼの指示通りにしていれば、定期商談を急ぎさえしなければ、防護服業者たちがネロの毒手にかかることもなかったのに。

「……俺の、せいだ」

　防護服業者は皆みな、素す晴ばらしい工こう匠しようで、厳しい要求にも応こたえようとしてくれる。

　真しん剣けんに意見をぶつけ合った商談のあとの、正門前まで送るあいだの他愛たわいない会話がオリビエは好きだった。

『理事長も筆頭バトラーもおっかないですねえ』『厳げん戒かい態勢が解かれたら魔ま物もの通りへ遊びに来てくださいよ』『明日には見積書を送りますね』と笑ってくれた彼らが操られていたなんて、どうしても信じられなかった。

　ネロの〝魅了〟の魔力は完かん璧ぺきで、ただ恐ろしい。

「う……、っ、ぅ……」

　悔くやんでも悔やみきれない。拳こぶしを作って脛すねや腕うでを思いきり殴なぐり、自分自身への激しい怒いかりを身体からだにぶつける。拭ぬぐうほどに涙なみだがあふれてくる。独りのオリビエは憚はばからず嗚お咽えつし、心の中で馴染みの三人に何度も謝りながら悔くやし涙をぼたぼたと落とした。

「──ガーディアン」

　ガーディアンに会いたい。

　オリビエのシルフィードに会いたくて会いたくてたまらなかった。

　彼ならどうするだろう。悔し涙で濡ぬれたまつげを瞬またたかせ、美しく煌めく深緑色の指輪に触ふれて考えた。

　ガーディアンなら混乱などせずに状じよう況きようを把は握あくする。有益な情報を抜ぬけるだけ抜き取って自力で外へ出る。オリビエにはひどく難しいけれど、行動に移したい。一分一秒でも早くドラゴンギルドへ帰るために。

　結社に帰ったら逞たくましい腕で抱だきしめてもらって、すぐに防護服業者たちを捜さがしはじめる。

　彼らが今も、誰も気づけないような暗く冷たい場所に横たわっているかと思うと、苦しくて悲しくてしかたない。でもガーディアンやリーゼたちは必ず見つけ出してくれる。

「ガーディアン」

〝少し混乱していても大だい丈じよう夫ぶだ、オリビエ、まずは現状把握を〟──いつもの落ち着いた声が聞こえたような気がした。

　オリビエはうなずき、鱗うろこの指輪を額に触れさせ、頭の中を冷静で思し慮りよ深い風竜のことでいっぱいにする。そうして長い時間をかけて、懸けん命めいに混乱を抑おさえていった。

「……、──」

　やがてオリビエは顔を上げ、一度、深呼吸をする。

　睡眠薬がまだ残っているのか、これを現実と処理することを脳が拒きよ否ひしているからか、立ち上がると長い眩暈めまいがした。壁かべに寄りかかり、治まるのを待つ。

「明後日、蜂起を号令する、って……」

　先ほど聞いた言葉を思い出して身を震ふるわせる。リーゼの説明通り、ネロは明後日おこなわれるマリーレーヴェ王女の成人祝賀式典で蜂起を決行するのだろう。まさか王家の式典の日を選ぶとは思ってもいなかった。〝魔物が人間を狩かる新時代〟の開かい闢びやくこそが大義だと妄もう信しんし、破は滅めつの一いつ途とを辿たどっていることに気づいていないのが恐おそろしかった。

　心細さを覚えて、焦あせってテール・コートとウェスト・コートのポケットを探さぐる。

「時計っ。……あった、よかった」

　眠ねむっているあいだに奪うばわれたのは手て袋ぶくろだけのようで、手帳も煙草たばこの紙箱もハンカチもポケットに入っていた。オリビエが縁よすがにできるのは指輪とこれらの持ち物だけだった。

　懐かい中ちゆう時計に施ほどこされた、ドラゴンギルドの紋章エンブレム。揺るぎない力強さの象しよう徴ちようを見つめ、金色の蓋ふたを開ける。

　時刻は午前十一時五十二分をさしていた。

　昨日、商談を終えて防護服業者たちと正門前へ向かったのは午後五時二十分あたりで、およそ十八時間が経っていることに驚おどろく。

　それだけ時間があれば国外へ出るのも不可能ではない。オリビエは懐中時計を仕し舞まい、急いで二重のカーテンを開け──目を瞠みはった。

「なんだ、これっ……」

　ほかのカーテンも引き、さらに驚きよう愕がくする。すべての窓に格こう子しが嵌はまっていた。

　部屋の内側に設置されたそれらは黒い鉄格子ではなく、水色で、異国の花鳥の透すかし彫ぼりが細かく施されている。美しいと見る者もいるだろうが、なにでできているか素材もわからず、オリビエにはひどく不ふ吉きつなものに感じられた。

　ネロがすることにいちいち怯おびえるなと言い聞かせながら、曲げた人差し指の背で慎しん重ちように一度だけ叩たたく。コン、と音を立てたそれは石のようで、錠のかかった鋼鉄の扉とびらより破は壊かいできる見込みがあった。

　窓から脱だつ出しゆつすると決めて、透かし彫り越ごしに外を確かく認にんする。

　そこには希望の風景が広がっていた。

「帝てい都とだ……！」

　思わず声を弾はずませる。ここは異国ではなくアルカナ・グランデ帝国だった。見慣れた街並みと空の色、時計塔とうも左半分だけ視界に入ってくる。

　しかし歓かん喜きできたのは一いつ瞬しゆんだった。

　窓の外には希望だけでなく、真逆の光景が──オリビエが地上からも天空からも完全に孤こ立りつした場所に閉じ込められているという絶望があった。

　水色の格子のせいで真下は確認できない。だが帝都の街並みは遥はるか下方にあり、時計塔さえ下に見え、近くに同じ高さの建物がひとつもないことから、この部屋が恐ろしく高い塔の天てつ辺ぺんにあるとわかる。さっき聞いたネロの靴音はいつまで経っても途切れなかった。それだけ地上が遠いということだ。

『私には〝レンヴィートル陸軍元げん帥すい〟でいつづける義務があるんだ』

　ネロが向かったのは総司令部で、この塔がアルカナ大帝の宮きゆう殿でん群に建っている三十二の尖せん塔とうのひとつだと推測できる。しかしカーテンを全開にしても、非常に細かな透かし彫りの格子に邪じや魔まされて、地上を歩く者はおろか空を飛ぶ鳥にさえ気づいてもらえない。

　すぐ近くだとわかったのに、ドラゴンギルドが果てしなく遠く感じた。

「………」

　筆頭バトラーの怒りはどれほどのものだろう。己おのれの油断が三匹びきの大切な同どう胞ほうを喪うしなうという取り返しのつかない最悪の事態を招き、ネロの策略によって結社が大きな痛手を蒙こうむっていることに思い至ったオリビエは紅あかい唇くちびるを嚙かんだ。

　ガーディアンは鱗の指輪を通してオリビエの居場所を把握し、リーゼや兄弟に伝え、リーゼが竜りゆうたちを止めていることは容易に想像できた。宮殿群に無断で立ち入ってアルカナ王家の建築物を壊こわしでもすれば、オリビエは救出してもらえても、ドラゴンギルドは式典警固の任務から外されて蜂ほう起きを抑えられなくなる。

　それがネロの狙ねらいだ。あの男が式典直前にオリビエを攫さらったのは、ギルドを攪かく乱らんし、糾きゆう弾だんに値あたいする騒そう動どうをガーディアンたちに起こさせるためだ。リーゼはそれをわかっているから絶対に竜を動かさない。では、オリビエは──。

　──俺はどう動けばいい？　ボスならどんな指示をくれる？　考えろっ、考えろ……。

　苦労して落ち着かせた心がまた乱れてくる。

　それでも懸命に頭を絞しぼった。

　本当は今すぐ窓から逃にげ出したい。しかしここは尖塔の天辺で、無策のまま飛び出せば命を落とす。運よく地上に立てたとしても魔ま狼ろうたちに捕つかまるだろう。ネロは怒り、オリビエの手足を縛しばるか、あるいは一部を切断して完全に自由を奪う。

　想像し、ぞくっと肌はだを粟あわ立だてた。拘こう束そくされていない現状を維い持じすることがなにより重要だと気づく。

「……っ」

　やはり混乱を抑えられない。ドクドクと、胸がずっと嫌いやな高鳴りかたをしている。自分が冷静に熟考できているとは到とう底てい思えなかった。

　でもきっと、筆頭バトラーは業務命令を下してくれるはずだ。『レンヴィートルが確実に尖塔から離はなれる式典中に脱出しろ。なにがなんでも戻もどってこい』と。

　式典の日、ネロが部屋を出たらオリビエもすぐに動きだす。シーツ、コットンブランケット、二重のカーテン、すべての布地を縦に裂さいて長いロープを作り、金属で格子を割る。高い塔からの下降など経験したことがなく危険だが、これが唯ゆい一いつの方法だと思う。

　怖こわい──。

　ふたたび身体が震えだした。脚あしの力が抜けてその場に座り込む。

　怖いのは、今夜ここへ戻ってきたネロに〝魅み了りよう〟の魔力を使われ、精神こころを意のままにされることだった。

　約十日前の出来事を思い起こす。レンヴィートル元帥の私室で会ったエウリック王子は、操あやつり人形のような不自然な動きをしていた。やけに甲かん高だかい声と、ネロに心しん酔すいし敬信する盲もう従じゆう者の瞳ひとみ。

　自我を完全に奪われた第三王子の憐あわれな姿に自身を重ねてしまったオリビエは、一瞬呼吸ができなくなるほどの恐きよう怖ふを覚えた。

　──操られたくないっ……！

　焦しよう燥そうに駆かられながら手帳とペンを取り出し、白紙のページを開く。

　操られるものかと強く思っているが、魔狼の最上位アルフアだけが持つ〝魅了〟の魔力を小さな魔鳥が撥はね返すのは不可能に近い。オリビエは、ネロの魔力に侵おかされてしまったあとの自分へ伝言を書いた。





魔狼なんかに洗脳されるな！　操られても絶対に思い出せ！

・式典の日にドラゴンギルドへ帰る

・ガーディアンに抱きしめてもらう

・業者のみんなを、一いつ緒しよに捜してもらって、すぐ見つける






　記き憶おくを呼び起こすための文章をもっと多く書くつもりなのに、ペンが止まる。記した文字がぼやけていく。

　ぱた、と音が鳴り、またあふれてきた涙なみだが手帳に落ちた。

　もうなにも思いつかない。このみっつさえ叶かなうなら充じゆう分ぶんだった。

「く、……そ」

　泣いてばかりの自分が情けなくなって目をごしごしこする。手帳とペンをテール・コートのポケットに仕舞い、ふっと大きく息をついた。

　拉ら致ちされ幽ゆう閉へいされている以上、普ふ段だん通りでいられないのは当然だと思う。充分に取り乱したし嘆なげきもした。オリビエは、美しく力強いガーディアンの鱗うろこに触ふれ、とるべき行動を声に出して己に言い聞かせる。

「絶対に操られたりなんかしねえ。今だって最低最悪だけど、これ以上自由を奪われたら本当になにもかも終わる。逃げる素そ振ぶりは見せない、明後日あさつてまでこの状じよう況きようをキープする。ぎりぎりまで元帥のふりするんだったら明日も総司令部へ行くはずだ。奴やつがここにいるのは今夜と明日の夜だけだ、耐たえろ。明後日、奴が出て行ったら布地を集めてロープを作って……。絶対にドラゴンギルドへ、ガーディアンのところへ帰る！」

　そうして混乱を抱いだきながらも覚かく悟ごを決めた。立ち上がり、身体からだに残っている震ふるえを消し去るために腿ももをばしばし叩いて動きはじめる。

　寝しん台だいの傍かたわらに置かれている黒の革かわ靴ぐつをようやく履はいた。バスルームへ行って手洗いを済ませる。顔を洗って冷たい水をたくさん飲むと頭が幾いく分ぶんすっきりした。

　ハンカチで顔を拭ふくオリビエからは、奥にあるバスタブと二本の給水管が見えた。石の格こう子しを割るための金属が必要で、これから部屋じゅうを探すが、なにも見つからなかった場合は給水管を外して使うことも考える。

　バスルームを離れ、異国の家具ばかりの中でひときわ強い違い和わ感かんを呈ていしている水色の格子にふたたび近づいた。

　この毒々しいほど鮮あざやかな水色の石も異国で買ったのだろうか。見るほどに不吉さが増していくように感じる。

「天然の石じゃ、ない……？　鉱石？　着色でもしてんのか……？」

　透すかし彫ぼりが施ほどこされた格子をもう一度叩こうとしたとき、額にチリチリとごくわずかな痛みが走った。魔物の直感が『近づくな、触さわるな』と訴うつたえかけてきて、思わず手を引っ込める。

「………」

　今の警告はなんだったのだろう。

　オリビエは明後日、格子のひとつを破壊してそこから脱出する。ただ壊すだけの存在なのに、ひどく気にかかった。

　なぜ鉄より脆もろそうな石を使ったのだろうか。透かし彫りを施したことで強度はさらに低くなっている。だがネロが考えなしにこの石を選ぶはずがない。おそらく、あの男しか思いつかないような悍おぞましい理由がある。

　──確か、下の部屋に執しつ務む机を置いてるって言ってたな。

　手がかりを求めて階下へ向かったオリビエは、階段をおりきったところで足を止め、眉まゆをきつくひそめた。

　カーブを帯びた壁かべも天てん井じようまでもが瑠る璃り色いろのタイルで埋うめ尽つくされた空間は、上の部屋よりも多くのモザイクランプが吊つるされ、七色の光で満ちている。

　一面に柘ざく榴ろの実が描えがかれた真っ赤な絨じゆう毯たんと、黄金の縁ふち取どりが施された執務机。黒い木材で作られたローテーブル。鮮せん明めいな色ばかりで目がちかちかした。ソファも、ドラゴンギルドにあるゴブラン織りとはまるで違ちがう。オリビエの知らない植物が細かく編み込まれた土台に薄うすい座面が敷しかれ、幾き何か学がく模様のクッションが積まれていた。

　タイルが並んだ壁に窓はなく、空気を取り込むための穴が数か所あり、そこにも小さな水色の格子が嵌はまっている。

　──いつの間に、こんな……。

　アルカナ大たい帝ていの宮殿群に建つ三十二の尖塔はいずれも歴史ある建築物だ。ネロが改造に着手したのは元帥に就任してすぐだろうか、それともオリビエが別べつ離りを宣言した約十日前からだろうか。どちらにしても気味が悪かった。

『寝室と居室にあるものはどれに触れてもかまわないよ、すべて私とオリビエのものだから』

　ネロの言葉を思い出したオリビエは、目覚めてから初めて笑い、「じゃあ遠えん慮りよなく」とつぶやいた。

　鴉からすの一族が持つ偵てい察さつ能力を今度こそ正しく使う──ドラゴンギルドのために。

　さっそく近づいた執務机には、五テナー（約六十七センチ）の長い物差しと、五枚の大きな紙が丸まった状態で置かれている。

　最初に手に取って広げたそれはアルカナ大帝の宮きゆう殿でん群の全体図だった。主要な宮殿だけに名が記き載さいされていて、敷しき地ちの広大さと建物の多さをあらためて認にん識しきする。宮殿や建物のひとつずつに指先を滑すべらせ、時間をかけて確認したが、オリビエが幽閉されている尖せん塔とうがどこに位置しているかは記されていなかった。

　次に広げた紙は尖塔の内部のスケッチで、家具の位置まで細かく描き込まれていた。

　魔狼たちに指示するために作ったのだろう。部屋の面積は載のっているのに、尖塔の高さなどの欲しい情報に限って記入されていない。そこにネロの意図を感じながら、隅すみの走り書きを声に出して読んだ。

「……〝蘇そ生せい〟？」

　この単語ひとつだけが書かれていることにどのような意味があるのだろうか。念のため手帳にメモを取り、別の紙を伸のばす。

　謁えつ見けんの大広間がある宮殿の見取り図だった。明後日、ここでマリーレーヴェ王女の成人祝賀式典がおこなわれる。蜂ほう起きが現実味を帯びてきて、オリビエは緊きん張ちようから固かた唾ずを吞のんだ。

　見取り図の文字を順番に追い、気づく。十以上の部隊名が大広間や宮殿内に記載されているが、【Dragon Guild】の文字は外そと塀べい部分にあった。

　──まさか、竜結社うちが警固するのは宮殿の外……塀の外なのか？

　ネロが元げん帥すいの地位を利用して一方的に決めたとしか考えられない。

　一昨日おととい、リーゼは『式典の警固をおこなう』とだけ言っていた。明日の午後五時からの最終確認で、警固場所が塀の外であることや対応策を説明するのだろう。それを聞けないのが悔くやしい。

　蜂起の日と場所を突つき止め、短期間で式典の警固まで漕こぎつけるには相当な苦労があったと想像できる。最悪の状態で足を引っ張っている今の自分にまた苛いら立だちを覚えた。

　オリビエは、この見取り図が複写ということにも気づく。原本があるのは総司令部か──そう考えながら次の紙を広げた瞬しゆん間かん、苛立ちが増して声を荒あららげた。

「くそっ」

　結社ドラゴンギルドの配置図は一式のみ存在し、筆頭バトラーの執務室の、鍵かぎが付いた革張りの箱に保管されていると聞く。

　それにもかかわらずここにギルドの配置図があるのは、ネロが描いたからだ。正門までの小道の距きよ離りや、中庭の面積や飼育小屋の位置まで正確なのは、過去のオリビエが機密を報告してきたからだった。

　手に力が入って、紙の端はしがクシャッと音を立てる。滅め茶ちや苦く茶ちやに破り捨てたい衝しよう動どうを堪こらえて配置図を離はなし、最後の一枚を広げたオリビエは、思いもよらない図面に目を瞠みはった。

「時計塔の、設計図？　なんで……」

　アルカナ・グランデ帝国の技術革新と経済発展の象しよう徴ちようであり、帝国の人間の誇ほこりである時計塔は、オリビエが諜ちよう報ほう員いんだったころから破は壊かい対象となっていた。

　しかし、ただ破壊するだけなら設計図は必要ない。

　目的を果たすために同どう胞ほうたちをいとも容易たやすく犠ぎ牲せいにする。利用できるものは利用し尽くして容よう赦しやなく切り捨てる。オリビエはネロの残ざん忍にんな本ほん性しようを嫌いやというほど思い知らされた。

　設計図があるということは、時計塔も〝魔ま物ものが人間を狩かる新時代〟のために利用して破壊するのだろう。

　──時計塔をどう使うつもりなんだ……。

　ひどく気にかかるが、ネロがなにも書き込んでいない設計図からは情報は得られない。諦あきらめて五枚の紙を丸め、もとに戻もどし、三段に分かれている抽斗ひきだしを開ける。

　ありがたいことに一段目の抽斗に鋏はさみが入っていた。これで布地を裂さく作業が楽になるし、いざとなれば絨毯を切ることもできる。

　二重底になっていないか、執務机と本ほん棚だなとサイドチェストの抽斗をすべて確認する。そのあとも赤い絨毯をめくったり本棚の裏に手を差し込んだり、書しよ籍せきの一冊一冊までくまなく探さぐっていった。










　部屋を調べ尽くしたオリビエは、懐かい中ちゆう時計と手帳とペンをソファの薄い座面の下に隠かくす。

　万が一ネロの〝魅み了りよう〟の魔力で操あやつられたとしても、ソファに腰こしかければ違和感を覚えて座面をめくるはずだと、自身の行動を予測して隠し場所を決めた。そうして夕ゆう陽ひが沈しずむころに、二冊の書籍を持って上の部屋へ移動した。

　窓に近づいて格子をのぞく。

　小型模型ミニチユアみたいな帝都の中心街は煌こう々こうとした光に包まれ、灯あかりのともされた時計塔が群青ぐんじよう色いろから夜色へ移ろう空に浮うかんでいた。

　大通りや路地を照らすランタンの連なりが遠目にも見えて、マリーレーヴェ王女の成人祝賀式典を明後日あさつてに控ひかえた帝都がいつにも増して賑にぎわっているのがわかる。

　格子越ごしでもいいから外の様子を確認できるようにしておきたいが、逆らう素そ振ぶりを見せてはならない。二重のカーテンを引いてもとの状態に戻すと、外界から完全に遮しや断だんされ、モザイクランプの橙だいだい色いろと七彩が濃こくなった。

　正確な時間がわからないのは少し厄やつ介かいだと思ったけれど、オリエント調の棚に時計が置いてあった。目を覚ましたときは時計の存在に気づけないほど混乱していたのだろう。

　時刻は午後七時三十分──。

　オリビエがドラゴンギルドから連れ出されて──ガーディアンと離れ離れになって丸一日が経たった。

　今もなお、頭と心と身体からだがこの状じよう況きようを激しく拒こばんでいる。

　オリビエは片手で腕うでを摩さすった。触ふれ合うのが当然なのに、そばにいないから、肌はだが風竜シルフイードの感かん触しよくを求めてざわめきつづけていた。昨日も午後八時に帰き還かんするガーディアンを脱だつ衣い室へ迎むかえに行くはずで、それが叶かなわないとは夢にも思っていなかったから、心が『なぜ、どうして』とオリビエに何度も問いかけてくる。

　三人の防護服業者に、もう丸一日もつらい思いをさせてしまっている。

　橙色と七色の光が溜たまった部屋でオリビエは独り立ち尽くした。

　従業員が忽こつ然ぜんと姿を消すという異常な状況で、今日一日、ドラゴンギルドは稼か働どうできただろうか。ガーディアンとリーゼは激げき怒どし、サロメやサリバンたち年長の竜りゆうも怒おこっているだろう。中ちゆう堅けんバトラーは動どう揺ようして後こう輩はいらは不安がり、シーモアやキュレネーやオーキッドは深く傷ついているに違いない。

　なんで俺はこんなところにいるんだ──ガーディアンを想おもい、皆みなのことを考えるほどに、答えのない疑問で頭がいっぱいになる。

「………」

　オリビエはひとしきり立ち尽つくしたあと力なく椅い子すに座って、持っている二冊の書籍を円えん卓たくに置いた。

　円卓には水差しとグラスと籠かごがあり、籠にはみっつの無花果いちじくと紙に包まれたパンが入っている。異国のパンだろうか、オリビエは嗅かぎ慣れない香こう辛しん料りようの匂においに眉まゆをひそめ、無花果を手に取って齧かじる。『円卓に果物とパンがあるから食べて』というネロの言葉に従順なふりをするためと、胃が空からの状態を避さけるためだった。

　混乱がつづいているせいでほとんど味がしない。吞み込むのに苦労して無花果を食べ終えたオリビエは、ふたつめを機械的に咀そ嚼しやくしながら考える。

　時間をかけて下の部屋を調べたが期待したほどの情報は得られず、水色の格こう子しに関する資料もなかった。ネロはオリビエが室内を捜索するとわかっていて、見せていいものだけを置いたのだろう。

『退たい屈くつしないように書籍をたくさん運び込ませたからね』と言いながら、本棚の八割が兵法書や軍事関係の書籍で埋うまっていて心底辟へき易えきした。少ない中から建築史の書籍と植物図ず鑑かんを取ってここへ持ってきたのは、本を読んで過ごしていたと装よそおうためだった。

　やはり気にかかるのは、毒々しいまでに鮮あざやかな水色の格子と、時計塔とうの設計図だが──。

「……！」

　そのとき鴉からすの聴ちよう力りよくが靴くつ音おとをとらえた。オリビエは慌あわてて無花果の欠片かけらを口に入れ、水で流し込む。

　螺ら旋せん階段を上りはじめた足音はまだ遠い。だが百段を超こえても百五十段を超えても、一度も止まらなかった。遅おそくも速くもならず一定の歩調で近づいてくるのがいっそ不気味だった。

　足音を聞き取るうちに動どう悸きがして、薄うすい汗あせが滲にじむ。百八十段を超えたところで数えるのをやめた。

「ガーディアン……、ガーディアンっ」

　長い夜が──独りきりの闘たたかいが始まる。心こころ許もとなさが膨ぼう張ちようしていく。オリビエは鱗うろこの指輪を握にぎりしめ、世界最強のシルフィードの名を繰くり返し呼んだ。

　すぐ近くまで迫せまった靴音が止まる。

　……ガチャ、ガチャリ、と錠じようの開く音がする。

　鋼鉄の扉とびらの向こうから、純白の軍服を纏まとう男があらわれた瞬間、鴉の黒い羽う毛もうがぶわっと逆立つ錯さつ覚かくを起こした。

「ただいま、オリビエ。待たせてごめん」

　蓋ふた付きの大きなバスケットを提さげているネロは、長い階段を上りつづけてきたのに息切れひとつしていない。椅子に座るオリビエのほうが呼吸が浅くなっている。

　幼いころからそばで見てきた、艶つやめく榛はしばみ色いろの髪かみとヘーゼルの瞳ひとみ。

　唯ゆい一いつ無む二にの存在、魔ま狼ろうの最上位アルフア──郷土デュシス・エンドを守り、支えてくれていると信じていた。だがそれは幻げん影えいだった。自分が憧あこがれを抱いだいていたことさえ信じがたい。治者に相応ふさわしい品格と聡そう明めいさが宿っているはずの美び貌ぼうは、今はもう、すべて自分の思い通りにならなければ許せない残ざん虐ぎやくな殺さつ戮りく者の顔にしか見えなかった。

　ドッ、ドッ、と心臓が早はや鐘がねを打つ。

　覚かく悟ごが、足りなかっただろうか。不ふ可か避ひなこの対たい峙じを何度も想像したけれど、現実は遥はるかに気味が悪くて恐おそろしく、オリビエは瞬またたく間に冷静さを失う。従順なふりをするのは困難で、せめて普ふ通つうでいようと思っても、どんな表情と態度をするのが正解なのかわからない。

　閉じたカーテンを見たネロは瞳を動かし、果物が減っていることと二冊の書籍を確かく認にんしたようだった。

　微笑ほほえんだまま、眉をひそめて困り顔を作る。

「おかえりって、言ってくれないんだね。昔は必ず飛びつきながら言ってくれたのに」

　拉ら致ちした者に平然と要求する、その歪ゆがんだ思考に寒気を覚えた。

　昔のようにすれば〝魅了〟の魔力に侵おかされずに済むのだろうか。しかしオリビエは厭えん悪おしか感じないこの男に「おかえり」と言えるまでの器用さを持っていなかった。

　直視するのも嫌で視線を逸そらすとネロは小さな溜め息をつき、バスケットを円卓に置く。蓋付きのバスケットからは焼きたてのパンや羊肉の匂いがした。

「薬くす師しのほかに調理師たちも異国から呼んでいてね。帝てい国こくの人間が調理するものなど汚お泥でいと同じだ。異国の料理はとても美味おいしいんだよ。明日の朝食と、昼食まで作らせたからね。もちろん今日の夕食もあるよ、温かいうちに食べて」

「さっき果物を食った。腹減ってないからあとにする」

　精せい一いつ杯ぱい繕つくろった〝普通〟は、自分でもわかるほど違い和わ感かんがあった。

　ネロはくすっと笑って棚のほうへ向かう。白いロングブーツを脱ぬいで革かわ靴ぐつに履はき替かえ、飾しよく緒しよとベルトを外し、軍服をハンガーにかけながら訊たずねてくる。

「本を読んで過ごしていたの？」

「ああ」

　そう装うために二冊の書籍を持ってきたオリビエは短く返事をした。

「その建築史の本、まだ読めてないんだ。面おも白しろかった？　どのページが気に入った？　なんという名前の建物？」

「べつに。退屈な本だった」

　やたら細かく訊きいてくることに苛いら立だち、片かた脚あしを小刻みに揺ゆらしてつぶやく。ネロは余よ裕ゆうある態度を崩くずさない。

「合わなかった？　なにか読みたいものはある？　明日、買いに行かせるよ。オリビエは小説とか雑誌のほうがいいかな」

「軍事関係以外ならなんでも。争いごとばっか、もううんざりだ。大事な命をいくつも粗そ末まつにしやがって──」

　そこまで言い捨てて、唇くちびるを嚙かむ。我が慢まんすると決めたのに、あからさまに敵意を見せてしまった。防護服業者たちや、犠ぎ牲せいになった数多くの同どう胞ほうや大だい蛇じやの一族のことを思うと抑おさえられなかった。

　シャツと黒いスラックスを身につけたネロがゆっくり歩いてくる。

「やはり隔かく離りしたくらいでは洗脳は解けないね。……家か畜ちくの分際で、疎うとましい奴やつらだ」

　落ち着いた声にはオリビエではなく竜りゆうへの激しい憎ぞう悪おが籠こもっていた。

　嗤わらうネロがさらに近づいてくる。ヘーゼル色の瞳が妖あやしく光る。

〝魅み了りよう〟の魔力を使う気だ──魔物の本能がうるさいほどビリビリとざわめいて、オリビエは堪こらえきれず立ち上がった。椅子がガタンッと大きな音を鳴らして倒たおれる。

「俺はっ……、一日中ここでおとなしくしてた。ネロに従って、本を読んで果物を食った。明日も明後日あさつても従う。魔力を使う必要なんかねえだろ？」

「そうだね」

　肯こう定ていの言葉を口にするネロは、しかしオリビエの必死の言い分を聞いていない。

「私は決めたんだ、二度とオリビエを離はなさないと」

　不気味な笑えみで告げられて、凄すさまじい戦せん慄りつを覚えた。

　うしろへ下げた足が倒れている椅子にぶつかる。よろめく身体からだに、モザイクランプに照らされた男の影かげが落ちてくる。

「もう誤った判断は下さない。一時の別離を決断したのは私の大きな過あやまちだ。オリビエは常に私のそばにいて、異国へも一緒に行くべきだった。私が判断を誤ったせいでオリビエは竜どもに毒され、今も耐たえがたい苦痛に苛さいなまれている……どうか許してほしい……。魔力を使うのは、きみの目を覚まさせるためだよ」

「意味、が、わからねえ。俺は苦痛なんか──」

「オリビエが苦痛を認識できないのは奴らに洗脳されているからだ。私にはきみの重苦が痛いほどよくわかる」

　身体が震ふるえだす。間近に迫る哀あわれみの表情も、歪んだ束そく縛ばくの言葉も、許しを乞こわれていることも、すべてが恐ろしい。

　そしてオリビエは気づき、絶望する。

『さよなら、ネロ。……俺、結社ギルドに帰るよ』

『俺は、ドラゴンギルドのバトラーだから』

　強い心を以もつて伝えた決別が、ネロにまったく届いていないことを知って絶望した。

　白い手が伸のびてくる。躍やつ起きになって首を横に振ふり「やめろ！」と怒ど鳴なったはずが、声が出なかった。

「うっ……」

　顎あごをつかまれる。指先が頰ほおに食い込んでくる。オリビエは両手でネロの細い腕うでを握り、折るつもりで引き剝はがそうとした。しかし腕はびくともしない。ネロの体たい軀くは儚はかなげな容貌からは想像できないほど屈くつ強きようだった。

　奇き異いな輝かがやきを帯びた、魔狼のアルファの瞳。そこに生き物の精神こころを掌しよう握あくする〝魅了〟の魔力が宿っている。オリビエはまぶたをかたく閉じた。

「オリビエ、今きみを竜の洗脳から解放するよ。目を開けて、私を見なさい」

「──っ!?」

〝魅了〟の魔力は声にも含ふくまれていた。ネロの声が脳内に響ひびいた瞬しゆん間かん、オリビエの意思を無視してまぶたが開いていく。

　ヘーゼル色の瞳と、鴉の揺れる瞳が至近距きよ離りで絡からみ合う。

　精神の最さい奥おうへ、榛色の魔狼が牙きばを剝むいて侵しん入にゆうしてくる。

「う、あ……！」

「デュシス・エンドで過ごした日々を思い出して。夕ゆう陽ひに照らされた奇岩たちを何度も一緒に眺ながめたね。四年前の別れ際ぎわ、オリビエは私に『ネロの力になってみせるから』と誓ちかった。憶おぼえているだろう？」　>>>♥

　恐きよう怖ふと憤いきどおりが綯ない交ぜになり、まばたきができなくなった目に涙なみだが滲む。

　もう思い出したくもない。岩山の頂へ登るたび幼いオリビエを抱だき上げた手は、大切な同胞や多くの人間の血に染まっていた。この男は郷土の記き憶おくまで穢けがして忌いまわしい過去に変えたのだ。

　うしろへ倒れたくて仰のけ反ったが、腰こしにまわってきた手に阻はばまれた。

「放し、やがれっ」

「もう目が覚める、洗脳が解けて楽になれるよ。私に忠誠を誓いなさい、オリビエ」

「ぐ……、ぅ！」

　精神の最奥へ侵入してきた魔狼に牙を立てられ、オリビエは惑わく乱らん状態に陥おちいった。力の限り抗あらがっているのに、なぜかネロに真の心を捧ささげたくなる。

「誓、う」

　唇が勝手に動いて、忠誠の言葉を口にしようとする。滅め茶ちや苦く茶ちやに歯を食い縛しばり、声にできないまま血を吐はく思いで絶ぜつ叫きようした。

　──操あやつられて、たまるかっ……ガーディアンっ、ガーディアン!!

　魔狼には誓わない。オリビエはシルフィードの風に誓う。たとえ魔力に侵され、操られても、ガーディアンのことだけは絶対に忘れない。

　心に決めて竜の名を呼んだとき、オリビエの中に、ごうっ、と深緑色の風が吹ふいた。

「……！」

　オリビエの叫さけびに呼応して生じた風は瞬またたく間に渦うずを巻いて旋せん風ぷうとなり、さらに巨きよ大だいな竜へと姿を変える。

　それは一瞬の出来事だった。風竜は深くまで裂さけた口を開き、グオォ──………と低く咆ほう哮こうして魔ま狼ろうを吞のみ込んだ。

　──ガーディアン。

　そっと呼びかけると、シルフィードは振り向いてくれた。でもすぐに、竜を形づくっている旋風がさらさらとほどけていく。風は美しい深緑色の星ほし屑くずに変化し、オリビエを守護するように巡めぐったのちに煌きらめきながら消えていった。

　魔狼がいなくなった精神の最奥には静せい寂じやくが漂ただよう。

「は……、ははっ……」

　やがてオリビエは目に涙をいっぱい浮うかべ、笑い声を漏もらした。

「目が覚めたね」

　ネロが確信に満ちた表情で訊いてくる。〝魅了〟の魔力が竜に喰くわれたとも知らずに。

　オリビエは間近にいるネロではなく、その向こうに見み出いだしたガーディアンへ、小さく二度うなずいた。

　独りきりの闘たたかいだと思っていた。でも違ちがう。

　ガーディアンが一いつ緒しよに闘ってくれる。離れていても彼の強きよう靭じんな魔力は左手の薬指に、そして身のうちの奥深くに存在している。

　歓かん喜きのあまり叫びそうになるのを、紅あかい唇を嚙んで堪えた。

　魔狼のアルファだけが持つ〝魅了〟の魔力は確かに強かった。だが世界最強の魔物に敵かなうはずがない。錯さく乱らんの極きわみにあったとはいえ、至し極ごく当然のことを忘れるなんて──。

「──俺、どうかしてた」

　それを聞いたネロはオリビエが完全に正気に戻もどったとでも思ったのだろう、「フフッ！」と甲かん高だかい声を立てて笑った。

　オリビエの手を引いて円えん卓たくを離れ、寝しん台だいに脚あしを組んで座る。

「諜ちよう報ほう活動はとっくに終わってるよ、オリビエはもう諜報員スパイじゃない。いつまでそれを着てるつもり？」

　心の中で舌打ちをして一瞬で考える。魔力がかかっていないと知ればネロは怒いかり狂くるい、オリビエを負傷させて緊きん縛ばくする。今夜と明日の夜を、操られているふりをして凌しのぐしかない。

　テール・コートとウェスト・コートを脱ぬぎ、メダリオン柄がらの絨じゆう毯たんの上に落とした。結社の紋もん章しようが刺し繡しゆうされたリボンタイを惜おしみながらほどいて、また落とす。上じよう機き嫌げんのネロがにっこり微笑ほほえんで言う。

「下もだよ。新しい服は明日のうちに用意するからね」

　操れるようになった奴やつに最初にさせることが脱だつ衣いなんて、どこまでも悪あく趣しゆ味みな野や郎ろうだ──心の底から見下げ、顔には出さず、黒の革かわ靴ぐつと靴下を脱ぐ。耐えがたい屈くつ辱じよくだが躊ちゆう躇ちよすれば疑われる。スラックスのボタンを外して足を抜ぬいた。

　シャツと下着だけになった瞬間、ネロが寝台から勢いよく立ち上がる。

　滅茶苦茶に搔かき抱いだかれ、両腕ごと抱き竦すくめられて総毛立った。

「はははっ……！　オリビエは私のものだっ。ざまあみろ、筆頭バトラーめ！　あの低てい俗ぞくで粗そ暴ぼうな男は今ごろ周囲に当たり散らしているだろうな。奴の醜しゆう態たいを見に行きたいくらいだ！」

　ネロは歓喜と怒りが混ざったような感情の昂たかぶりを見せる。下腹部に触ふれてくる男の器官が形を変えていて、オリビエは強きよう烈れつな嫌けん悪お感かんに襲おそわれた。

「……っ」

　別離を告げたあの日もネロが肉欲をあらわにしていたことを思い出し、胃の中の無花果いちじくを戻しそうになる。今すぐ部屋から逃にげ出したい。それらを堪こらえるために、薬指を優やさしく縛いましめるガーディアンの鱗うろこの感かん触しよくだけを懸けん命めいに追った。

「傲ごう慢まんな筆頭バトラーの鼻を折ってやったぞっ。ああ、愉ゆ快かいでたまらない……！」

　オリビエは、ネロがドラゴンギルドのことを檻おりと呼び、竜りゆうたちを家か畜ちくと蔑さげすむのを耳にしてきた。しかしリーゼだけを標的にして激しく謗そしるところは初めて見た。

　異様な興奮に駆かられている今なら口を滑すべらせるかもしれない──拒きよ絶ぜつ感に肌はだを粟あわ立だてながらも考える。ガーディアンの思し慮りよ深さと冷静さが指輪から伝わってくるみたいだった。

　密着している下か肢しをほんの少しずつ離はなし、それに気づかれないよう、わざと大きな声を出して訊きいた。

「ネロは筆頭バトラーと会ったのか？　なにかあった？　あいつ『式典の警固をおこなう』って言ってた。アルカナ王家とギルドの関係は悪くて、一回も警固を許されたことないのに。詳くわしい説明は式典の前日にするって……だから今はこれしか情報がないんだけど」

〝竜の洗脳が解けた〟ふりを忘れず、リーゼの呼びかたも変える。

　ドラゴンギルドによる式典の警固という、帝てい国こく軍に所属する者なら誰だれもが知っていることを、さも結社の機密を得たように話すと、ネロは「そうなんだよ」と破顔した。

「あの男、今になって画策を始めてね。焦あせっているのが見え見えだ。式典を警固させてくれとアルカナ王に直じき訴そしたらしい。直接命令が発令されたのは予想外だったが……アルカナ王め、余計なことを。筆頭バトラーは三日前の警固会議に乗り込んできた。私の権限で、警固場所を宮きゆう殿でんの外囲いにしてやったよ。それが気に食わなかったんだろう、会議のあと全員を外に出したとき、急に殴なぐってきたんだ」

「えっ？　殴るって、筆頭バトラーがネロを？」

「ああ。何度も殴ってきて顔面の骨を折られた。記憶が曖あい昧まいだけど『同どう胞ほうたちの恨うらみだ』とか言ってたかな……なんのことか意味がわからない。粗暴で愚ぐ劣れつな、獣けだものみたいな男だ。やはりあの檻には家畜しかいない。もっと早くオリビエを迎むかえに行けばよかったと後こう悔かいばかりしてしまうよ」

「ひどいな、最悪だね」

　でまかせの相あい槌づちを打ちながら、密ひそかに胸を熱くする。

　リーゼは、ネロに恐きよう怖ふと絶望を与あたえられて亡なくなった同胞らの無念を晴らしてくれた。オリビエがしたくてもできないことを速すみやかに実行する最強の上司に尊敬の念が募つのる。

　だが心配になった。強い魔物ほど体たい軀くは大きく、骨や歯し牙がの硬こう度ども高くなる。実際に、さっきオリビエはネロの腕うでをどうすることもできなかった。魔狼の硬かたい骨が折れるまで何度も殴おう打だしたのなら、リーゼの手も無傷では済まなかったはずだ。万ばん能のう薬である竜の涙なみだですぐ治しただろうけれど──。

「──大だい丈じよう夫ぶだったのかな。心配だ」

「ありがとう、大丈夫だったよ。魔狼の一族は怪け我がの治りが早いし、薬くす師しが調合した薬がよく効いてね。四、五時間で完治した。筆頭バトラーを逮たい捕ほすることも考えたんだが面めん倒どうだ、明後日あさつて、私の手で始末するよ」

「そうか、治ってよかった」

　リーゼが殺されることは絶対にないので話の最後は聞き捨てた。

　やはり感情を昂たかぶらせているネロはいつになくよく喋しやべる。反対にオリビエは冷静になれて装よそおうことも徐じよ々じよに易やすくなってくる。

　抱ほう擁ようがゆるんだ隙すきを逃のがさなかった。ネロの両りよう肩かたに手をつき、腕を伸のばして可能な限りの距きよ離りを取り、偽にせ物ものの笑え顔がおを作って言った。

「部屋を用意するの大変だったんじゃないか？　雰ふん囲い気きがぜんぜん違うから異国と思ったけど、時計塔とうが見えるし帝都だよな。この部屋──この塔は帝都のどこにあるんだ？」

「私とオリビエの棲すみ処かはいずれ必ず作るものだから大変じゃなかったよ。家具の置き場所を考えるのが楽しいくらいだった。気に入ってくれた？」

「………。うん、でも窓が塞ふさがれてるのはびっくりしたな。水色のあれはなに？　外せないのか？　景色がよさそうなのに。空気の入れ換かえもしたい」

「オリビエの願いを聞いてあげたいけど、格こう子しだけは外せないんだ。きみを守るために作ったものだから」

「大丈夫、こんな高い塔の天てつ辺ぺんに来られる奴なんかいないって。ひとつ外すのもだめなのか？　石っぽく見えるけど、鮮あざやかな水色は珍めずらしいな。なんて名前の石？」

「黒い鉄格子だと監かん獄ごくになってしまうからね。ここで過ごす時間が長いきみのために美しい水色にしたんだ」

　オリビエはふたたび心の中で舌打ちをした。興奮して饒じよう舌ぜつなくせに肝かん心じんなところで口を割らず、狡こう猾かつに話を逸そらし、重要な質問には答えない。

　──結局、誰のことも信じられねえんじゃねえか。

　ネロのオリビエに対する執しゆう着ちやくはただの思い込みだ。自分を慕したってくる者なら誰でもいいのだろう。その者を〝魅み了りよう〟の魔ま力りよくで操あやつってもなお信しん頼らいできないネロは、ひどく寂さびしくて、みずから孤こ独どくに嵌はまっているように見える。

　しかし同情する気は微み塵じんもない。この男は守るべきものを見失い、大切な同胞たちに苦痛と死を与え、アルカナ・グランデ帝国を滅ほろぼそうとしている凶きよう徒とだ。

　オリビエはドラゴンギルドのために諜報行こう為いに徹てつした。

「ネロは『明後日、蜂ほう起きを号令する』って言ったよな。いよいよ魔物たちの新時代を作るってことだろ？　俺にもなにか手伝わせてくれよ。ギルドの中ちゆう枢すう破は壊かい、失敗してしまったから挽ばん回かいするチャンスが欲しいんだ」

「挽回だなんて、私はオリビエを責めなどしないよ。言っただろう、きみが竜に洗脳されたのは私の罪だと。檻ギルドはもう破壊しなくていいんだ、明後日、竜どものほうから殺されにくるからね。オリビエはこの部屋にいて」

「そう言わないでさ、失敗したままなんて格好悪いだろ。……あっ、そうだ、時計塔は？」

　はぐらかされてたまるか──距離を取ったばかりなのに、焦りから足を半歩前に出してしまう。身体からだにまわってきているネロの腕や手に力が入る。その動きが気になったが、時計塔の利用方法を暴あばきたい思いのほうが強かった。

「新時代を拓ひらく日に時計塔を破壊するって、何度か話し合ったよな。どうやって壊こわす？　魔ま狼ろうたちにやらせるのか？　俺も時計塔の破壊班に加、え──」

　白い貌かおが一気に近づいて、最後まで言うことができなかった。

　オリビエの唇くちびるを塞ぐものがネロの唇だとわかったときには手て遅おくれだった。

「──っ、ん……ぅ！」

　縛めるように抱かれ、うなじを強くつかまれる。クチュッと音を立てて舌が入ってくる。

　口の中で蠢うごめく舌の感触はガーディアンのものとまったく違ちがう。途と端たんに装えなくなって、力の限り顔を背そむけて逃れた。

「オリビエっ……」

　劣情を昂らせたネロは首筋に顔を埋うずめ、そこに何度も口づける。虫が這はうような感覚に、胃液がせり上がってくる。

「う……ぅ」

　生しよう涯がいに知るのはガーディアンの形の綺き麗れいな唇だけだと信じていた。ネロに口内を侵おかされた衝しよう撃げきは強く、オリビエは諜ちよう報ほうする気力を失った。

　首筋を吸う唇が耳みみ許もとまで這い上がり、熱い息を吹ふきかけられる。

「デュシス・エンドで伝えたね、オリビエは私の帰りを待っているだけでいいと。でもきみは翼つばさを置いてドラゴンギルドへ潜せん入にゆうすると言い、私はそれを許してしまった。──今度こそ、私が大義を果たして帰ってくるのをこの部屋で待っていて。新世界を迎えた夜に、ひとつになろう。私とオリビエは心も肉体も永久に結ばれるんだよ。ああ、明後日の夜がたまらなく待ち遠しいね……」

　陰いん茎けいを硬くするネロの語りは邪じや淫いんに塗まみれていた。抑おさえきれず口こう腔こうに胃液の味が広がる。ひとつになるという生々しい恐おそろしさに身体が震ふるえた。

　腿ももを撫なでる男の手が下着の裾すそに入り込んでくる。逃にげなくては犯おかされる。しかし恐怖に囚とらわれて手足が動かせない。

　寝しん台だいに押し倒たおされ覆おおいかぶさられた。その瞬しゆん間かん、前まえ触ぶれなく背に激痛が走り、オリビエは驚おどろいて唸うなり声をあげた。

「痛っ！　うあ……、痛いてえ、っ……！」

「オリビエ？」

　経験したことのない激しい痛みに、呻うめきながら激しくのたうつ。

　異様に苦く悶もんするさまがネロの欲情を冷まさせたようだった。オリビエの上から退き、焦って訊いてくる。

「どうした？　どこが痛む？」

「あ、……？」

　強きよう烈れつな痛みは、犯される恐怖と肌はだに残る気味の悪い感かん触しよくを拭ぬぐい去り、すぐに治まった。

　オリビエは上体を起こす。今のはなんだったのだろう。まるで背の傷きず痕あとをシルフィードの鉤かぎ爪づめで引っ搔かかれ、直後に深緑色の涙を落とされたような──。

　片手を背にまわしたとき、ふいにガーディアンの声で『背中の傷が痛むふりをしろ。接触を許すな』と𠮟しかられた気がした。

　次々に変わる状じよう況きように必死でついていき、幻まぼろしの声に従って噓うそを言った。

「……つ、翼を切ってから、うつ伏ぶせじゃないと眠ねむれなくなったんだ。立ってるときは平気だけど、寝ねると背中の傷が痛くて。今ベッドに背中がぶつかって、めちゃくちゃ痛かった。なんでこんな痛いんだ？　……あっ、もしかして昨日、薬で眠らされてるあいだ俺ずっと仰あお向むけだったのか？」

「ごめん……。知らなくて……仰向けに、寝かせていた」

　つぶやくネロの顔が強こわ張ばる。咄とつ嗟さについた噓は思っていたよりも効果があった。

「医者に診みせよう、異国にはいい医者がたくさんいるんだよ」

「大丈夫、触さわられなきゃ痛くないし、うつ伏せだと眠れるから」

　俺はガーディアンのものだ、心も身体も髪かみ一本まで全部な。これ以上おまえなんかに触らせるか──オリビエは揺ゆるぎない意志でうつ伏せになり、コットンブランケットをかぶってクッションを抱だきしめ、窓のほうへ顔を向ける。

　数秒の沈ちん黙もくのあとに聞こえてきた声には落らく胆たんが含ふくまれていた。

「私のために翼を断たったこと……後こう悔かいしてる？」

「ははっ、後悔なんかしてねえよ」

　心から笑い、あっさり言いきった。

　ガーディアンのものである黒こく翼よくは彼の手によって丁てい寧ねいに弔とむらわれた。やがて生まれ変わり、不自由さを覚えている誰だれかの翼となって飛ひ翔しようする。だから後悔など欠片かけらもない。

　この真実に気づけないネロが憐あわれに見えてきた。先ほどの激痛が恐きよう怖ふを拭ってくれたから〝魅了〟の魔力にかかったふりもつづけられる。

　もっと距離を取りたかったが、これが限界だろう。鴉からすは深い睡すい眠みんを短時間とれば充じゆう分ぶんで、魔狼は通常、八時間から十時間ほど眠る。自分のせいでオリビエが今も傷の痛みに苦しんでいると思い込んだネロは、完全に消沈した。このまま眠らせるのが賢けん明めいだ。

　明日、朝が来ればまた一人になれる。今日をさっさと終わらせるために、「おやすみ」と言おうとしたときだった。

　突とつ如じよ、ピシャッ！　と雷かみなりが鳴り、オリビエは肩をびくつかせる。

　白金色の雷らい光こうは二重のカーテンを貫つらぬくまでに強烈で、ドオォン──……と凄すさまじい轟ごう音おんを立てて落ちた。

「すぐ近くに落ちたね。昨夜はもっと酷ひどい雷と暴風だった」

「昨夜？　俺ぜんぜん知らねえけど」

「オリビエは知らないよ。雷よりも暴風のほうがずいぶん酷くてね……夜通し吹き荒あれて凄すごい音だったけど、目を覚まさなかったから本当に心配したんだ」

「そうだったのか、今夜は静かだといいな、おやすみ」

「………。おやすみ、オリビエ」

　早口で適当に返し、まぶたを閉じる。そうしてネロが眠るのを待ちながら考えた。

　ドラゴンギルドのバトラーたちは、自然現象の雷と、雷竜ヴオルトが作る雷鳴を聞き分けることができる。

　今の強烈な雷はファウストが放ったものだ。

　──ボスの業務命令かな……。

　ネロに対する怒いかりの一撃と、オリビエへの加勢のように感じられて嬉うれしかった。でも、つらくもなる。

　睡眠薬で眠らされていて気づけなかった、昨夜の雷と暴風。

　雷はファウストが放ち、そして暴風は──ガーディアンが起こしたものに違いない。

　夜通し吹き荒れていたという風は、ガーディアンの精神状態をそのままあらわしていた。

　守護と所有の本能が満たされない竜りゆうの苦痛は如何いか許ばかりだろう。ガーディアンの精神と守護の本能を深く傷つけたことがあるオリビエは、二度と彼を傷つけないと決めているのに。

　──また、傷つけた……。ガーディアン……。

　己おのれの不ふ甲が斐いなさに腹が立ち、力任せにクッションを握にぎりしめた。

　今夜、風は吹いていない。静まり返った部屋には、カチ、カチ、という秒針の音と、魔狼の寝ね息いきだけがある。ネロが寝入ったあともオリビエはじっとしていた。絶対に朝まで目を覚まさせたくなかった。

　オリエント調の棚たなに置かれた時計を睨にらみつづけて一時間が過ぎるのを待ち、寝台を出る。絨じゆう毯たんに放置したテール・コートからハンカチを取り出してバスルームへ向かった。

「くそっ……！」

　洗面台に立って水を出し、口を漱すすいで滅め茶ちや苦く茶ちやに唇をこする。濡ぬらしたハンカチで首筋を搔き毟むしるように拭う。自分でも何度目かわからなくなるほどに、繰くり返し首筋を拭ふき口内を洗い清めた。

　どれだけ漱いでも気が済まないが、余計な音を立てているとネロが目を覚ましてしまう。シャワーを浴びるのも外を確認するのも我が慢まんして寝台へ戻もどった。少しでも距きよ離りを作るために寝台の端はしにうつ伏せる。

　きらきらと煌きらめく深緑色の指輪にようやく口づけることができた。ガーディアンを感じていたくて、鱗うろこの指輪に唇を触ふれさせたまま夜明けを待つ。

「………」

　離はなれていてもわかる。オリビエのうなじに顔を埋うずめて眠るのが好きなガーディアンは、今夜も眠っていない。だからオリビエも眠らないと決めて、朝までの長い時間を、ドラゴンギルドでの日々を追つい憶おくして過ごすことにした。

　──びっくりするくらい手ぇ早かったよな、誑たらし竜……。

　思い出すなり口くち許もとがほころぶ。

　竜結社へ連れてこられた次の日に、ガーディアンは『オリビエもしたいだろう？』と誘さそってきて、世間知らずだったオリビエはあっという間に丸め込まれ、その翌夕には同どう衾きんしてしまっていた。

　気まぐれで寂さびしがり屋で、冷れい酷こくだったり優やさしかったり、個性豊かな竜の兄弟。

　故郷の幼生体たちに食べさせてやりたい、とびきり美味おいしいバターケーキ。先せん輩ぱいバトラーと紙巻き煙草たばこを喫のんで過ごす休きゆう憩けい室。守しゆ銭せん奴どなところ以外は尊敬してやまない筆頭バトラーと、防護服のチェックは遅おそいけれど素す直なおでひたむきな後輩たち。

　竜の一族に強い恨うらみを抱いだいて潜せん入にゆうしたはずだった。

　それなのに、楽しいことしか記憶になくて、泣けてくる。

　ガーディアンは出会ったころから変わらない。耳が溶とけるような甘い愛のささやきで、いつもオリビエを困らせる。でもオリビエは、想おもいを確かめ合い、彼とともに生きると誓ちかった今も、まだなにも伝えられていなかった。

　明後日あさつてにはここを出てドラゴンギルドへ帰る。

　ガーディアンに会ったら、ちゃんと言葉にして伝えよう──。










　窓とカーテンの隙すき間まから差し込む淡あわい光が徐じよ々じよに鮮せん明めいになっていく。

　眠気は一度も訪おとずれなかった。待ちわびた朝が来た、その喜びを静かに嚙かみしめる。

　ネロが目を覚まして、オリビエはまぶたを閉じた。上体を起こした男が寝顔をのぞき込んできているのが気配でわかった。ネロが風ふ呂ろと食事を済ませて着き替がえるあいだも、眠っているふりをする。

　身み支じ度たくを終えたのだろう、マントのはためく小さな音が聞こえた。陸軍元げん帥すいの軍服とマントを纏まとう魔ま狼ろうが寝しん台だいに腰こしかける。

「オリビエ、おはよう」

「……もう、仕事……行くのか？」

　目を閉じたまま、ガーディアンが朝の緊きん急きゆう案件で任務へ向かうところを想像すると、自然と寂しい声が出た。

　明日、一いつ斉せい蜂ほう起きを決行する魔狼のアルファの声は腹立たしいほど穏おだやかだった。

「行ってくるよ。背中の傷は痛んでない？」

「………。大だい丈じよう夫ぶ」

「よかった。料理を円えん卓たくに並べておいたからね、冷めても美味しいものばかりだから食べて。今夜も温かいうちに持って戻るよ。服と、小説と雑誌もね」

「うん、わかった」

　さっさと出て行けと思いながら素直な返事をしてみせる。鋼鉄の扉とびらが開閉し、錠じように鍵かぎがかけられたあとも用心深く待った。

　オリビエは鴉の高い聴ちよう力りよくを使う。コツ、コツ、コツ……と、螺ら旋せん階段をおりていく靴くつ音おとが完全に聞こえなくなった途と端たん、がばっと跳はね起きてバスルームへ走った。

　熱いシャワーを浴び、昨夜ネロにまさぐられた腿ももや脚あしの付け根をごしごし洗う。棚に積まれているバスタオルで身体からだを拭いて制服を身につけていく。結社の紋もん章しようが刺し繡しゆうされたリボンタイをきゅっと結んでいつもの格好になると気持ちが落ち着いた。

　テール・コートは椅い子すの背せ凭もたれにかけておく。シャツの袖そでを捲まくりながら下の部屋へ行き、ソファの座面の下に隠かくしている懐かい中ちゆう時計と手帳とペンを取り出した。

「本当によかった……。ありがとう、ガーディアン」

　何度も怖こわい思いをしたけれど、〝魅み了りよう〟の魔力に打ち克かてたことがなにより嬉しい。オリビエの中にあらわれて魔狼を吞のみ込んでくれたシルフィードを思い出すと、胸が熱くなる。

　大切な持ち物をポケットに仕し舞まって上の部屋へ戻り、カーテンを開けた。

　帝てい都とは晴れている。格こう子しに施ほどこされた花鳥の透すかし彫ぼりを通り抜ぬけてくる陽光は、初夏の眩まばゆさだった。

　しばらく格子越ごしに外を見ていたが、飛行する竜の姿はとらえられなかった。オリビエは諦あきらめて窓を離れ、料理が置かれている円卓へ近づく。

　つらくて食べ物が喉のどを通らないなどという、柔やわなことを言っている場合ではなかった。

　筆頭バトラーは食事を抜くことを厳禁としている。ドラゴンギルドの従業員であるオリビエは結社の規則を遵じゆん守しゆする。グラスに水を注ぎ、豆とオリーブのサラダや羊肉のグリルを口へ運びながら考えた。

　オリビエは今夜も眠ねむらずに朝を待つ。そして明日は壁かべを伝って高い塔とうからおりなくてはならない。気力と体力を保つために、今のうちに仮か眠みんをとっておく必要があった。

　円卓を片づけて立ち上がり、窓の近くに胡坐あぐらをかいて壁に凭れる。

　受け入れがたい異常な状じよう況きよう下で、やはり普ふ段だん通りではいられないが、昨日の目覚めてすぐの激しい狼ろう狽ばいぶりに比べれば落ち着きを取り戻せていた。

　──起きたら部屋をもう一回探さぐって……、格子を割る道具も見つけねえと。

　短時間の熟じゆく睡すいで事足りる鴉からすはまぶたを閉じて意識を集中させ、みずから眠りの深しん淵えんへ落ちていく。

「………、──」

　夢を見ないまま、深い睡眠から浮ふ上じようしてまぶたをゆっくり開いた。

　ウェスト・コートのポケットから懐中時計を取り出す。

　時計の針は午後二時七分をさしていた。理想通りの睡眠を得たオリビエは立ち上がり、ぐうっと伸のびをする。

「よし」

　今から部屋じゅうを調べて、昨日は見つけられなかった格子の資料を探し出したい。そう考えながら、毒々しいまでに鮮あざやかな水色の格子を睨んだとき、ひとつの言葉が思い浮うかんだ。

　その言葉に驚おどろいて、大きく見開いた目で水色の石をとらえ直す。

「これ……もしかして」

　昨日は恐きよう怖ふと混乱の極きわみにあって思いつくことができなかった。今は落ち着いている。食事と睡眠をとり、頭が働いてくる。

　ネロしか考えつかないような悍おぞましい理由から、選ばれた石。

　見るほどに不ふ吉きつさが増していく、この美しい石は──。

「──魔石、か？」

　それは政府の人間が発見した、竜りゆうの魔力を奪うばう鉱石のことを指す。「魔石」と名づけられたが、莫ばく大だいな金を注つぎ込んで科学者に研究させ、鱗うろこに覆おおわれた巨きよ体たいを破は壊かいするまでに効力を増強させた、科学技術の産物だった。非常に高価で稀き少しような魔石は、政府の高官と帝国軍の上層部が独どく占せんしていると聞く。

　世界最強の魔物を脅おびやかす唯ゆい一いつの存在。竜の最も近くにいるバトラーが現物を目にすることはない。

「魔石……」

　一度思うと、それにしか見えなくなった。

　否いな、絶対に魔石だ。利用できるものは利用し尽つくすネロが、魔石を放ほうっておくはずがない。

　オリビエは自分が大きな考え違ちがいをしていることに気づいた。

　ガーディアンは鱗の指輪を通してオリビエの居場所を把は握あくし、リーゼや兄弟に伝え、リーゼが竜たちを止めている──昨日そう考えたが、違う。魔石に阻はばまれて居場所も安否も把握できていない。それはガーディアンに耐たえがたい苦痛を与あたえ、激げき怒どさせ、リーゼたちにも深刻な痛手を齎もたらしている。

　ネロは明日、ドラゴンギルドに軟なん禁きん場所を明かすだろう。そうしてオリビエを助けに向かう竜を──ガーディアンを、この巨大な魔石を使って確実に殺す。

「だめだっ……！」

　ネロの底なしの残酷さに身み震ぶるいがした。明日では遅い、今日のうちに魔石の存在をリーゼに伝えなければ取り返しのつかないことになる。

　ガンッ、と魔石の格子を殴なぐりつけて外を見た。

　小鳥に擬ぎ態たいした魔物が飛んでいないだろうか。彼らにドラゴンギルドへのメモを託たくしたい。だがリーゼは祝賀式典が終わるまで外に出ないよう周知し、小さな魔物たちは筆頭バトラーの言いつけをよく守っている。

　四十分ほど見つづけても、一匹ぴきの虫さえ通らなかった。それでも諦められず、祈いのる思いで目を凝こらしたとき、遠くを一羽のカラスが──カラスに擬態した魔鳥が横切って、オリビエは驚きよう愕がくの大声をあげた。

「ロージ!?」

　見まちがいだという己おのれの考えをすぐに否定する。デュシス・エンドでともに育ち、ともに帝都へ来た幼おさな馴な染じみを見誤るはずがない。

　ロージのそばには必ずセスがいる。故郷へ帰った双ふた仔ごがなぜ宮きゆう殿でん群を飛んでいるのか、考える余よ裕ゆうはなかった。急いで階段をおり、執しつ務む机に置いてある五テナー（約六十七センチ）の物差しを持って上の部屋へ駆かけ戻もどる。

　格子とハング上げ下げ窓のあいだに物差しを入れ、苦労しながら鍵を開ける。窓ガラスを持ち上げて固定し、隙間から必死に見上げて、オリビエは思わず笑え顔がおになった。

　なにかを探すように上空を旋せん回かいしている鴉は、セスだ。

「セス！　ここだよ、オリビエだ！　セスっ！」

　有り丈たけの声を張り上げ、物差しで窓まど枠わくを力いっぱい叩たたいて、カンカンッ！　と音を出す。

　音に気づいたセスは「み、見つけたーっ！」と、オリビエに負けないほどの大声で叫さけび、弾だん丸がんみたいに高速で飛んできてくれた。

「オリビエ！　よかった、めちゃくちゃ心配した！　──おい、ロージっ、こっちだ！　オリビエがいたぞ！」

「やったぜ！　……って、なんだこりゃ!?　狭せまくて入れねえ！」

　セスに呼ばれたロージも飛んでくる。双仔は揃そろって窓枠と格子の狭はざ間まに、ぎゅむ、と顔を突つっ込んでくれる。オリビエもロージもセスも喜びと興奮が抑おさえられず口々に喋しやべった。

「朝からずっとオリビエを捜さがしてたんだ、見つかってほんとよかった！」

「俺を捜してくれてたのか？　ありがとう！　でも、なんでっ？　ロージとセスはどうして帝都にいるんだ？」

「シルフィードの旦だん那ながデュシス・エンドに来たんだよ！」

「え……？」

「オリビエが拉ら致ちされたって！　たぶん宮殿群のどこかにいるけど、自分じゃ捜せねえから代わりに捜してくれって、おれらなんかに頭下げてさ……」

「おれたち、シルフィードの旦那の背中に乗って夜遅おそくにデュシス・エンドを出たんだ。帝都には明け方に着いて、旦那に指示をもらいながらオリビエを捜してた」

「……ガーディアン、──うぅ……ガーディアンっ」

　やはり魔ま石せきのせいでオリビエの居場所と安否を把握できていなかった。それでも決して冷静さを失わず、考え得る限りの手を尽くしてくれるガーディアンに、今すぐ会いたくてたまらなくなる。

「ロージ、セス、ありがとう。ガーディアンは今どこにいる？」

「ギルドと宮殿群に挟はさまってる岩山の天てつ辺ぺんにずっと立ってる。それ以上近づくと不法侵しん入にゆうってやつになるんだってよ」

「怒おこってるよな。絶対に傷ついてる……」

「傷ついてるかは知らねえけど、怒いかりの限度はとっくに超こえちまってる。旦那のまわりの空気、ビリビリだぜ？　おっかなくてしかたねえよ」

「でもさ、すげえんだ、大量の水をデュシス・エンドに運んできてくれたんだぜ。カーッて怒ってたらそんなとこまで気ぃまわらねえよな、さっすがオリビエの竜さまだ」

「うん、……うんっ」

　昨日の悔くやし涙なみだとは異なる、喜びの涙があふれてくる。ガーディアンは逼ひつ迫ぱくした状況にあってもデュシス・エンドの魔物たちへの思いやりを忘れない。タンクを背に積んで飛行する風竜の姿を鮮せん明めいに思い描えがくことができた。

　ロージが翼つばさをばたばたと羽ばたかせて言う。

「おれ、シルフィードの旦那にオリビエを見つけたって言ってくる！　すぐに助けてもらうからな！」

「……ま、待ってくれ、ロージっ。ガーディアンがここに来たら死んじまう！」

「えぇっ？　どういうことだよ」

「この水色の格こう子し、竜の魔ま力りよくを奪う〝魔石〟ってので作られてる。ネロが仕し掛かけた、竜を確実に殺すための罠わなだっ。ガーディアンとボスに手紙を書く、それを届けてほしい」

　ロージとセスは嘴くちばしを大きく開けて「せっかく見つけたってのに！」「今すぐ助けなきゃ意味ねえっ」と怒る。オリビエは、ガァガァと鳴く双仔の黒い羽う毛もうを撫なでて宥なだめた。

「見つけてくれたのに、ごめん……でも大切な竜を魔石に近づけさせるわけにはいかねえんだ。……塔とうの下に見張りの魔ま狼ろうはいるか？」

「木がめちゃくちゃ茂しげっててまったく見えねえ」

「魔狼の匂においもしてねえけど、人間に擬態してるからだよな」

「木が茂ってるのか。わかった、ありがとう！　急いで書くからちょっとだけ待っててな」

　バタバタと走って椅い子すに座る。手帳を取り出し、白紙のページをちぎった。

　高こう揚ようと焦あせりでペンを持つ手が震える。それを抑えて端たん的てきに書くよう努めた。





レンヴィートルに軟禁されています。ボスにお願いがあります、俺のせいで犠ぎ牲せいになった防護服業者たちの亡なき骸がらを捜してください。

軟禁場所は宮殿群内の塔の天辺です。窓に水色の格子があります。

巨大な魔石と断定します。これは竜を殺すための罠です、絶対に竜を近づけないでください。危害は加えられていません。明日、式典が始まって魔狼がいなくなったら脱だつ出しゆつします。

軟禁されている部屋にギルドの配置図と時計塔の設計図があります。

詳しよう細さいは不明ですが魔狼がなにかを仕掛けているはずです。






　リーゼは三人の防護服業者がいなくなった事実をつかんでいる。そう信じて書いた。双仔が趾あしで持ちやすいように折り畳たたみ、手帳の紙をもう一枚ちぎる。

　ガーディアンへのメッセージはたくさんあって、小さな紙では到とう底ていおさまりきらない。それらは自分の口で伝えると決め、彼の怒りや本能の痛みが少しでも消えることを願って言葉を綴つづった。





ずっと俺のシルフィードのことを想おもってる。

守護と所有の本能をぴりぴりさせなくて大だい丈じよう夫ぶだよ、

俺はガーディアンだけのものだから。

ガーディアンに伝えたいことができたんだ。

明日ここを出て、ガーディアンのところへまっすぐ帰る。

待ってて。約束。






　折った紙し片へんに一度だけ口づけて懐かい中ちゆう時計の中に入れ、窓辺へ走って戻った。

「待たせてごめん。──デュシス・エンドの様子はどうだ？　グリフィンとか……」

「それがよ、変なんだ。グリフィンと狗いぬ鷲わしが急にいなくなった。大だい蛇じやと大おお蜥蜴とかげも」

「出て行ったのは若い奴やつばっかりだ。今デュシス・エンドにいるのは、おれらより身体からだの小さい魔物と、爺じいちゃんと婆ばあちゃんとチビだけだ」

「やっぱりグリフィンはいねえのか。狗鷲も大蛇も、みんながどこへ行ったかわかるか？」

「わからねえ。出て行ったきりだ」

　懐中時計のチェーンをセスの趾に巻き、ロージにメモを持たせて言った。

「今のこと、ガーディアンとボスに話してほしい。そのあとは俺が戻るまでギルドにいてくれ。ここに来たらだめだぞ」

「またすぐ来るに決まってるだろ！」

「シルフィードの旦那だってオリビエんとこにいろって言うぜ、絶対！」

「俺は大丈夫。明日、自力で脱出する。ロージとセスがここにいるってネロにばれたら、おまえたちの命が危なくなるんだ。ギルドにいてくれ……頼たのむよ」

「こんなとこにオリビエだけ置いていきたくねえ」

「なんで……おまえばっかり……」

　いつも底そこ抜ぬけに陽気な双ふた仔ごが、涙を落として嘆なげく。オリビエは小さな雫しずくを拭ぬぐい、ふわふわの額を交こう互ごに撫でて「脱出計画もばっちり立てたぜ」と明るく笑った。

「必ず帰るって、ガーディアンに伝えてほしい」

「……わかったよ、ちくしょうっ」

「遅くなったら許さねえぞ、旦那を連れてくるからな！」

「うん、早く帰るようにするよ。ロージ、セス、見つけてくれて本当にありがとうな。気をつけて」

　なかなか飛ぼうとしない鴉からすたちを優やさしくつついて飛ひ翔しようを促うながす。

　最も大事なときにリーゼや皆みなの負担になっているのも、ガーディアンのそばにいられないのも苦しくてたまらない。でもロージとセスの力を借り、バトラーとしての仕事を果たすことができた。

　必ず脱出する、ドラゴンギルドへ帰ってみせる。明日の今ごろにはガーディアンと手をつないでる──オリビエは確かな希望を抱いだいて、ガーディアンのもとへ飛ぶ双仔を見送った。




　　　　†




　マリーレーヴェ王女の成人祝賀式典、前日。

　時刻は午後四時三十分──。

　執しつ務む室の応接セットのソファに座るサージェント法務将校とリシュリーの表情は硬かたい。サリバンとファウストはまぶたを閉じて意識を集中し、昨夕から帰っていないガーディアンの行方ゆくえを追う。

　式典警固と一いつ斉せい蜂ほう起き阻そ止しの最終確かく認にんは午後五時からで、早い者は脱衣室に集まりはじめている。リーゼは黒くろ革かわの椅子に座り、ガーディアンの帰き還かんを待っていた。

　昨夜も一昨夜もほとんど眠ねむっていない。自身への激しい怒りに、昼夜を問わず脳が沸わき立つようだった。

『──少し、余興を楽しもうと思う』

　レンヴィートルの言葉が脳のう裏りにこびりついている。

　ギルド内なら問題ないと、オリビエと防護服業者の定期商談を許したのはリーゼだった。なぜあのとき、商談の日程を式典終しゆう了りよう後に変へん更こうするよう指示しなかったのか、悔くやむばかりになる。

『少し、余興を楽しもうと思う』──連続殺人や一斉蜂起だけでは飽あき足らず、ドラゴンギルドに仕掛けると言っているのも同然だった。サリバンも『魔狼は自分のものであるオリビエを取り返す』と教えてくれた。勘かんづいていながら手を打たなかったために、同どう胞ほうを三名も喪うしない、オリビエを奪うばわれた。

　リーゼの驕おごりがこの最悪の事態を招いたのだ。

　レンヴィートルの途と方ほうもない孤こ独どくを宿した瞳ひとみに気づいて、ためらいを覚えた己おのれの甘さがどうしようもなく腹立たしい。

　あの男の計略に完全に嵌はまり、攪かく乱らんされてしまっている。

　一昨日おとといの午後八時、防護服業者たちの亡骸を敷しき地ち内へ運び入れ、オリビエを見つけられないまま正門を施せ錠じようした瞬しゆん間かんから、ドラゴンギルドはまともに稼か働どうできていなかった。

　その深夜はひどい嵐あらしと雷かみなりだった。

『魔狼ごときに奪われるなど』──守護すべき魔物を殺され、大切なバトラーを縄張りテリトリーから連れ出された竜りゆうたちの憤ふん怒ぬは凄すさまじく、物静かなフォンティーンでさえ牙きばを剝むき出しにする。実害が発生するのを防ぐため、残されたバトラーはオリビエが攫さらわれたことに深く傷つきながら竜を抑おさえなくてはならなかった。

　アナベルが炎ほのおを吐はこうとする火竜サラマンダーを必死で止め、レスターやエリスは、地鳴りを起こしかける土竜ゲノムスやアーイルス川を氾はん濫らんさせようとする水竜オンデイーヌを懸けん命めいに宥なだめる。

　リーゼもテオたちも、ガーディアンだけは止めなかった。激げき怒どに駆かられるシルフィードは夜すがら暴風を巻き起こし、ファウストが兄竜の怒いかりに添そって幾いく度どとなく雷らい鳴めいを轟とどろかせた。

　朝が来て風がおさまると、リーゼは通常営業を取りやめ、半数以上の竜を任務から外してオリビエの捜そう索さくにあたらせる。

　レンヴィートルは必ずオリビエをそばに置く。拉ら致ちされた先はアルカナ大たい帝ていの宮きゆう殿でん群と見込んだが、そこは竜が唯ゆい一いつ自由に捜さがせない場所だった。リーゼは、オリビエ行方不明の報を受けてドラゴンギルドへ駆けつけたサージェントに、『陽ひが落ちて暗くなったら宮殿群内を捜してくれ』と頼んだ。

　宮殿群から離はなれた場所に監かん禁きんされているという可能性も零ゼロではない。竜たちを帝都や周辺都市へ向かわせたリーゼは、ジュストによる検死に立ち会う。死者との会話が可能で、遺体に抵てい抗こうなく触ふれられる人魚・メルヴィネが助手を務めた。

　ジュストは、亡なき骸がらに残っている鉤かぎ爪づめの痕あとと歯形は魔ま狼ろうのものと完全に一いつ致ちすると言う。

『レンヴィートルの歯形か？』

『そこまではわからない。でも、遺体に付着していた魔狼の獣じゆう毛もうは三個体分で、黒とダークグレーと──アルファ特有の榛はしばみ色いろだった』

　それがわかればもう充じゆう分ぶんで、リーゼは黙だまってうなずいた。

『メルヴィネ、彼らはなにか言ってるか？』

『いいえ……。静かに嘆くばかりで、語りたがりません……。「家族のところへ帰りたい」とだけ、言っています』

『わかった。急ごう』

　ジュストとメルヴィネは遺体の欠損部を修復する。顔の傷を化け粧しようで隠かくし、真新しいシーツで包くるんだ。亡骸を専用車に移したサリバンが後部座席に座り、リーゼは助手席に乗って、ジュストの運転でハーシュホーン通りへ向かう。

　彼らが犠ぎ牲せいになってしまった経けい緯いと、なぜ帝国軍ではなく魔物に殺されたのかを、家族と防護服会社の取とり締しまり役やくに正しく説明する責任があった。リーゼは時間をかけて、事実を丁てい寧ねいに伝えていく。

『筆頭バトラーが謝ることではありません。御おん社しやの従業員も行方不明だというのに……どうか顔を上げてください』

　取締役は声を絞しぼり出してそう言ってくれたが、亡骸に縋りついて噎むせび泣く家族を前に、リーゼは深く首こうべを垂れるばかりになった。

　後日オリビエとともに訪問する約束をして言葉少なに帰路につく。

　午後七時のドラゴンギルドは静かで、帰還しているはずの竜が一機もいなかった。

　しんとしたエントランスホールでジュストが首をかしげたとき、リシュリーとレスター、そして書類の束たばを持ったテオが駆け寄ってくる。

『みんな帰き還かんしてすぐに外出しました。この私用発着願は写しで、原本は提出済みです』

　テオから渡わたされた発着願の写しに目を通す。最初の一枚はアンバーのものだった。

【申請理由：ファウストと一いつ緒しよにレリウスの御屋敷へ遊びに行きます】

　今夜、オリビエを捜してくれるサージェントのもとへアンバーとファウストを向かわせると約束したので、この申請理由は正しい。

　リーゼは書類をめくっていき、片かた眉まゆを吊つり上げた。

【新たな原動機作りに必要な部品を探しに町工場へ行く】

【シャハトと一緒に近くをお散歩してきます】

【隣町の菓子屋でファッジってやつを買ってこいってアナベルに言われたから】

　竜が任務以外で出かけるときに提出する私用発着願は、リーゼがサインしたのち中ちゆう堅けんバトラーが処理し、帝国軍へ渡る。それぞれ察知されないような申請理由を書いているが、全員がプライベートでもオリビエを捜しに行ったことは明らかだった。

『誰の企くわだてだ？　サロメか、リシュリーか』

『いいえ、主任です。リシュリーさまにサインをお願いしたのは私です。責任者の署名があれば次の処理に移ることも、帝国軍へ提出することもできますから』

『違う、私がサインをすると言ったんだ』

　レスターがしれっと返事をする隣で、リシュリーが焦あせって訴うつたえてくる。

　リーゼは最後の一枚の、ガーディアンの私用発着願に視線を落とす。

　申請理由の欄らんには【Dysis End】とだけ書かれていた。硬かたい表情のテオを見み据すえる。

『𠮟しつ責せきは俺が受けます』

『テオ』

　ジュストが庇かばうように名を呼ぶ。リーゼは大おお仰ぎように溜ため息をついて、テール・コートの内ポケットからペンを取り出した。

『確かに𠮟責ものだ。責任者と中堅が三人も揃そろっててこの初歩的ミスはねえだろ』

　ガーディアンの発着願の、帰還予定時刻の欄をペンで叩たたき、そこが未記入になっていることを指し摘てきする。テオとリシュリーは『あっ！』と慌あわて、レスターはレンズの厚い黒くろ縁ぶち眼鏡めがねをぐいぐい上げた。

　夕方からデュシス・エンドへ向かったのなら帰還は明日になるかもしれない。

　空欄に【翌日、午後四時】と記入し、リシュリーのサインの下に自身の署名を書き加えて、書類の束をテオに返しながら言った。

『上の一枚だけ再提出しとけ。残りの十一枚は保管』

　リーゼの予感は当たって、ガーディアンは深夜になっても帰ってこなかった。

　吸血鬼ヴアンパイアのサージェントは夜や陰いんに溶とけてアルカナ大たい帝ていの宮きゆう殿でん群内を捜さがす。レンヴィートルの私室は空からになっていたという。アンバーは地中を巡めぐり、夜色の軍服を纏まとうファウストは高い城じよう壁へきの頂からオリビエの気配を探さぐる。

　終夜の捜そう索さくは危険で難しく、リーゼは二時間と指定した。捜索開始から二時間後、発見を断念したサージェントは、ひどく悔くやしがって怒おこるアンバーを手をつないで宥なだめ、ファウストに言う。

『リーゼが、俺の判断で雷かみなりを打たせていいと。ひとつ、強力なものを落とそうか。オリビエは我われ々われが捜していると必ず気づく。炎ほのおが上がらないよう気をつけてくれ』

『わかった。オリビエを鼓こ舞ぶする』

　黒竜が放った雷は帝都じゅうを一いつ瞬しゆんだけ白金色に染め、凄すさまじい轟ごう音おんを立てて、宮殿群にある梟ふくろうの門の近くに落ちた──。

「リーゼくん。ガーディアンが岩山の頂上から動きだしたよ」

「この部屋に向かっている」

　精神を研とぎ澄すませて兄弟の居場所を感じ取っていたサリバンとファウストが告げて、リーゼは追つい憶おくをやめた。

　数分の沈ちん黙もくの中、扉とびらを見つめる。カツカツと廊ろう下かを打つ靴くつ音おとが近づく。

　ノックをせず執しつ務む室へ入ってきたガーディアンの肩かたには、二匹ひきの鴉が身を寄せ合って止まっていた。執務机の前に立った風竜はいつも通り冷静に見えるが、リーゼを睥へい睨げいしてくる金色の瞳ひとみは縦長の瞳どう孔こうが限界まで狭せまくなっている。激げき怒どしているのは一昨夜と変わらない。

　深緑色の鱗うろこが浮うかぶ大きな手から、懐かい中ちゆう時計のチェーンがこぼれ落ち、揺ゆれる。

　懐中時計の持ち主は明らかで、リーゼはガタッと音を鳴らして勢いよく立ち上がった。ガーディアンが折り畳たたまれた紙し片へんを渡わたしてくる。

「オリビエからだ」

「なに!?」

「見つかったのか!?」

　歓かん喜きと驚きよう愕がくの混ざった声を出すサージェントも、リシュリーもソファから立つ。

「無事だろうかっ、傷ついてないだろうか？」

「どこ？　ねえ、オリビエどこにいるのっ？」

　リシュリーやサリバンが訊きいてもガーディアンは答えない。リーゼは紙片を開く。そこに並んだ文字は確かにオリビエのものだった。メモに素す早ばやく目を走らせたリーゼは思わず大声をあげた。

「やはりオリビエは宮殿群にいる！　尖せん塔とうの最上階に軟なん禁きんされていると！　危害は加えられていない！」

「ああ、よかった、無事がわかっただけでも本当によかった……！」

「王家の敷しき地ち内に堂々と軟禁するとはっ。尖塔は三十二ある、どの塔だ？」

「今から調べる！　軟禁場所の窓に、巨きよ大だいな魔ま石せきで作られた格こう子しがあると」

「巨大な魔石って……最悪。視みえるわけないよ」

　サリバンが心底辟へき易えきしてつぶやく。オリビエが鱗の指輪をしているにもかかわらず、ガーディアンが彼の姿を視ることができなくなったのは、魔石で覆おおわれている部屋に閉じ込められたからだった。

　メモから目を離はなさないまま、執務机に置いているアルカナ大帝の宮殿群の全体図を差し出した。サージェントが受け取ってローテーブルに広げ、皆みなが覗のぞき込む。

　リーゼはオリビエの伝言を繰くり返し読んだ。

　内容は素す晴ばらしく端たん的てきで、わずか八行の文章に多くの情報が詰つめ込まれている。オリビエは防護服業者たちが犠ぎ牲せいになったことも把は握あくしていた。どれほど恐おそろしく、つらい思いをしているだろう。限界状じよう況きようにあってもなおドラゴンギルドのために情報を抜ぬき取り、伝達する。それは誰だれもができることでは決してない。

　右手が鉞まさかりを持ちたがって戦慄わななく。今すぐ鉞をつかみ、リーゼの大切な従業員を奪うばい返しに尖塔へ駆かけていきたくなる。

「リーゼ！」

　サージェントに呼ばれて我に返り、執務机を離れて応接セットへ近づいた。ガーディアンが淡たん々たんと言う。

「オリビエを見つけたのは、この双ふた仔ごの鴉だ」

「本当に助かった、ありがとう！」

「きみらがいなかったらオリビエを見つけられないままだったよ」

　皆が労ねぎらいの言葉を口にすると、二匹の鴉はキュッと身を縮こめた。ガーディアンに「塔の場所を示してくれ」と促うながされて羽ばたき、広い地図の上に乗る。

「オリビエがいるのはこのあたりです、旦だん那な。でも」

「よく似た塔がみっつ集まってて、どれだったか……」

　双仔が嘴くちばしでつつく場所には三基の尖塔が描えがかれている。宮殿群の内部に最も詳くわしいリシュリーが優やさしく話しかけた。

「尖塔の頂にはアルカナ神話に登場する神々の像があるよ」

「神々？　おれらそんなのわからねえ」

「天てつ辺ぺんにぴかぴかの金色の像はくっついてたけど」

「黄金像がなにを持っていたか憶おぼえてる？　ここの尖塔の像が持っているのは、聖せい杯はいかアネモネの花束か、杖つえのどれかで……」

「憶えてるぞ、飲みものを飲む器うつわを持ってた」

「ああ、そうだった。あんたらが葡ぶ萄どう酒しゆを飲むときに使うような、持つとこだけ細いやつだ」

「聖杯だ……オリビエは〝蘇そ生せい〟の塔にいる！」

　リシュリーはテール・コートの内ポケットからペンを取り出し、尖塔に三重の丸印をつけてガーディアンに見せる。

　蘇生の塔は、祝賀式典が執とりおこなわれる宮殿から最も離れた場所に建っていた。サージェントがはっと気づく。

「リシュリーさま、蘇生の塔には件くだんの迷めい路ろ庭園があると記き憶おくしています」

「そうだ……。この塔の足あし許もとにある迷路庭園は十数年にわたって手入れがされていなくて、生け垣がきも木々も生おい茂しげっている。塔の下の扉から脱だつ出しゆつできたとしても、迷路の道は夥おびただしい草木で塞ふさがれて、出口がない……」

「ええっ、なにそれ？」

「天辺の窓には魔石の格子、足許には出口の消えた迷路庭園。あの野や郎ろう、空からも地上からも完全に孤こ立りつした空間にオリビエを閉じ込めてるのか。宮殿群の住人は近づかず、見張り役の魔ま狼ろうを置く必要もない、軟禁するのに格好の場所ってことだ」

「小さな町ひとつぶんの広さがあるからって、そんな物ぶつ騒そうな場所を十何年も放ほったらかしにしてるのはおかしいよ。悪用してくださいって言ってるようなものじゃない」

　皆で話し合う最中、ガーディアンがローテーブルから離れた。サリバンが心配そうに声をかける。

「どこ行くの？　今から脱衣室で最終確かく認にんだよ」

「塔の正確な場所さえわかれば、あとはどうでもいい」

「気持ちは痛いくらいよくわかるよ、つらいよね。でもガーディアンだけで蘇生の塔へ行くのは絶対だめだ。少しだけ我が慢まんしてね……」

　サリバンが丁てい寧ねいに諭さとしてもガーディアンは返事をしない。背を向けたまま言った。

「グリフィン、狗いぬ鷲わし、大だい蛇じや、大おお蜥蜴とかげ──若い者ばかり、デュシス・エンドを出たそうだ。行き先は不明。詳しよう細さいは双仔に聞け」

「だ、旦那っ、どこ行くんです？　おれたちどうしたら」

「早くオリビエを助けてやってください！」

「わかっている。俺がオリビエを連れ戻もどすまでおまえたちはギルドにいろ」

　扉のほうへ歩くガーディアンに、リシュリーが懸けん命めいに呼びかけた。

「ガーディアンっ、尖塔には巨大な魔石が……。あまりにも危険だ、魔石はそなたの命を奪う力を持っている。リーゼやサージェントや私がオリビエの救出を──」

「魔石は関係ない。ガーディアンはオリビエを蘇生の塔へ迎むかえに行く。それだけだ」

　執務室を出て行った兄竜の代わりにファウストが口を開いて、サリバンが深くうなずく。リシュリーは戸と惑まどい、サージェントは溜ため息をついた。

　確認した懐中時計は午後四時五十七分をさしている。リーゼはオリビエがくれたメモをクリップボードに挟はさみ、双仔の鴉にあらためて礼を伝えた。

「危険を冒おかしながら発見に尽じん力りよくしてくれたことに心より感謝する。ありがとう。必ずオリビエを取り戻す。それまで中庭で過ごしてくれ。──時間だ、脱衣室へ行く」

　執しつ務む室を出て長い廊ろう下かを進み、飴あめ色いろの大階段をおりる。エントランスホールを抜けたとき、脱衣室へ入るガーディアンの後ろ姿が見えた。

　リーゼは脱衣室の大おお扉とびらを開くと同時に告げた。

「オリビエの無事が確認できた」

　わあっ！　と大きな歓かん声せいがあがる。猫ねこ脚あしの肘ひじ掛かけ椅い子すに座る竜りゆうやバトラーが「オリビエどこにいるの!?」「怪け我がしてないですかっ？」「なんで助けに行かねえんだ？」と訊いたり、ガーディアンを気にかけたりする。

　肘掛椅子は五席空いているが、ガーディアンは立って壁かべに凭もたれていた。サリバン、ファウストとリシュリー、サージェントが座る。リーゼは、口々に騒さわぎ立てる従業員たちを「聞け」と低い声で一いつ喝かつした。

「ガーディアンが鴉の一族に頼たのみ、彼らがオリビエを見つけ出してくれた。オリビエは今、アルカナ大たい帝ていの宮きゆう殿でん群に建つ〝蘇生〟の塔の最上階に軟禁されている。危害は加えられていないという。以下、オリビエからの伝言だ」

　クリップボードに視線を落とし、端的にまとめられたメモを読み上げる。皆が前のめりになって聞き入る。読み終えるとまた室内がざわめきに包まれた。

「ガーディアンっ、今から助けに行くだろ？　おれも行く」

　立ち上がりかけたバーチェスを掌てのひらを向けて制すると、ガーディアンともオリビエとも仲のいい土竜は不服な顔になって、どかっと座り直した。

「オリビエが命いのち懸がけで齎もたらしてくれた、非常に貴重な情報だ。これをもとに行動する。最終確認を終えたのち、ゲノムス五機は地中を進んで時計塔とうへ向かえ。式典前夜だ、中心街は相当な人出が見込まれる。軍人も警官も多い、地上には出るな。時計塔に魔狼が潜ひそんでいる可能性がある。壁の中を伝うのみにして、一時間で内部を調べて帰き還かん。ゲノムス以外の竜は、ギルドを囲っている魔力の防ぼう壁へきを張り直せ。明日ここには幼生体とバトラー三名しか残せない。最大限まで強化を」

　ガーディアン以外の竜たちが「イエス・サー」と言った。

「これより、レンヴィートル一いつ斉せい蜂ほう起きの阻そ止しに関する最終確認をおこなう」

　組み立て式のボードには、謁えつ見けんの大広間がある宮殿の見取り図が貼はられている。

　フォンティーンが自身の記憶とレスターの議事録をもとに描き起こした図面は、リーゼが大会議室で見たものとまったく同じだった。

「式典が執りおこなわれる謁見の大広間だけに集中する。我が社の警固場所は宮殿の外囲いになっているが、ここを待機場所と考えろ。外囲いは二重に作られている。各おの々おの、大広間までの経路と距きよ離りを把握しておくこと。明日、蜂起開始と同時にサリバンを通して指示する。直ちに二重の外そと塀べいを越こえて大広間へ進入しろ」

　テール・コートの内ポケットからペンを取り出し、外塀に斜しや線せんをかけて、謁見の大広間を丸で囲む。

「ファウストとリシュリーは発着ゲートで待機。俺の指示が聞こえたら大広間を目指せ。国家間の問題に発展する恐おそれがある、国外の賓ひん客きやくを一人たりとも死なせるな。エドワード老、シャハト、シーモアは竜に変容して守護の徹てつ底ていを」

　生き真面目まじめな土竜たちの「イエス・サー」が聞こえてくる。リーゼはペンを仕し舞まい、クリップボードを脇わきに挟んで腕うでを組んだ。

「サロメ、サリバン、フォンティーン、ナインヘル、ファウストは帝国軍と魔狼を抑おさえ込め。オリビエを発見した鴉たちによれば、グリフィン、狗鷲、大蛇、大蜥蜴──いずれも若者ばかり、デュシス・エンドを出たそうだ。巨きよ体たいのグリフィンたちがどこに潜せん伏ぷくしているかは不明だが、ぎりぎりまで身を隠かくし、蜂起に合わせて襲しゆう撃げきしてくる可能性が高い。さらに、状じよう況きようによって一機または二機を時計塔へ向かわせる。おまえたちの動きが要かなめとなる。オーキッドは賓客の守護と、バトラーとの連れん絡らく係。アンバーは人型を維い持じし、サージェント、リシュリーとともに王家の者を守れ」

「脚あし一本は折ってかまわねえって話だったよな？　片っぱしから折っていってやる」

「魔狼のあの仔この悪ふざけに長い時間付き合う気はないよ。軍人も魔狼も、どんどん脚を折って捕つかまえて、さっさと終わらせちゃおう。ジュストの薬があるからすぐに治るしね」

「グリフィンや狗鷲まで……。デュシス・エンドにいてくれたら傷つけずに済むものを……残念です」

　戦せん闘とうを得手とする火竜や風竜たちは動じることを知らない。ナインヘルとサリバンが嗤わらい、サロメは魔物の身を案じる。

　リーゼはガーディアンの視線と怒ど気きを感じながら話をつづけた。

「ジュスト、テオ、レスターは防護服を着用、聖水のタンクを自動車に積み、宮殿群の脇で待機。竜が出血した場合、オーキッドに迎えに行かせる。速すみやかな浄じよう化かが必要だ、躊ちゆう躇ちよせず大広間へ入ってこい。エリス、アナベル、メルヴィネは蜂起の鎮ちん圧あつ後に呼ぶ。最も忙いそがしいのは鎮圧した直後だからな。──そして」

　リーゼは、射殺すように睨にらみつけてくる金色の瞳ひとみを見み据すえて言った。

「ガーディアン、バーチェス、キュレネーの三機をオリビエ奪だつ還かん班とする。式典開始と同時に二重の外塀を離はなれて移動、蘇生の塔が見える場所で待機。巨大な魔石がある、俺が救出指示を出すまで接近するな。オリビエの言う通り、これは竜を殺すための罠わなだ、尖せん塔とうの周囲に魔狼が潜んでいるとも考えられ──」

「遅おそい！　今すぐオリビエの救出指示を出せっ、今すぐだ!!」

　言い終わるより先に、ガーディアンが聞いたこともない怒声をあげた。

「ガーディアン……」

　兄竜の荒あれる姿を見たのは初めてなのだろう、オーキッドが涙なみだ声ごえで名を呼ぶ。

　ほかの兄弟も「遅おせぇよ」「待てない」と口にした。ジュストが医師の顔で強い言葉をぶつけてくる。

「ボス。ガーディアンはもう限界だよ。これ以上、この仔の精神と本能を傷つけるわけにはいかないんだ」

「わかってる」

　右手が鉞まさかりを持ちたがって戦慄わななきつづけている。今すぐ蘇そ生せいの塔へ行きたいのはリーゼも同じだった。

　だがそれは叶かなわない。式典の直前に宮殿群で騒ぎを起こせば、ドラゴンギルドは警固の任務から外され、レンヴィートルの一斉蜂起を抑えられなくなる。

　賢けん明めいなオリビエは恐きよう怖ふと混乱の極きわみにあっても思案し、この考えに辿たどり着いて、【明日、式典が始まって魔ま狼ろうがいなくなったら脱だつ出しゆつします】と書いたのだろう。

　一刻も早くギルドに帰りたいと願いながら、二日ものあいだ軟なん禁きん場所で過ごすと決めたオリビエの勇気を、リーゼが無む駄だにするわけにはいかなかった。

「──明日、極力早く指示を出す。必ず」

　竜の憤ふん怒ぬが空気を震ふるわせる。

　ガーディアンは眦まなじりや首筋の鱗うろこを逆立てて言い放った。

「後手にまわる責任を取れよ、リーゼ。オリビエになにかあれば俺がおまえを殺す」

「黙だまれ！　言っていいことと悪いことの区別もつかないのか!?」

　ごうっ、と風を起こして怒鳴ったのはサリバンだった。同じ竜種の兄弟が、シャーッ！　と牙きばを剝むいて威い嚇かくし合う。二種類の緑風が吹ふき荒れ、大おお棚だなに並んだ瓶びんや陶とう器きがガチャガチャと音を立て、バトラーたちが悲鳴をあげる。

　諍いさかうサリバンとガーディアンのところへバーチェスが駆かけ寄り、フォンティーンとシャハトがあとにつづいた。

「明日なんて生なま温ぬるいこと言う奴やつが悪い！　なんでガーディアンとオリビエばっか我が慢まんしなきゃならねえんだ！」

　フォンティーンがガーディアンを引き離して、バーチェスが怒鳴り返す。サリバンは怒いかりの矛ほこ先さきをバーチェスへ転じた。十五テナー（約二百センチ）近くある風竜の長ちよう軀くと土竜の巨きよ軀くが激しくぶつかる。シャハトが「やめなよ、バトラーたちが怖こわがってるよ！」と必死で兄弟のあいだに入ろうとする。

「やめろ!!　兄弟を争わせ結束を崩くずすことがレンヴィートルの狙ねらいだ！　竜の一族が魔狼ごときに踊おどらされてどうする！」

　リーゼの怒号は一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくを生んだだけで、誰だれも激情をおさめない。

　広い脱だつ衣い室が怒りで満たされかけたとき、エドワードが静かに口を開いた。

「つらく厳しい状況にあるオリビエを思うと、この老竜でさえ憤いきどおりに駆られる。だが兄弟よ、今一度、冷静に。リーゼの言う通り、竜の一族に不和を生じさせ、式典直前にギルドを揺ゆさぶることが魔狼のアルファの狙いだ」

「………」

「サリバンはガーディアンの痛みがよくわかっていて、心配でしかたないと、わしに話してくれたね。バーチェスの歯は痒がゆい気持ちも、わかるよ。おまえさんは誰よりも兄弟思いで、友人思いだものな。すぐにでもオリビエを連れ戻もどしたいと切に願っているのは、ガーディアンもリーゼも、バトラーもわしらも、みな一いつ緒しよだね」

　弟竜たちにゆっくり語りかけたエドワードが目を細めて微笑ほほえむと、室内を荒らしていた風が止やんだ。静せい寂じやくが訪おとずれて、忍しのび泣く声や洟はなを啜すする音が聞こえてくる。

　リーゼは、なおも戦慄く右手で拳こぶしを握にぎった。

　牙を仕舞い唇くちびるを閉じたガーディアンを、まっすぐ見つめて言う。

「俺は、ガーディアンの冷静さと忍にん耐たい強づよさに頼たより、オリビエの芯しんの強さに甘えている自覚がある。竜の守護の本能を傷つける俺の判断は、甚はなはだしく礼節を欠いている。申し訳ない。非礼を承知で、どうか明日まで待ってくれ。……頼たのむ」

「ごめんなさい。ガーディアン、ひどいことしてごめんね……」

「……おれも、悪かった。ついカーッとなっちまって。気をつける」

　サリバンとバーチェスが素す直なおに謝り、ガーディアンは腕を組んでふたたび壁かべに凭もたれた。

　フォンティーンは歳としの近い兄竜のことがまだ少し心配なようで、ガーディアンのそばを離れない。シャハトがまぶたをぎゅっと閉じて大きな息をつく。

「はぁー。びっくりした」

「私たちが兄弟の諍いを止めるのは久しぶりだな、シャハト」

「ほんとだね。昔はしょっちゅうナインヘルを止めてたけど」

　フォンティーンが弟竜の背をぽんと叩たたいて労ねぎらい、シャハトは笑え顔がおになる。

「なんだよ。おれ今おとなしくしてただろうがよ」

「はははっ」

　名を出されたナインヘルが、むっとして異議を唱えた。サージェントがいつも通りの朗ほがらかな笑い声を立てたのは、重たい空気を打ち散らすためだろう。サラマンダーの両りよう隣どなりに座るアナベルとメルヴィネが涙を拭ぬぐって「ふふっ……」と笑い合う。

　雰ふん囲い気きが和やわらぎかけた一瞬をテオが見み逃のがさなかった。好き勝手に動く竜たちを毎日まとめている現場主任は、ひときわ明るい声で言った。

「ガーディアンっ、明日、一分でも早くオリビエを連れ戻してくれよな！　あいつには悪いが戻ってきたら即そく仕事だ、休む暇ひまはねえぜ！」

「そうですね。使用可能な防護服が減ってきました。私、オリビエのダブルチェックが入ったものを着たいです」

「ひどいよレスター！　リシュリーさんと僕にトリプルチェックまでさせといて！　僕たちだってオリビエのチェックが入った防護服がいいに決まってるでしょ！」

「私たちのトリプルチェックはまったく信用されていなかった……」

　黒くろ縁ぶち眼鏡をくいっと上げるレスターにエリスが元気よく抗こう議ぎする。リシュリーは本気でショックを受けているようだった。オーキッドやアンバーが笑って、忍び泣く声が消える。

　ガーディアンは表情を硬かたくしたままだが、離れた場所に座るテオとうなずき合っていた。

　ジュストがいつもの蜂はち蜜みつみたいな甘い声で竜たちを励はげます。

「怪け我がをしても慌あわてないで、僕たちを呼んでね。みんなの近くにいるよ、すぐ駆けつけるから。キュレネー、ガーディアンとバーチェスをよろしくね」

「うんっ。ぼく、がんばって水をたくさん出して、オリビエに会ったら、ぎゅってしてもらうんだ……」

「わー、いいなぁ。僕もお客さんを力いっぱい守るよ。オリビエ、僕のこともぎゅってしてくれるかなあ……？」

「オリビエは必ずシーモアのこともぎゅっとしてくれる」

　ファウストが珍めずらしく微び笑しようを浮うかべて言い、シーモアが「ファウストありがとう。僕、がんばる！」と、にこにこ笑う。周囲のサリバンやバーチェスやリシュリーたちも笑顔になる。

　リーゼは、サリバンとサージェントと目配せをして小さくうなずいた。

　そうして片眼鏡をカチャリと鳴らし、皆みなへ伝える。

「明日、レンヴィートルがどんな行動に出てもドラゴンギルドは正せい攻こう法ほうを貫つらぬく。速すみやかにオリビエを奪だつ還かんし、アルカナ王家と賓ひん客きやくを守り、帝てい国こく軍と魔狼を殺さずに抑おさえ込め。予測不可能な事態が起こるだろう。負傷も避さけられない。だが死ぬことだけは断じて許可しない。竜十三機、バトラー九名、サージェント法務将校、必ず揃そろってドラゴンギルドへ帰き還かんすること。これを至上命令とする」

「イエス・サー！」

　オリビエの救出と一いつ斉せい蜂ほう起きの阻そ止しへ向けて、結束を一層強固にした竜とバトラーたちの声が脱衣室に響ひびき渡わたった。
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　時を刻む秒針の音と魔狼の寝ね息いきが、静かな部屋に溶とけていく。

　オリビエは昨夜と同じように、ネロが寝入ったあともしばらく動かずにいた。オリエント調の棚に置かれた時計を見つづけて四十分が過ぎたころ、寝しん台だいを出る。

　長年にわたる計画の決行を目前に控ひかえ、激しい興奮状態で朝を迎むかえるのではないかと危き惧ぐしたが、ネロは早々に眠ねむった。準備はとうに終えたと言い、『前日に最終確かく認にんをしているようでは大義は果たせないよ』と嘲ちよう笑しようしていた。

　不気味なほど穏おだやかな寝顔は、明日必ず〝魔ま物ものが人間を狩かる新時代〟を拓ひらくという絶対的な自信のあらわれなのだろう。

　足音を立てずにゆっくり窓へ近づく。

　一昨夜は酷ひどい暴風だったと聞いた。昨夜、風が吹かなかったのはガーディアンがデュシス・エンドへ行っていたからだった。

　そして今夜は、もしかしたら少しだけ見せてくれるかもしれない。天鵞絨ビロードのカーテンを開けて格こう子しをのぞき、目を凝こらして──オリビエは笑顔になった。

　──見えた……ガーディアンだ。

　初夏の夜空を、きらきらと煌きらめきながら流れていくものがある。

　夢のように美しい深緑色の星ほし屑くずを生み出せるのは世界でたった一機、オリビエのシルフィードだけだ。

　ロージとセスに託たくした短い手紙が、竜の怒りを静め、傷ついた守護と所有の本能を癒いやしたと信じたい。

「綺き麗れいだな……」

　おのずと言葉がこぼれるほどに、ガーディアンの編む緑風は幻げん想そう的だった。

　でも、遠い。魔石の力があまりにも強大で近づけないのだろう。

　この尖せん塔とうが竜を殺すための罠わなだと知っても、ガーディアンは来る。おそらくリーゼも許可している。だから助けにくる前に自力でここを出て、ガーディアンのところへ駆かけていくと決めていた。

　カーテンを細く開けたまま寝台へ戻り、身体からだを横たえて格子の向こうを見つめた。

　離はなれていても、本当によくわかる。

　ガーディアンは夜が明けるまで深緑色の星屑を風に乗せて届けてくれる。

　オリビエが不安や寂さびしさに駆られないで済むように。

　ここで目覚めたときはネロに恐きよう怖ふしてばかりだった。ひどく混乱し、防護服業者たちを喪うしなって、悲しみと絶望に苛さいなまれた。己おのれへの憤りや後こう悔かいに苦く悩のうした。でも今はもう、恐怖も混乱もない。

　今はただ、恋こいしさがある。

　──早く会いたいな、ガーディアン。

　明日、ドラゴンギルドが一斉蜂起を抑え込み、魔ま狼ろうのアルファを捕とらえ、かつてない危局を打開してくれる。

　心から信じて、オリビエは深緑色の煌めきを追いつづけた。
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　カーテンを開けた大窓から銀色の月明かりがこぼれ落ちてくる。

　時刻は午後十一時五十六分──。

　間もなく日付が変わる。食事と風ふ呂ろを済ませたリーゼは応接セットのソファに座り、二日ぶりに紙巻き煙草シガレツトを喫のんでいた。

　最終確認を終えたあとも竜りゆうとバトラーたちは忙いそがしく働いた。

　オンディーヌが強力な治ち癒ゆ・浄じよう化か作用のある聖水を作り出し、大型タンクと五つの背負いリユツク式タンクを満まん杯ぱいにして、それらをテオとレスターが自動車に積む。ジュストは現場で治ち療りようができるよう、医療器具と薬品、大量のタオルやシーツを積み込んだ。

　リシュリーとエリスは『ほんとにひどいよ！』とレスターを詰なじりながらも、オリビエの資料を借りて防護服を抜ぬかりなくチェックしていた。雰囲気がいつもと異なることを敏びん感かんに察知し、落ち着きをなくした三機の幼生体を、アナベルとメルヴィネが優やさしく寝かしつける。

　リーゼとサージェントは広い敷しき地ち内を隅すみ々ずみまで巡めぐって異常がないかを確認し、竜たちが防ぼう壁へきを張り直していく。

　火竜サラマンダー、水竜オンデイーヌ、風竜シルフイード、雷竜ヴオルト──世界最強の魔物が作った四層の防壁を突とつ破ぱできる者は存在しない。魔狼が手て薄うすのドラゴンギルドを襲しゆう撃げきしてくる可能性が高いが、無理に侵しん入にゆうしようとすれば竜の魔力に喰くわれて落命する。そうなる前に諦あきらめてくれることを願うばかりだった。

　時計塔とうをくまなく調べた五機の土竜から、爆ばく発はつ物や不ふ審しんな仕し掛かけは見当たらなかったと報告を受けた。しかしレンヴィートルが設計図を入手している以上は、明日一日、時計塔のことを念頭に置いておく必要がある。

「リーゼくーん。ねえ、拭ふいてー」

　遅おそくまで防壁の強化をつづけて、先ほど帰ってきたサリバンの声が風呂場から聞こえてくる。リーゼはシガレットを灰皿に押しつけながら返事をした。

「タオル持ってこっち来い」

　バスタオルを受け取り、濡ぬれた長ちよう軀くを拭いていく。裸はだかのままソファに座ったサリバンの下か肢しにコットンブランケットをかけた。両手で腰こしをつかまれて、厚い胸むな板いたに背を預ける形でコットンブランケットの上に座らされる。

　リーゼが新しい煙草たばこを咥くわえると、サリバンはマッチに火をつけて言った。

「パイプ買わなきゃね。それとも大昔の使う？　抽斗ひきだしに何本か仕し舞まってるはずなんだけど、どの棚たなだったかなあ？」

　一昨夜、オリビエがレンヴィートルの画策によって拉ら致ちされたことが確定した瞬しゆん間かん、リーゼは手に持っていたパイプを折ってしまった。昨日も今日もまったく喫む気にならなかったので不便はなかったが。

「俺も、どこに仕舞ったか忘れた。しばらく忙しいだろうし、新しいの適当に見み繕つくろってくれ」

「うんっ。魔物通りでリーゼくんに似合うお洒落しやれなパイプ探そうっと」

　サリバンはずいぶん嬉うれしそうにして、リーゼのうなじに口づける。

「マリーちゃんはもう寝たかな。成体になるだけなのに、異国からも人間を呼んで大きなお祭りするなんて、ほんと王さまたちってよくわかんない生き物だよね」

　マリーレーヴェ王女と会い、ジゼルに瓜うりふたつの彼女に、サリバンと揃って驚きよう愕がくしたのはわずか四日前──アルカナ大たい帝ていに謁えつ見けんし、リーゼが焦しよう燥そうを抑えられず〝魔物狩りの終結〟を口にしたのは六日前のことだった。一日一日があまりにも目まぐるしくて、遠い過去のように感じられる。

　サージェントの真の姿を目にしても狩ることなく、対話をつづけたアルカナ大帝。

　過去、数えきれないほどの魔物を殺あやめてきた彼は、魔狼の最上位アルフアレンヴィートルの一斉蜂起を知り、我が子の祝賀式典の日にアルカナ・グランデ帝国がかつてない脅きよう威いを迎える事実を理解した。

　人間と魔物が生きる超ちよう大国の王は、この式典前夜に、なにを思し惟いしているだろうか。

「……〝魔物狩り終結〟の宣言はなかったな。ともすればと思ったんだが」

「石頭の王さまが宣言するわけないよ、『今は考えるに値あたいしない』って言ってたでしょう。人間に期待するなんてリーゼくんらしくないな」

　サリバンが少し意地悪く笑う。しかしリーゼは、謁見の場で魔物狩りの終結を口にしたのは早計だったと省かえりみながらも、アルカナ大帝への期待を捨てきれなかった。

「あのとき、陛下はまちがいなくサリバンの言葉に心を動かされていた。マリーレーヴェ王女も『なにかお考えがあるのは確かだ』と言っていただろう？　魔物狩りの終結は、アルカナ大帝の心の一部を占しめているはずなんだ」

　サリバンの功を熱く語ったけれど、人間が嫌きらいでアルカナ王家に興味がない風竜は、リーゼの髪かみを指で梳すくことに耽ふけっていて、「そうだったっけ」と適当な返事をした。

　甘くて苦い煙けむりを吐はき、髪を優しく通る長い指の感かん触しよくを追う。

　母親の声が、ふたたび蘇よみがえる。

　──リーゼ。永遠とわの守もり人びと、ドラゴンギルドを駆く使しして永遠に竜を守れ。誇ほこりある魔物の血を断じて絶やすな──

　早々に短くなったシガレットを灰皿で揉もみ消した。

　糸のような細い煙が立ち上り、消える。

　──俺は魔物を守れているか？

　ジゼルの言葉を思い起こすとき、必ずこの疑問が浮うかぶ。リーゼは、竜の逞たくましい脚あしを覆おおうコットンブランケットを握にぎり、サリバンだけに思いを吐と露ろした。

「俺は竜を守りたい。魔物を守りたい。それなのにオリビエを奪うばわれて……魔物狩りを何度も経験して翼つばさまで断たつことになってしまったあいつに、これ以上つらい思いをさせたくなかった。明日も、大切な魔物同士を争わせ、傷つけ合わせることになる。俺は──」　>>>♥

「大だい丈じよう夫ぶだよ、リーゼくん」

　髪から指が離れてすぐに、両りよう腕うでが身体にまわってくる。

　耳みみ許もとで、サリバンの真しん剣けんな声がする。

「明日の今ごろオリビエはガーディアンの腕の中で安心して眠ねむってるよ。怖こわかったこともつらかったことも忘れて……。忘れられない痛みはガーディアンが引き受ける。明日の夜が本当に待ち遠しいね」

　サリバンの腕に手を添そえ、リーゼは何度もうなずいた。

「魔物同士の争いじゃない、魔狼のあの仔こを止めるだけ。リーゼくんは〝永遠の守人〟として蜂ほう起きを抑おさえて、魔物狩りの終結を目指す。ぼくらドラゴンギルドは永遠の守人のために動く。魔狼の一族には怪け我がをさせてしまうけど、完治するまでジュストたちに看みてもらって、デュシス・エンドへ送り届けようね」

　ジゼルならどう考えるだろう、どう行動するのだろう──亡母に縋すがってばかりだった十八歳の未熟な己をリーゼは笑う。

　今はもう、ジゼルに縋ることはない。思い悩なやめば必ずサリバンが導いてくれる。

　魔ま物もの同士の争いではないと言いきってもらえて、心の揺ゆれは消えた。明日、リーゼは竜の兄弟とバトラーたちを信じ、サージェントを頼たより、サリバンとともに一いつ斉せい蜂起を抑える。

「ありがとう。サリバン」

　竜の脚の上に座ったまま身体からだの向きを変えて、緑色の鱗うろこが浮かぶ肩かたを撫なでた。

「明日、無傷でいるのは難しいかもしれないが、どうか深手だけは負わないように……」

　するとサリバンはわざと口角を下げ、おどけた表情をして言った。

「ぼくよりリーゼくんのほうがずっと心配だよ。一瞬だってそばを離はなれてほしくないけど、リーゼくんは鉞まさかりをぶんぶん振ふりまわして大暴れするんでしょう？」

「まぁな。疾しつ風ぷうに姿を変えられるレンヴィートルを捕つかまえるのは難なん儀ぎしそうだ」

「ああ、魔ま狼ろうたちのことも心配になってきた。ぼくの奥さんはすっごく凶きよう暴ぼうだからなあ。そこが魅み力りよく的で最高にかわいいとこなんだけど」

「魔狼のことだけ心配してやってくれ、俺の心配はしなくていい。昔、言ったぜ、『サリバンがいたら、俺は無敵なんだ』って。まさか忘れちまったのか？」

「三十年以上前の言葉、リーゼくんも全部憶おぼえてくれてるって、ぼく知ってた」

　サリバンが金色の長いまつげを揺らす。美び麗れいな貌かおが近づいて、リーゼはまぶたを閉じた。

　唇くちびるを食はみ合うだけの口づけが、すぐ深いものになる。

　口の中をあやしてくる舌に自身の舌を絡からませる。サリバンの肩を両腕で抱だいて金髪ブロンドに指を滑すべり込ませると、背と腰にまわってきている竜りゆうの腕に、ぐっと力が込められた。

　ちゅっ、と音を立てて舌先を吸われる。互たがいに顔の角度を変えてまた深く口づける。

　サリバンはにっこり微笑ほほえんで、「今のキス、甘くて苦い〝処女の蜜みつ腺せん〟の味」と、いつもリーゼのために買ってくる煙草たばこの銘めい柄がらを言った。

「明日、一秒でも早くガーディアンに救出指示を伝えてあげてね」

「ああ。大広間への進入指示よりも先に、オリビエ奪だつ還かんの指示を出す。……ガーディアンは今どうしてる？」

「巣の屋根に立って、オリビエのために風を編んでる。朝までずっと編みつづけるよ」

「風は、蘇そ生せいの塔に届いてるか？」

「もちろん。ガーディアンの風は全部、蘇生の塔へまっすぐ向かってるよ」

「ならオリビエは絶対に気づいてる……」

　きらきらと煌きらめく深緑色の星ほし屑くずが夜風に乗ってオリビエのもとを訪おとずれ、焦こげ茶ちや色の瞳ひとみに映る情景を思い描えがいた。

　離はなれ離ばなれの鴉へ送る、風竜の愛のシグナルは美しく、たまらなく切ない。

　リーゼはこの夜が早く明けることをただひたすらに願った。

　サリバンがソファにゆっくり横たわる。リーゼは竜の頭を膝ひざに乗せて、コットンブランケットをかけ直した。指輪の嵌はまった左手を取り、そこに口づけたサリバンが訊たずねてくる。

「今夜も寝ねないの？　一昨夜も昨夜も寝てないでしょう。さすがに心配になっちゃう」

「一、二時間くらい目を瞑つむろうと思ってる」

「うん、そうしてくれたら嬉しいな。ぼく寝るね。おやすみなさい、リーゼくん」

　手をつないだまま目を閉じたサリバンの、眦まなじりに浮かぶ鱗を撫でる。

　橄欖石ペリドツトと緑玉石エメラルドを重ねたような神秘的な色の鱗が、銀色の月光を纏まとって、言葉であらわせないほどの美しさを呈ていする。

「おやすみ、サリバン……」

　リーゼは宮きゆう殿でん群の方向を見つめた。

　かつてない脅威を迎むかえ撃うつアルカナ大帝、新時代の開かい闢びやくを謀はかるレンヴィートル、囚とらわれのオリビエ、命を懸かけるガーディアン、法務将校として臨のぞむサージェント、覚かく悟ごを決めたリシュリー──それぞれの夜が深くなっていく。

　月明かりが消えて、リーゼはまぶたを閉じた。

　次にまぶたを開いて見た大窓は紺こん青じよう色を帯び、低く垂れ込めた雲の向こうが白みはじめていた。

　決戦の時が近づく。マリーレーヴェ王女の成人祝賀式典が──アルカナ・グランデ帝国存亡の命運を分ける時が、迫せまる。
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　その日は雨が降りだしそうな曇どん天てんだった。

　しかし薄うす暗ぐらい空模様を気にかける者はいない。帝てい都とには色とりどりのフラッグやランタンが揺れ、陽気な音楽と歌が流れて花火が上がり、マリーレーヴェ王女を祝福する人々の熱気が厚い雲を押し上げる。

　謁えつ見けんの大広間では大小百を超こえるシャンデリアが、アルカナ神話の天てん井じよう画がと壁かべ一面に描かれた英えい雄ゆうたちの物語を照らしていた。室内に鏤ちりばめられた黄金の装そう飾しよくや、等とう間かん隔かくに並ぶ縦長の大窓が幾いく千せんの輝かがやきを反射する。

　マリーレーヴェ王女の成人祝賀式典に招待されたリーゼとサリバンは、玉座から最も離れた場所に立っていた。風竜の鱗でできた鉞は、今は掌てのひらに収まる大きさにしてサリバンの軍服に忍しのばせている。

　リーゼのまわりは有力者や事業家が多い。中ほどに貴族と政府の高官、オーウェン枢すう密みつ院いん議長らが立ち、玉座の近くに貴き賓ひんが集つどう。

　フレイザー大将たち帝国軍の上層部は、玉座へつづく長い絨じゆう毯たんの向こう側に並んでいた。

　何度か視線を交かわしているサージェントの表情は見たことがないほど険しい。アルカナ王家を襲おそう魔狼を吸血して殺あやめそうな気き迫はくを纏う。

　対照的に、サリバンはいつも通り飄ひよう々ひようと言った。

「マリーちゃんは今日みたいな明るい色のドレスが似合うよね。黒いドレスは絶対だめだよ、あの魔女そのものになっちゃう。今日おしゃべりする時間あるかなあ？　この前のお茶のつづきしたい」

「………」

　優ゆう雅がな弦楽四重奏カルテツトが流れる中、壇だん上じようの椅い子すに座り、賓ひん客きやくから祝福の挨あい拶さつを受けるマリーレーヴェ王女は、白とピンクの小花をあしらったペールグリーンのドレスに身を包んでいた。

　シルクのオペラグローブと、銀で作られた揃そろいのネックレスとイヤリング。斜ななめがけにしたブルーのサッシュには雪雛菊クリサンセマムを象かたどった個人紋もん章しようのブローチが輝き、ティアラの中央にはエメラルドが煌めく。

　アルカナ大帝と王おう妃ひの姿も壇上の玉座にあった。緋ひ色いろの軍服に、王家の紋章が施ほどこされた毛皮のマントを纏う大帝だが、愛まな娘むすめの喜ばしい日にもその精せい悍かんな顔に笑えみはない。いつもの冷れい淡たんさに加えて、強い緊きん張ちようがある。

　第一王子アゼル、第二王子ケネス、第三王子エウリック、妹君のマリーリネア王女は、玉座から一段下がったところに座っていた。高こう齢れいのビドルエーリ大主教も椅子に腰こしかけ、曾ひ孫まごを慈いつくしむような優やさしいまなざしをマリーレーヴェへ向ける。

　そして魔狼のアルファは──否いな、今はまだレンヴィートル陸軍元げん帥すいか──同どう胞ほうを犠ぎ牲せいにして我意を押し通す愚ぐ行こうを『崇すう高こうなる大義』と言いきった男は、傷ひとつ残っていない白い貌に贋にせ物ものの微び笑しようを貼はりつけていた。

　サリバンが「ふぅーん……」と不服そうな声を出す。

「魔狼のあの仔この顔、すっかり治ってるね。ずいぶんお澄すまししちゃって……このあとめちゃくちゃするくせに。もうすぐガーディアンがオリビエを連れ戻もどすよ、いつまで澄まし顔でいられるか見ものだね」

　純白の軍服を着たレンヴィートルは微動だにせず誰だれのことも見ない。玉座も一いち瞥べつすらしない。残ざん酷こくな方法で多くの同胞を殺め、今また殺さつ戮りくしようとしていながら、清せい廉れんと佇たたずむ。その姿はひどく歪いびつだった。

　リーゼはいずれ、〝魅み了りよう〟の魔力に侵おかされた者全員の洗脳を解くつもりでいるが、まずは三人の王子とオーウェン枢密院議長を大広間の外へ出し、レンヴィートルから隔かく離りしなくてはならない。

　時刻は午後零れい時じ三十八分──。

　賓客たちの祝福の挨拶はつづく。彼らが一様に目を注ぐのは、式典の主役である美しく華はなやかなマリーレーヴェ王女と、十五テナー（約二百センチ）の長ちよう軀くと角を持つ異形の美男子だった。

　大勢の熱い視線を浴びることに慣れているサリバンはまったく気にせず、リーゼにくっついてくる。

「魔ま狼ろうの匂においがしてる気がするなあ。お客は三百人くらいだった？　もっといるように見えるよね。シャハトたちに早く入ってきてもらわないと守りきれないよ」

　リーゼは無言でうなずく。異国から王族や宰さい相しようクラスの要人が多数参列しているのは、この祝賀式典が外交の場でもあるからだろう。

　式典は正午ちょうどから始まり、四十分ほどが経過した。

　二重の外そと塀べいでサロメやフォンティーンたち八機の竜が、ドラゴンギルドの第一ゲートではファウストとリシュリーが、そして〝蘇生〟の塔とうが見える場所でガーディアンとバーチェスとキュレネーが、リーゼの指示を待っている。

　リーゼに恐きよう怖ふや躊ちゆう躇ちよはいっさいない。魔狼のヘーゼル色の瞳が強い孤こ独どくを宿しているか、それも今は心底どうでもいい。

　奴やつが蜂ほう起きを号令し、正体を見せたら捕つかまえにかかる──片眼鏡をカチャリと鳴らしてレンヴィートルを睨にらんだとき、その瞬しゆん間かんは訪れた。

「ぐぁっ……」

「きゃあぁっ──！」

　低い唸うなり声と女性の金切り声が、向かい側ではなく横から聞こえた。

　にわかに騒さわぎ立ったそこは、貴族や政府の高官、オーウェン枢密院議長たちが並ぶ場所だ。

　人が多すぎてリーゼはなにも見えない。一機だけ飛び抜ぬけて背の高いサリバンが「血ち飛沫しぶき……」とつぶやいた。

「まずいよ、誰かがナイフでお客を刺さしていってる。──あれ議長のお爺じいちゃんじゃない!?」

「なに!?」

　リーゼが自身の目で確認するよりも先に、数人の高官が叫さけんだ。

「オーウェン枢密院議長、乱心！」

「枢密院議長がナイフを所持している！　誰かっ……警固兵！」

「た、助けてくれ！　うわぁっ……」

　戦せん慄りつの漣さざなみが広がり、貴族や議員が我われ先さきに逃にげようとして倒たおれ込む。しかし参列者の大半が、なにが起きているのか把は握あくできていない。

　戦慄の中心地をとらえつづけるサリバンが低い声で言った。

「だめだ、自分で自分の首を刺した。リーゼくん、議長のお爺ちゃんは諦あきらめて」

「くそっ」

　最初に〝魅了〟の魔力で操あやつられ、魔狼のアルファを『陸軍元帥に』と強く推挙したオーウェン枢密院議長が、最後に捨て駒ごまにされたことをリーゼは知る。

　ふたたびレンヴィートルを睨みつける。今しがたまで伏ふし目がちに佇んでいた男は、ヘーゼル色の目を見開いて異様なほど口角を吊つり上げ、歯を剝むき出して嗤わらっていた。

「奴が蜂起を号令するんじゃない、これが合図か！」

「もう始まったんだよリーゼくんっ」

　サリバンが片かた膝ひざをつき、リーゼの手を取って自身の耳の下に滑すべり込ませる。

　そこにある鱗うろこは情報伝達を司つかさどる。

　リーゼはサリバンの鱗を通して竜りゆうたちに告げた。

「ガーディアン、バーチェス、キュレネー、蘇そ生せいの塔へ接近、速すみやかにオリビエを奪だつ還かんしろ!!　リシュリー、ファウストほか全機、大広間へ進入！　急げ!!」

　サリバンが軍服に忍ばせていた鉞まさかりを取り出し、大きさと形を変える。

　長く伸のばした柄えを、パシッと音を鳴らして受け取った。

「リーゼくんのこと、ちゃんと見てるよ、ぼくが必ず守るから！」

「ああ、頼たのんだ！　サリバン、死ぬなっ、おまえが死んだら俺が帝国を滅ほろぼすことになる！」

　サリバンの絶対的な守護があるからこそ、リーゼはいっさいの恐おそれを感じず自由に駆かけ巡めぐることができる。

　玉座を見み据すえて、竜の逞たくましい腿ももに片足を乗せた。大きな手が腰をつかんでくる。

　リーゼは腿を蹴けり、サリバンは細身を放ほうる。

　フレイザーたち三人の大将が玉座へ向かうのが見えた。宙を舞まいながら鉞を振ふり上げたリーゼは、玉座と大将たちのあいだに、ダンッ！　と刃はを突つき立てて着地した。

　レンヴィートルの〝魅了〟の魔力に侵されきっているフレイザーが、白目を剝いて喚わめき散らす。

「このフレイザー、ネロさまのためならば命も惜おしくはッ──」

「やかましい！　なにがネロさまだ、面めん倒どう事増やしやがって！　死にたくねえならおとなしく寝ねとけ！」

「ぐぉっ」

　大理石の床ゆかから鉞を引き抜き、平たい部分でフレイザーの禿はげ頭を殴なぐりつける。肥えた身体からだが、どうと倒れる。

「陛下っ……」

「筆頭バトラー……なにが、起きて……」

　王妃と、彼女に抱だきしめられたマリーレーヴェの怯おびえた声が聞こえる。リーゼは口早に言った。

「先日、申し上げた通りです。ドラゴンギルドは総力を挙げて殿でん下かをお守りします」

　玉座から最も近い扉とびらが静かに開いて、羽根飾かざりの揺ゆれる軍ぐん帽ぼうをかぶった近この衛え兵が入ってくる。十二人の近衛兵は無む駄だのない動きで王妃と三人の王子、二人の王女とビドルエーリ大主教を守り固めた。

「リーゼ！　彼らは陛下が手配された精せい鋭えいだ、レンヴィートルに操られていないことは俺が確認した！」

　サージェントはすでにアルカナ大たい帝ていの傍かたわらに立ち、サーベルを構えている。リーゼは深くうなずいて法務将校に応こたえた。

「動きやがった」

　参列者の集団から抜け出たレンヴィートルが一人、玉座へつづく長い絨じゆう毯たんの中央に立つ。

　みっつの大扉が打ち砕くだかれ、下級兵士がなだれ込んでくる。

　帝国軍がアルカナ王家の建築物を破は壊かいするという、あり得ない光景を目まの当たりにした大帝はサージェントに短く訊たずねた。

「あれらは皆みな、魔狼か」

「人間に擬ぎ態たいした魔狼と、おそらく操られた兵士も交ざっています」

　アルカナ大帝は毛皮のマントを脱ぬぎ捨て、サーベルを抜き放った。

　カーキ色の軍服を着た魔狼が無差別に襲おそいかかる。なにが起きているかわからない賓客たちが悲鳴をあげたとき、サリバンが姿を変えた。

「みんな、まだあ!?　さすがにぼくだけじゃ止めきれないんだけどっ」

「りゅ……竜だ！」

「こんな間近で見られるとは──」

　緑色の鱗が煌きらめき、金色の豊かな鬣たてがみが揺れる。天を仰あおぐシルフィードの恐ろしくも美しい姿に、異国の賓客は混乱と感かん嘆たんの混ざった声を漏もらした。

　サリバンが長い鉤かぎ爪づめで風を編み、兵士を次々と搦からめ捕とっていく。

　壊こわされた大扉の向こうに、ドラゴンギルドの銀ぎん灰かい色しよくの軍服が見えた。

「すごーい、アンバーが一番！　えらいねえ！」

　高まる緊きん張ちようをものともしないサリバンが軽快に笑う。

　大広間へ躍おどり込んだアンバーは一度の跳ちよう躍やくで魔狼もレンヴィートルをも越こえ、素す晴ばらしい速さで玉座へ到とう達たつする。サージェントの隣となりに立って視線を交かわすと、特別に作られた刃のないサーベルを抜いた。

　つづいて入ってきたサロメとフォンティーンとオーキッドも軍服姿でサーベルを振るう。

　ナインヘルは突とつ入にゆうと同時に変容する。炎ほのお色いろの巨きよ大だいなサラマンダーの出現に、大広間がどよめきに包まれた。

「お客さんたち、こっちに来て！　僕の背中に隠かくれてて！」

　エドワード、シャハト、シーモアもゲノムスとなって賓客を守りはじめた。

　リーゼは玉座のある壇だん上じように立ち、間近に迫せまった魔狼を睥へい睨げいする。鉞を力強く持ち直す。飛びかかってきた兵士を殴って気絶させ、ニッと嗤って言った。

「来いよ。片っぱしから頭打ぶちのめして洗脳を解いてやる」
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　──静かだ……。

　マリーレーヴェ王女を祝福する音楽も歌も、花火の音も、ここには届かない。

　耳鳴りがするほど静かなドラゴンギルドは初めてだった。

　なぜ、魔ま物もの同士が傷つけ合わなくてはならないのだろう。アナベルはそれがどうしようもなく悲しい。

　リーゼはあの華きや奢しやな身で暴動の只ただ中なかに立ち、戦うのだろうか。ナインヘルと竜の兄弟に、血を流すような無理をしてほしくない。そしてオリビエは今どうしているだろう──アナベルはいくつもの気がかりを抱かかえて、発着ゲートのバルコニーに立っていた。

　薄うす暗ぐらい空模様が余計に心を重くする。

「はぁ。早くオリビエに会いたいな」

　不安や心配が尽つきないのはエリスもメルヴィネも同じで、三人はさっきから溜ため息ばかりついている。

　第一ゲートではファウストが翼つばさを畳たたみ、いつも通りの物静かな佇まいで出動のときを待っていた。黒衣を纏まとったリシュリーが雷竜ヴオルトの背に立つ。

　ヴォルトの、金きん砂しやを含ふくむ黒い鱗が輝かがやく。サーベルを手に、前だけを凜りんと見つめる一角獣ユニコーンは美しい大理石像のようだった。

　エリスがまた小さな溜め息をつく。

「ファウストとリシュリーさんがこのままギルド待機で済むといいのにね。蜂ほう起きはなしで、マリーレーヴェさまの祝賀式典が無事に終わってさ……。それで、ガーディアンの背中に乗って帰ってくるオリビエをここで迎むかえるんだ」

「本当に……、オリビエさんに早く帰ってきてほしいです」

　二人の言葉にアナベルがうなずいたとき、ファウストが黒い翼をばっと広げた。

「あっ……ファウストっ、リシュリーさま！」

　次の瞬しゆん間かんにはもう、彼らの姿はなかった。第一ゲートに残された小さな稲いな妻ずまがチリチリと音を立て、消える。

「行っちゃった……リーゼさんの指示が出たんだ」

「蜂起が、始まってしまったということ……」

　強きよう靭じんな魔力で守られているドラゴンギルドは安全だけれど、リーゼやリシュリーや竜たちは今から命いのち懸がけで戦う。そう思うと、たまらなく心配で、怖こわさと心細さに負けてしまいそうになる。

　落ち込むアナベルを見たエリスがにこっと笑い、普ふ段だん通り元気よく言ってくれた。

「さあー、僕らも、いつ呼ばれても大だい丈じよう夫ぶなように準備しよっ！」

　メルヴィネとアナベルも笑え顔がおになって「はいっ」と返事をした、そのときだった。

　ドォン──……と轟ごう音おんが鳴り響ひびき、ドラゴンギルドが揺れた。

「うわぁっ」

　雷らい光こうが閃ひらめいて結社じゅうが炎ほのおの色に染まり、三人は咄とつ嗟さにしゃがみ込む。

　水の渦うず巻まく音が立ち、ごうっ、と暴風が唸うなる。

「な、なに？　これ竜りゆうの魔力だよね!?」

「竜たちの、魔力の壁かべ、が……！」

　魔力の防ぼう壁へきが外部からの大きな力に反応しているようだった。リーゼは手て薄うすのギルドが襲しゆう撃げきされることを危き惧ぐし、防壁を最大限まで強化してくれたが、まさか本当に魔ま狼ろうが来たのだろうか。

　また稲妻が走り、緑色の風が吹ふき荒すさぶ。紅炎の影かげが揺らめき、ザアッと水の騒さわぎ立つ音が起きた。結社の敷しき地ち内にまで強きよう烈れつな光や音が伝わってくる。

　侵しん入にゆう者が退散したのか、竜の防壁はひとしきり魔力を放ったのち、しんと静かになった。

　しかし静せい寂じやくは一瞬だった。

　ガシャアン！　とガラスの割れる音がして、アナベルたちは身を震ふるわせる。「なにをする！　弟を放せ!!」というジェイドの怒ど声せいが聞こえてくる。

「飼育小屋だ！」

　三人は同時に駆かけだした。

　発着ゲートと飼育小屋は離はなれているが、声が聞こえたのは、それだけジェイドの怒いかりが激しいからだ。

　走りながら、不安と悲しみに押し潰つぶされそうになる。

　ナインヘルと同じ竜種の弟が、アナベルたちの大切な大切な、小さな彼が、ドラゴンギルドからいなくなってしまった──魔女の直感がびりびりと働く。

「ジェイド！　フェアリーっ、メフィスト！」

　あまりにも酷ひどい光景に、エリスが幼生体の名を叫さけんだ。

　磨すりガラスが大破した飼育小屋。立ち上る灰色の煙けむりと、魔物の焼け焦こげる臭におい。おとなしいフェアリーがメフィストを呼び、大声で泣いている。それだけでもう、魔女の直感はまちがっていないとわかってしまった。

　エリスとメルヴィネも異変に気づく。ジェイドが泣き叫ぶフェアリーを抱だき、翡ひ翠すい色の鱗うろこを逆立てて言った。

「魔狼たちにメフィストを攫さらわれた!!」

「そんな……！」

　メルヴィネが悲鳴に似た声をあげる。フェアリーに駆け寄ったエリスが、灰色の煙の出で処どころを見る。

「うそだ、竜の防壁が壊されてる！　魔狼たちが、倒たおれて……」

　アナベルはあたりを見まわして小さな竜を捜さがした。

　わかってはいたけれど、視界に赤い鱗の幼生体がいないという事実には凄すさまじい衝しよう撃げきがあり、アナベルは眩暈めまいを覚えてジェイドに寄りかかった。

「あいつら最初からメフィストだけを狙ねらってた！　仲間の魔狼が死んでも放ほったらかしで。アナベル、ごめん。おれ近くにいたのに、ちびのこと守れなかった」

「謝らないで……ジェイドもフェアリーも怪け我がはない？」

　バトラーより背が高くなったジェイドの、逆立っている翡翠色の鱗を撫なでながら訊たずねた。

「魔狼たちがどこへ行ったか、方向だけでもわかる？」

「わからない。あいつら疾しつ風ぷうに姿を変えて……本当に、一瞬で連れて行かれた」

　なぜ泣き声が聞こえないのだろう。メフィストの泣き声にはナインヘルでさえ驚おどろくほどの強い魔力が宿っていて、遠くからでもはっきり聞こえるのに。

　メフィストを助けに行きたい。やんちゃで、でも優やさしくて泣き虫な彼を今すぐ抱きしめたい。それだけで頭がいっぱいになり、肝かん心じんの手立てがなにも思いつかなかった。

「生きてる魔狼はいないのか？　メフィストをどこへ連れて行ったか吐はかせてやるっ」

　怒るジェイドが足を踏ふみ鳴らして塀へいへ近づき、皆みなであとを追う。

　ドラゴンギルドの高い塀に穴が開いていた。亀き裂れつには紅こう炎えんが揺ゆれ、パチッ、パチッと雷光が弾はじけていて、破は壊かいされてもなお強靭な魔力が存在しているとわかる。

　そこに、八匹ぴきの魔狼が折り重なって死んでいた。いずれも体高が十一テナー（約百五十センチ）を超こえた、大きな魔狼だった。

「なんで、こんなに綺き麗れいで立派な魔物が……。命を投げ出したりしないでよ……」

　エリスは魔狼を怖がらずに、彼らが防壁を破るためにみずから犠ぎ牲せいになったことを悲しむ。ジェイドとメルヴィネは躊ちゆう躇ちよなく亡なき骸がらに触ふれる。そのとき一匹の魔狼が、グォ……と唸った。

「生きてる！　た、助けなきゃ！」

「メルヴィネっ、手当てできる？」

「手当てします、ジュストさんが作ってくれた薬が医務室にあります！　でも、でも、メフィストが」

「メフィストのことは僕がなんとかするよ、早く薬を取りに行ってあげて」

「……はいっ」

　涙なみだぐむメルヴィネはぺこりと頭を下げ、目め許もとを拭ぬぐいながら医務室へ走っていった。

　なんとかすると言ったけれど、瀕ひん死しの魔狼を問い詰つめるなんてできない。途と方ほうに暮れたとき、うしろから「わぁーん！　アナベルーっ」という大きな泣き声が聞こえた。

「リピン！」

　全速力で飛んできたリピンが胸にピトッとくっつく。ふわふわのほこりで包まれた可愛かわいらしい顔は、涙と洟はなでぐしゃぐしゃになっていた。

「メフィストが、人の形をした魔物にさらわれちゃったー！　たすけに行くー!!」

「あの仔このことが視みえてるの!?」

「ウンッ。だって、ぼくのだいじな弟だもんっ」

「やったー！　すごいよリピン！　奇き跡せきだっ、最高！」

　エリスの弾はずんだ声が、重苦しい空気を一いつ掃そうしてくれた。

　アナベルと同じように、メフィストもリピンも、ナインヘルの赤い鱗を持っている。孵ふ化かする前のメフィストと会話できたのはリピンだけだった。世界最強のサラマンダーの鱗で結ばれている彼らには、竜の兄弟に似た確かな絆きずながある。

　ズビッ、ズビッと洟を啜すするリピンの顔を、ハンカチで優しく拭ふきながら訊きいた。

「メフィストが今どこにいるか、わかる？」

「まだ魔物につかまってる。人の形をした魔物は、街のまんなかに向かってる！」

「帝てい都との中心街!?」

　アナベルとエリスが同時に叫ぶと、フェアリーがまた激しく泣きだしてしまった。　>>>♥

「エリス行かないでっ……、こわい、こわいっ……」

「どこにも行かないよ、僕はフェアリーのそばにいるよ！　ほら、ぎゅーっ！」

　明るく言うエリスが思いきり抱きしめても、フェアリーは「こわい。メフィストどこ？」と大おお粒つぶの涙をぽろぽろ落とす。

「フェアリー、大だい丈じよう夫ぶだよ、メフィストはすぐ帰ってくるからね。──でも、どうやって中心街へ行ったら……、馬車は遅おそすぎる……」

「アナベルとリピンだけで行かせることになってごめんね。僕いまパニックになってて、いいアイデアが思い浮うかばなくて……、でもテオとジュストさんとレスターなら絶対に知ち恵えをくれる」

「あっ、そうだった、テオたちがいる！　ありがとうエリス、僕はそのことにも気づけないくらい混乱してました。宮きゆう殿でん群へ行きますっ」

　水色の鱗を撫でるエリスと、リピンを肩かたに乗せたアナベルは、笑顔を作ってうなずき合う。

「アナベルもリピンも気をつけて！　怪我しちゃだめだよっ、危なかったら逃にげるんだよ！」

「うんっ、エリスたちも気をつけてください！　魔狼がまた来るかもしれない」

「アナベル、一いつ緒しよに行けなくてごめん。メフィストを頼たのんだ。おれがエリスたちを必ず守る」

　強く言いきるジェイドは頼もしくて、近い将来、成体になる気がした。この魔女の直感も、きっとまちがっていない。

　アナベルはドラゴンギルドの正門を出た。

　岩山を挟はさんで背中合わせに建つアルカナ大帝の宮殿群までは、走れば五分もかからない。いつもの道を全速力で駆けていると、肩に乗るリピンが髪かみをぎゅっと握にぎった。

「アナベルっ、うしろ、あれなに？」

「え……？」

　走りながら振ふり返り、目に飛び込んできた怪かい異いな光景に思わず足を止めた。

　雨が降りそうな曇どん天てんを、黒いものが帯状になって進んでくる。あっという間に近づいて頭上を通り過ぎたそれらは、まっすぐ宮殿群へ飛んでいく。

　鉤かぎ型に曲がった嘴くちばしと鷲わしの翼つばさ、鋭するどい爪つめを持つ前まえ脚あしと、獅し子しの胴どう。

「グリフィン、だ──」

　初めて目にした魔物の、体たい軀くの大きさに驚く。オーキッドやアンバーとほとんど変わらない。

　そしてアナベルは気づいた。

　グリフィンと狗鷲が飛んでくるあの方向には、魔女の森がある。

「うわっ……」

　狗鷲がバサバサッと大きく羽ばたいて間近を通った。アナベルはふたたび走りだす。

　見えたばかりのドラゴンギルドの専用車が、涙でぼやけてしまった。レスターは運転席の窓から、テオとジュストは車窓のそばに立って魔物の群れを見上げている。

「グリフィンってこんなでけえのか？」

「おかしいよ、肥大化しすぎてる。薬やく剤ざいでも使わない限りこんな身体からだにはならない」

「テオっ、ジュストさん、レスター！」

「アナベル!?　どうしたんだよ」

「なにかあったのっ？」

　中ちゆう堅けんバトラーに会えた途と端たん、涙がどっとあふれてくる。それを滅め茶ちや苦く茶ちやに拭って言った。

「魔ま狼ろうにメフィストを攫さらわれてしまいましたっ……」

「なんだってえー!!」

「そんなこと、どうやって……。──まさか竜りゆうの防ぼう壁へきが破られたの!?」

「はい……魔狼たちが自分の命を犠牲にして、防壁を壊こわして……。ファウストとリシュリーさまが出動してすぐでした」

「くそっ、ギルドが完全に手て薄うすになる瞬しゆん間かんを狙ってたとしか考えられねえ。いくら竜の防壁が強くても、捨て身の奴やつには敵かなわねえよ」

「メフィストちゃん、どこにいるんだろう。竜に捜してもらう以外に方法はないよね」

「リピン、が、視えて」

　説明するつもりが、急に泣いたせいで声が詰まってしまった。リピンがほこりでできた身体でアナベルの濡ぬれた頰ほおをごしごし拭きながら伝えてくれる。

「ぼく、わかるよ！　メフィストをさらった、人の形をした魔物は、街のまんなかにいる！　ナインヘルさまとアナベルとメフィストとサーカスへ行ったときに、見たよ。時計がくっついた、大きな塔とう！」

「時計塔!?」

　テオとジュストが驚きよう愕がくの声をあげる。アナベルも、メフィストを攫った魔狼たちが時計塔へ向かっていることにひどく驚いた。レスターが自動車の窓から顔を出して言う。

「時計塔を調べたゲノムスたちは『爆ばく発はつ物や不ふ審しんな仕し掛かけはなかった』と言っていましたが、破壊とは別の計画があるのかもしれません」

「テオ、どうする？　ボスに報告して竜に行ってもらう？　『状じよう況きようによって一機または二機を時計塔へ向かわせる』って言ってたよね」

　テオは即そく断だんできず唇くちびるを嚙かみ、上空を睨にらんだ。

　皆みなで話し合うあいだにもグリフィンと狗鷲が次々と宮殿群へ向かっている。大広間に十機しかいない竜が数で不利になるのは明らかだった。

　リピンがもこもこの身体を激しく震ふるわせて叫さけぶ。

「アナベルとぼくが、メフィストをたすけに行くー！」

「時計塔にも魔狼がたくさんいるはずだよ、危険すぎる」

「ジュストさん、大丈夫です。ナインヘルの鱗うろこが必ず守ってくれますから。怖こわくないです」

　言いきると、曇天を睨んで思案するテオが「よし」と心を決めて、ライトグレーの瞳ひとみでアナベルを見み据すえた。

「腹括くくってんならレスターに車で連れて行ってもらえ！　荷物おろすぞっ」

「はい！」

　三人で大型タンクや背負いリユツク式タンク、医い療りよう器具や大量のシーツをおろしていく。それらを道路端はしに置いたとき、地面に大おお蜥蜴とかげの影かげと大だい蛇じやのうねりを見た。地中を泳げる魔物たちも宮殿群へ向かっているようだった。

「うわっ……空と地下、両方からかよっ。こいつらどこに隠かくれてたんだ？」

「僕、グリフィンと狗鷲が魔女の森の方向から飛んでくるのを見ました」

「そうか！　この仔たちはデュシス・エンドを出て魔女の森にいたんだ。絶対に魔ま物もの狩がりに遭あわないし、水も食べ物も豊富で、魔女たちが遺のこした強い魔力を蓄たくわえられる……！」

「行きましょう。乗ってください」

　レスターに促うながされ、アナベルは助手席に乗り込んだ。

「主任。アナベルを時計塔まで送って、戻もどってきます」

「おう、超ちよう高速で頼んだぜ！　俺とジュストはこのあとすぐ大広間へ行くことになると思う。レスターも戻ってきたらタンク背負って入ってきてくれ」

「わかりました」

　ドラゴンギルドに来たばかりのアナベルにさまざまなことを教えてくれた、最も頼たよりにしている先せん輩ぱいバトラーがニッと笑う。

「アナベル、ぜってぇ死ぬなよ！　泣いてる暇ひまねえぞ、めちゃくちゃ頑がん張ばれ！　おまえはメフィストの親父おやじなんだからな！」

「はいっ、頑張ります！」

　ジュストが、綺き麗れいな薄うす紫むらさき色いろの液体が入った小こ瓶びんを手て渡わたしてくれる。

「これ、お守り。竜の涙なみだで作った薬だよ、怪け我がをしたら使ってね。気をつけて！　アナベルとメフィストちゃんとリピンちゃんが帰ってくるの待ってるからね！」

「ありがとうございます、ジュストさんっ」

　アルカナ大たい帝ていの宮殿群が遠ざかる。

　レスターの運転する自動車は物もの凄すごい速さで国立植物園や高級住宅街を通り抜ぬけた。

「しかし、妙みようですね。魔狼がギルドから中心街へ向かったのであれば、私たちの待機場所にもメフィストの泣き声が届くはずなのですが。聞こえませんでした」

「僕も、それがずっと気になっていて……」

　すると泣きやんでいたリピンが、また洟はなをズズッと啜すすってつぶやいた。

「メフィストいっぱい泣いてる。でも、声が出せないの。くちをロープでぐるぐる巻きにされてるんだー……。早くたすけたいよー」

「そんな！　なんて酷ひどいことをっ！」

「少々飛ばします」

　グォ──……という竜の咆ほう哮こうみたいな轟ごう音おんをあげて、ただでさえ速かった自動車が猛もう烈れつなスピードで走りだす。アナベルが座る助手席もガタガタと振しん動どうする。

「う、わ……レス、ター」

「この車はフォンティーンが製造したもので、竜の魔力を原動力としています。蒸気自動車やガソリン自動車とは比べものにならないほどのスピードが出ます。どこかにつかまっていてください」

　帝都の中心街はマリーレーヴェ王女への祝福一色に染まっていて、いつにも増して賑にぎわい、多くの馬車や自動車が行き交かっている。レスターは巧たくみな運転技術テクニツクでそれらをすり抜け、あっという間に時計塔に到とう着ちやくした。

　石いし畳だたみの道に降り立ち、車を半周して運転席に寄ったとき、まわりの人々が同じ方向を見ていることに気づいた。

「宮きゆう殿でん群……、変じゃないか？」

「あれなんだ？　鳥の大群？」

　レスターとアナベルも宮殿群へ視線を向ける。グリフィンと狗鷲が乱れ飛び、砂すな煙けむりまで舞まっていて、離はなれたこの場所からでもわかるほど異様だった。

　あの砂さ塵じんの中心にリーゼやリシュリーや竜たちがいる。心配ばかりが募つのり、不安に駆かられて、アナベルは運転席を見る。

　レスターはレンズの厚い黒くろ縁ぶち眼鏡をくいっと上げて言った。

「現場へ戻ります。アナベルはメフィスト救出に集中しましょう。いささか厳しい業務となりますが、アナベルなら問題ないと私は思っています。『必ず揃そろってドラゴンギルドへ帰き還かんすること』というリーゼさんの至上命令を忘れずに」

「……はいっ。レスター、ありがとうございます」

　どのような状況にあってもペースを崩くずさない洒しや々しや落らく々らくとした中ちゆう堅けんバトラーが、不安を消し、冷静さを与あたえてくれる。ぺこりと頭を下げたアナベルは、ギルドの専用車が発たつ音を耳にしながら時計塔へ駆け寄った。

　裏手の扉とびらに守衛の姿はない。下の隙すき間まから鮮せん血けつが漏もれ出している。意を決して、鍵かぎが破は壊かいされた扉を開けた。

「きゃっ」

　リピンが小さな悲鳴をあげ、アナベルも肩かたをびくつかせる。大量の血を流して倒たおれている二人の守衛の首くび許もとは、無む惨ざんにも抉えぐられていて、魔狼によって殺されたのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　短く、深く祈いのり、階段を駆け上がっていく。

「アナベルっ、だいじょうぶ？」

「うん、大だい丈じよう夫ぶ……」

　螺ら旋せん階段は長くて、果てがないように感じる。メフィストを早く抱だきしめたいという強い気持ちに身体からだが追いつかない。息が切れたアナベルは立ち止まり、痛む脚あしを摩さする。

　そのとき突とつ然ぜん、ゴォーン、ゴォーン、と時計塔の鐘かねが鳴りだした。

　同時に、ウワァ───ン!!　という鐘の音より遥はるかに大きな泣き声が響ひびき渡わたった。

「メフィスト！」




　　　　＊　　　＊




　ガーディアンとバーチェスとキュレネーは蘇そ生せいの塔の罠わなを突破できただろうか。オリビエ奪だつ還かんは確定しているが、巨きよ大だいな魔石によってガーディアンがどれほどの深手を負うのか気にかかる。しかし今のリーゼにそれを知る術すべはなかった。

　十機の竜りゆうが集つどいリシュリーが到着して、蜂ほう起きは時間をかけずに鎮ちん圧あつできると思われた。

　だが、縦長の大窓が一いつ斉せいに割れ、狗いぬ鷲わしとグリフィンが侵しん入にゆうしてくる。

　夥おびただしい数と、グリフィンの異様に膨ぼう張ちようした体たい軀くを見たリーゼは驚きよう愕がくする。レンヴィートルの魔力に侵おかされていない歩兵中隊も突入し、謁えつ見けんの大広間は瞬またたく間に混乱の坩堝るつぼと化した。

「なんという数の多さだっ……」

「リシュリーさま、足許を！」

　再会を果たしたアルカナ大帝とリシュリーだが言葉を交かわす暇いとまは与えられなかった。狗鷲が頭上から、大蛇と大蜥蜴が足許から大帝を狙ねらう。倒しても次々と湧わいてくる魔物に、リシュリーとサージェントとアンバーは防戦一方を余よ儀ぎなくされた。

　魔ま狼ろうたちの集中攻こう撃げきを受けて十二名の近この衛え兵はことごとく死亡した。アルカナ大帝は怒いかりをあらわにする。王おう妃ひとマリーレーヴェ王女、三人の王子と妹君、ビドルエーリ大主教は土竜ゲノムスたちが守護し、サロメやファウストが魔狼の後脚を折っていく。屈くつ強きようなフォンティーンはグリフィンを捻ねじ伏ふせた。

「最強の魔物は竜ではない！　我われらグリフィンだ！」

「あ？　なんだって？」

　ドォン、と音を響かせてナインヘルとグリフィンがぶつかり合う。世界最強・最大・最強種を誇ほこる火竜サラマンダーは四頭のグリフィンを立てつづけに気絶させた。巨きよ体たいがレンヴィートルの間近に倒れる。下した敷じきになった軍人たちの呻うめき声が聞こえ、途と絶だえる。

「ネロ！　危ないっ」

「やめろ、滅ほろびの種め！」

「放せっ、私たちはネロとともに戦う！」

　アゼル、ケネス、エウリック、三人の王子が口々に言い、土竜の守護から抜け出そうとする。激しく苛いら立だったリーゼは舌打ちをして叫さけんだ。

「シャハト、シーモア！　壁かべを破壊してかまわん、王家の奴やつらと客を外へ出せ！」

「外にもグリフィンがたくさんいるよっ」

「ここよりましだ、ゲノムスのプライドにかけて守り抜け！」

　どうなってるんだ!?　死にたくない！　助けてっ──至るところで絶ぜつ叫きようや悲鳴が絶え間なくあがる。大だい蛇じやと大おお蜥蜴とかげが参列者を嚙かみ殺し、帝国軍と魔狼たちが殺し合い、抑おさえようとする竜のことをグリフィンや狗鷲が襲おそう。

　謁見の大広間は地じ獄ごくさながらの凄せい惨さんな様相を呈ていした。

「人間どもを鏖みなごろしにしろっ、竜を殺せ！」

　砂塵が舞まう中、レンヴィートルが声高らかに言う。その白い貌かおにアルカイック期の彫ちよう像ぞうのような微び笑しようはない。仮面を脱ぬぎ捨て完全に正体をあらわす。素す顔がおに宿る聡そう明めいさは、猛烈な怒りと狂きよう気きで塗ぬり潰つぶされていた。

　軍人を捕つかまえて跪ひざまずかせ、髪かみを鷲づかみにする。

「ひっ、ひいぃ……」

「なにを怯おびえている？　〝魔物が人間を狩かる新時代〟はまだ始まってもないのに。きさまら帝国軍はよく知っているだろう？　魔物狩りがこんな生なま温ぬるいものではないことを」

「ゆ……、許し……」

「魔物は命いのち乞ごいすら許されなかった」

　にこっと嗤わらうレンヴィートルの、軍服を纏まとう細身が膨ふくらんでいく。耳じ殻かくが尖とがり、四し肢しが太くなって鉤かぎ爪づめが伸のびる。榛はしばみ色いろの獣じゆう毛もうに包まれた体高は十一テナー（約百五十センチ）を超こえていた。

　真の姿を初めて見たリーゼに恐きよう怖ふはない。長い尾おを揺ゆらす榛色の魔狼は、西の大地デュシス・エンドの治者だ。高い能力を持ちながら悪逆の一いつ途とを辿たどるレンヴィートルを、まだ止められない己おのれにリーゼは苛立つ。

「あの男、本当にアルファだったか──」

　獣毛の色で最上位アルフアと識別したアルカナ大たい帝ていは、過去に魔狼を狩ったことがあるのだろう。

　恐怖と絶望で動けなくなった軍人の顔面に、鋭するどい牙きばが近づく。魔狼の口が大きく開いた。

「やめろ、レンヴィートル！」

　グシャッ、と骨肉の潰れる音がする。首から上を失なくした軍人が、血を噴ふき上げながら倒れていく。

　肉にく塊かいを吐はいたレンヴィートルはまた白い軍服姿に変容した。榛色の髪を揺らし、赤く染まった牙を剝むき出しにする。

「……ふ、はは。──ああっ、たまらなく愉ゆ快かいだ！　あと数分もすれば訪おとずれる、人間の血に濡ぬれた、美しく輝かがやかしい私の新世界が……！」

「いいかげんにしやがれ！」

　足を狙って振ふるった鉞まさかりが、ヒュッと空を切る。疾しつ風ぷうになり、離はなれた場所に降り立ったレンヴィートルは、リーゼの声をいっさい聞かず一いち瞥べつもしない。

　あの疾風を捕とらえられるのは風を司つかさどるシルフィードだけだ。しかしオーキッドは、シーモアたちに襲いかかる大蛇や大蜥蜴を撃げき退たいするので手て一いつ杯ぱいで、サリバンは二頭のグリフィンと争っていた。

　一頭を押さえつけるも、もう片方のグリフィンの嘴くちばしで前脚の付け根を抉られる。ブシュッ、と音を立てて、砂金と猛もう毒どくを含ふくんだ泥でい濘ねいのような血液が噴き出した。

「サリバン！」

「くそっ、やられた！　離れろっ、ぼくの血に触さわるな！　サロメ、フォンっ、水かけて！」

　苛立つサリバンの警告も虚むなしく、竜の血に触ふれたグリフィンや魔狼がばたばたと倒れ、のたうち、死んでいく。

「サリバン、今そちらにっ……」

「退どけっ、邪じや魔ま立だてするな！」

　サロメもフォンティーンもグリフィンと組み合っていて近づくことができない。

　動きを止めたサリバンを殺そうと狗鷲や大蜥蜴が群がってくる。リーゼは鉞を上下左右に振って追い払はらう。

「離れろと言ってるだろうが！　無む駄だ死じになんか絶対に許さねえ！　──オーキッドっ、テオたち呼んでこい！」

「イエス・サー！」

　オーキッドは駆かけながら竜に変容して大広間を飛び出した。

　エドワードとシャハトとシーモアによって、マリーレーヴェ王女たちアルカナ王家の者と賓ひん客きやくは外へ逃のがれた。しかし新たな歩兵中隊が入ってくる。レンヴィートルが潜せん入にゆうさせたすべての兵士が魔狼に姿を変え、獲え物ものを得たとばかりに喰くい殺していく。

「うわぁっ……！」

「隊列を組み直せっ」

　リーゼは、なおもサリバンを狙う狗鷲を叩たたき落としながら怒ど鳴なりつけた。

「死人が増えるだけだ！　帝国軍は出て行け！」

「死ねっ、愚おろかな人間どもよ、苦痛と恐怖を存分に味わって死ね！　一人も逃にがすな！」

　最上位アルフアの声に魔狼たちが吠ほえて応こたえる。人間の血の臭においが大広間に充じゆう満まんする。軍人の首を次々と折るレンヴィートルはただの殺さつ戮りく者になり果てていた。

『彼を今以上の重罪者にしてはならない』──エドワード老の言葉が蘇よみがえる。サリバンの鱗うろこが怒りで逆立ち、キシキシと音が鳴る。

「リーゼくんっ、あの仔こを捕まえて、もう終わりにしよう」

「ああ、終わらせる！」

　大広間の中央に敷しかれた、玉座へつづく長い絨じゆう毯たんに立ち、レンヴィートルはアルカナ大帝を睨にらみつけた。

「アルカナ王よ！　きさまにはさらなる地獄を見せてやる！　五十年余にわたって犯おかしつづけた大罪、永えい罰ばつを以もつて贖あがなえ!!」

　そのとき、まるでレンヴィートルの怒ど号ごうに合わせるように、ゴォーン……、ゴォーン……、と時計塔とうの鐘かねが鳴り響ひびいた。

「なぜ、鐘の音が……」

　アルカナ大帝もリシュリーもサージェントも、リーゼも竜りゆうたちも、異様に大きな鐘の音に耳を傾かたむけてしまう。

　刹せつ那なの沈ちん黙もくの中、突とつ如じよナインヘルが金色の眼まなこをかっと見開いた。

　グオォァア─────！　という凄すさまじい咆ほう哮こうをあげ、炎ほのおを吐く。目を開けていられないほどの熱風が、重く漂ただよう血の臭いと砂さ塵じんを一いつ瞬しゆんで搔かき消す。

　リーゼでさえ気け圧おされるそれは、約十五年前、ギュスターに捕ほ獲かくされドラゴンギルドへ輸送されてきた、猛たけり狂くるうサラマンダーを彷ほう彿ふつとさせた。

「ナインヘル！」

　激怒するナインヘルは巨きよ大だいな炎の塊かたまりとなって天てん井じようを突つき破り、姿を消した。　>>>♥

　誰だれも状じよう況きようを把は握あくできない。外でマリーレーヴェ王女たちや賓客を守るシャハトとシーモアが叫ぶ。

「リーゼっ、この鐘の音、変だよ！」

「なんで!?　中心街のほうからメフィストの泣き声がする！」

　リーゼは、土竜たちが壊こわした壁へ走り、そこに立つエドワードとともに外を見た。

　信じがたいことに、メフィストの泣き声が帝都じゅうに響き渡わたっている。中心街にもグリフィンや狗いぬ鷲わしが乱らん舞ぶしていた。

「どうなってやがる……！」

　オーキッドがテオとジュストを背に乗せて大広間へ戻もどってくる。防護服姿の二人は降り立つと同時にサリバンに聖水をかけ、大声で言った。

「リーゼさんっ、報告です！　魔ま力りよくの防ぼう壁へきが破られ、メフィストが魔ま狼ろうに攫さらわれました！　魔狼たちの目的地は時計塔！　アナベルが救出に向かいました！」

「なんだと!?」

「アナベルが、グリフィンと狗鷲が魔女の森の方向から飛んでくるのを見たって！　グリフィンの身体からだが肥大化してるのは、魔女たちが遺のこした強い魔力を蓄たくわえてるのと、たぶん、なにか薬やく剤ざいを打たれてる！」

「魔女の森──」

　頭を殴なぐられたようになる。それはジゼルとリーゼの棲すみ処かがあった場所で、あまりにも身近な存在すぎて、気づくことができなかった。魔女の森は、すべての魔物のものだ。デュシス・エンドを出たグリフィンや狗鷲や大だい蛇じやたちが恩おん恵けいを受けるのは至し極ごく当然のことだった。

　遅おくれて入ってきたレスターが「アナベルを時計塔まで送ってきました」と報告し、粛しゆく々しゆくと浄じよう化か作業を始める。

　リーゼは懸けん命めいに頭を働かせる。

　拉ら致ちされたメフィストの泣き声と、異様な鐘の音。

　中心街にまで及およぶグリフィンや狗鷲たち。

　レンヴィートルは時計塔の設計図を持っていた。大鐘そのものが〝魅み了りよう〟の魔力に侵おかされているのではないだろうか。帝都に隠かくれ棲む魔物に鐘の音を聞かせ、操あやつり、人間を狩からせるつもりではないだろうか。

　曇どん天てんを見上げるエドワードが、リーゼと答え合わせをするようにつぶやいた。

「魔狼のアルファは、数多あまたの魔物を同時に操る媒ばい体たいとして時計塔に目をつけたのだろう。鐘の音に〝魅了〟の魔力がかかっている。『魔物らよ、人間を狩れ』と……。竜や吸血鬼ヴアンパイアには通用しない。リーゼのように、鱗を身につけている魔物にも。だが帝都に暮らす同どう胞ほうらは、音を聞けば侵されてしまう。鐘の音をより遠くへ響き渡らせるために、メフィストの強い魔力が宿った泣き声を利用しているに違ちがいない。なんという痛ましいことを」

「エドワード老っ。では、ナインヘルは」

「うん。時計塔へ向かった」

　これ以上ないほど逼ひつ迫ぱくを極きわめているというのに、リーゼはほんの一瞬、唇くちびるに笑えみを浮うかべてしまった。ナインヘルが激怒し、大気を震ふるわせるまでの咆哮をあげたのは、同じ竜種の小さな弟が奪うばわれたからだった。

　かつて、目に映るすべてのものに怒いかりをぶつけていた孤こ高こうのサラマンダーは、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの魔女と出会い、大切な者たちを守るために行動を起こすようになった。

　ならばリーゼはナインヘルにすべてを託たくす。

　──頼たのむ、鐘の音を、魔物たちを止めてくれ！

　この蜂ほう起きにも決着をつけなくてはならない。鉞まさかりを握にぎり直したリーゼは、今度こそレンヴィートルを捕とらえるために大広間の中央へ駆けていった。




　　　　＊　　　＊




「は……っ、はぁっ」

「アナベル、しっかりー！」

「うんっ……」

　ギャアー、ウガァー──時計塔の天てつ辺ぺんから聞こえてくるメフィストの泣きかたは普ふ段だんと大きく異なっていて、無理やり泣き声をあげさせられているとわかる。どくどくと高鳴る心臓が痛んでもかまわずに、アナベルは階段を駆け上がった。

「ドアがこわれてる！」

　リピンが扉とびらのなくなった出入り口へ勢いよく飛び込む。あとを追って外へ出ると、ゴォーン、ゴォーン、と脳を揺ゆさぶるようなひときわ強い鐘の音が響き渡っていた。

　大鐘の近くに二匹ひきの魔狼と二人の男が立ち、別の二人の男が時計塔の縁へりに片足をかけて「ははっ、いい眺ながめだな」「殺せ、殺せっ」と笑っている。

　鐘の音が異様だが今はどうでもいい。グリフィンと狗鷲が頭上を通り過ぎたのも気にしていられない。

「ないんへる！　とーちゃんっ、りぴん！　ヴワァーン、グアァーン！　とーちゃん！」

　家族の名を必死で呼ぶメフィストは、大鐘を支える柱にロープで緊きん縛ばくされていた。

　石の床ゆかにできた夥おびただしい涙なみだの染しみと、異常な角度まで逆立っている赤い鱗。それらを見たとき、経験したことのない強きよう烈れつな怒りが湧わいた。

「メフィストを返せ!!」

　アナベルの怒鳴り声を聞いた魔狼たちが振ふり返る。縁に片足をかけていた二人の男も大鐘に近づく。

「おい、あの服装。檻ギルドのバトラーじゃねえか？」

「尾び行こうされていたのか。気づかなかったとは情けない。ネロさまに知られたらどうする」

「骨まで喰くい尽つくせば、こいつは最初から存在しなかったことになるよな」

「そりゃいい考えだ」

　舌なめずりをする男たちも本来の姿に戻った。六匹の魔狼が吠えながら襲おそいかかってくる。

「アナベルっ」

　リピンが肩かたに乗って髪かみをぎゅっと握る。ほこりでできた身体は怒りで震えていた。

　テオやジュストに伝えた通り、恐きよう怖ふはない。駆かけだし、自分から向かっていく。そうして心の中でアナベルの火竜サラマンダーに呼びかけた。

　──ナイン！　力を貸して！

　離はなれていてもナインヘルは必ず応こたえてくれる。指輪が炎ほのお色いろの鮮せん烈れつな光を放ち、アナベルは左手を突き出した。

　赤い指輪がサラマンダーの頭の形になって炎を吐はく。

「ぐあぁっ」

「なん、だっ、これは……！」

　炎は瞬またたく間に飛び火し、魔狼たちは石の床を転げまわった。しかし一匹の魔狼が炎に獣じゆう毛もうを焼かれながら、なおも飛びかかってくる。

　普段は少し臆おく病びようなリピンだけれど、大切なものを守るときには素す晴ばらしい勇気を発揮する。シャーッ！　と威い嚇かくの声をあげ、ナインヘルと同じ形の鉤かぎ爪づめで魔狼の両目を引っ搔いた。

「メフィストーっ、たすけにきたよ！」

　両目を押さえて倒たおれた魔狼を「えいっ」と蹴けってメフィストにくっつくと、鋭するどい牙きばでロープをがじがじと嚙かみ切ってくれた。

「もうだいじょうぶ！」

「メフィストごめんねっ、怖こわかったね！」

　腕うでの中にするりと落ちてきた小さな身体を、アナベルは有り丈たけの力を込めてリピンごと抱だきしめ、額を触ふれ合わせて滅め茶ちや苦く茶ちやに撫なでた。

「とーちゃんっ！　ビエェ……ッ、りぴん」

「ごめんね……いっぱい悲しかったよね。もう絶対に離さないからね……」

　危険なほど逆立っていた鱗うろこは平たくなってくれたが、メフィストはビエーッ、ビエーッと激しく泣きつづける。

「まだ怖い？　怪け我がしてるの？　どこか痛い？」

　指輪から放たれたナインヘルの炎ほのおは消えず、魔狼たちをじりじりと苦しめている。

　奇き妙みような音を奏かなでている大おお鐘がねと、のたうつ魔狼から距きよ離りを取った。リピンが「あっ！」と驚おどろいて、メフィストの腕に手を添そえる。

「アナベルっ、ここ、鱗がなくなってるー！」

「ああっ、ひどい！」

　しゃがんでメフィストの涙と洟はなをハンカチで拭ふき、薄うす紫むらさき色いろの液体が入った小こ瓶びんをテール・コートのポケットから取り出した。

「鱗を剝はがされたのを我が慢まんしてたんだね、メフィストは強いね。──ほら、見て」

「くすりだよ！　ジュストがくれたんだ」

「じゅすとの、くすり？　……きれい」

　大好きなバトラーの名を聞いたメフィストは泣くのをやめて、大きな金色の瞳ひとみをぱちぱちと瞬かせた。アナベルはにっこり微笑ほほえむ。

「お父さんね、竜りゆうの傷を治す魔ま力りよくを持ってるんだよ。ジュストさんの薬とお父さんの魔力で、すぐに治すからね」

　薄紫色の薬を掌てのひらに取り、短くて可愛かわいらしい腕に優やさしく塗ぬる。本当は心の中で唱えるものだけれど、メフィストに聞いてほしくて、アナベルは声に出して言った。

「僕たちの大切な大切なメフィストの、小さくて綺き麗れいな鱗が再生されますように」

　心から願って、そっと手を離すと、リピンが「わー、なおったー！」と両手を上げて大喜びする。メフィストもようやく笑顔を見せてくれた。

「とーちゃんのまりょくと、じゅすとのくすり、すごい！」

　大の仲よしな二匹の魔物は「メフィスト、よかったよー」「りぴんー」と、にこにこ笑ってぎゅうぎゅう抱き合う。

「本当に……よかった」

　メフィストが腕の中に戻もどってきてくれた安あん堵どと、初めて経験した激げき怒どの反動で涙が滲にじんでくる。気づかれないよう拭ぬぐって、大鐘を見つめた。

　さっきまでどうでもよかった鐘の音が、今は気にかかる。

　一刻も早くドラゴンギルドへ帰るべきなのに、立ち止まってしまった。

「なんだろう。鐘の音に、声みたいなものが……」

「めふぃすと、きこえるよ」

「ぼくもー。この大きなベルがしゃべってるの？」

　リピンもメフィストも聞こえているなら幻げん聴ちようではないのだろう。ゴォーン、ゴォーン、と鳴りつづける鐘の音の向こうに耳を澄すませる。

　──魔物らよ、人間を狩かれ！　狩り尽くせ！──

　明確に聞き取れたその言葉に、アナベルは青い瞳を見開いた。

「これ、サロメたちに教えてもらった……魔ま狼ろうのアルファの、〝魅み了りよう〟の魔力？」

　レンヴィートルの目的は〝魔物が人間を狩る新時代〟を築くことだ。

　彼は大鐘に『人間を狩れ』という魔力をかけて、音を聞いた魔物を操あやつり、実行させているに違ちがいない。メフィストの泣き声には強きよう靭じんな魔力がある。それを利用し、大鐘にかけた〝魅了〟の魔力を増ぞう幅ふくさせ、遠くまで響ひびく泣き声に乗せていたのではないだろうか。

「魔物が操られて、人をたくさん殺してしまう。鐘の音を止めないと……！」

「きゃっ。アナベル、また来たよ！」

　メフィストの泣き声が止やんだからだろう、魔狼と男があらわれた。

　出入り口に集まった数の多さにアナベルは怯ひるむ。火傷やけどを負って倒れている六匹の同どう胞ほうを見た魔狼たちが、牙を剝むいて怒鳴る。

「おまえ何者だ!?　幼生体をよこせ！」

　三人の男が疾しつ風ぷうに姿を変えた。出入り口と反対方向へ走ったが、たちまち追いつかれる。

　男に髪を引っ張られかけたとき、メフィストが目をキリッと吊つり上げ、アナベルの肩に前まえ脚あしをついた。

「とーちゃんをいじめるやつ、ぜったいに、ゆるさなぁい！」

　雄お叫たけびをあげて、ボウッ、ボウッ！　と火の玉を吐く。

　小さくても強力な炎の塊かたまりを顔面に受けた男たちは、叫さけぶ暇いとまもなく石の床に倒れ込んだ。

　アナベルは嬉うれしかったり驚きよう愕がくしたりと忙いそがしい。自身の意思で炎を吐けるようになるのは何年も先と教わったのに。底知れぬ強さを覗のぞかせたサラマンダーの幼生体は、フンッと鼻息荒あらく宣言した。

「めふぃすとが、とーちゃんとりぴんを、まもる！」

「メフィストかっこいー！　しびれるー！」

「ありがとう、メフィスト」

　魔狼はまだ多くいて螺ら旋せん階段をおりることはできない。メフィストとリピンをしっかり抱き直し、時計塔とうの縁へりに立つ。

　眼下に、痛ましく悲しい光景が広がっていた。

　帝てい都とに隠かくれ棲すむおとなしい魔物が人を襲っている。狗いぬ鷲わしとグリフィンが、逃にげ惑まどう者を捕つかまえて高いところから落とし、「殺せっ、殺せ！」と魔物たちを煽あおる。

　街じゅうに飾かざられた色とりどりのフラッグやランタンは地面に垂れ落ち、マリーレーヴェ王女を祝う人々は中心街から離れていった。祝福の音楽や歌は止み、絶ぜつ叫きようと悲鳴と、けたたましい警笛クラクシヨンや帝都警察のサイレン、怯おびえる馬の嘶いななきが聞こえてくる。

「早く……早く止めなきゃ」

　アナベルは祈いのる思いでアルカナ大帝の宮きゆう殿でん群を見み遣やった。メフィストが「あっ」と気づいて嬉しそうに言う。

「とーちゃん、りぴんっ。こわくないね！」

「怖くないね！」

「うん。──怖くない」

　三匹びきの魔物の瞳には、紅こう炎えんを纏まとう巨きよ星せいが映っている。だから怖くなかった。

「奴やつらを逃がすなっ」

「グリフィンっ、幼生体を捕とらえて男は落とせ！」

　背後に迫せまる魔狼たちも上空のグリフィンも、もう確かく認にんする必要はない。

　アナベルは、猛もう烈れつなスピードで近づいてくるサラマンダーだけを見つめて時計塔から飛び降りた。

　ごうっ、と耳みみ許もとで風が鳴る。

　愛してやまない炎色の鱗が瞳いっぱいに映る。リピンとメフィストはキャッキャッと笑って、火竜の広い背をころりと転がった。

「ナイン！　来てくれてありがとう！」

　落下するアナベルたちを空中で受け止めたナインヘルが大きな弧こを描えがく。

　世界で一番好きな兄竜が迎むかえにきたことが嬉しくてたまらないメフィストは、ついさっきの悲しい出来事を忘れて上じよう機き嫌げんになった。リピンを頭に乗せ、短い脚を元気よく動かしてナインヘルの鬣たてがみをよじ登っていく。

「キャハハ！　ないんへるーっ」

「ナインヘルさまー！」

「キャハハじゃねえよ、面めん倒どうかけやがって。おまえ、また勝手に炎を吐はいたな？」

「ウン！　とーちゃんとりぴんを、まもったよ！」

「なら今回だけ許してやる」

　ニッと笑うナインヘルは、自身の頭に乗ってきた弟たちには優しいけれど、この事態に激怒している。炎を纏う鱗を撫でながら、アナベルは大声で言った。

「ナインっ、時計塔の鐘かねを止めて！　魔物たちは鐘の音に操られてる！　大きな鐘そのものに、魔狼のアルファの『魔物らよ、人間を狩れ』っていう魔力がかかっているんだ」

「くだらねえことばっかしやがって！　あの榛はしばみ色いろの魔狼、絶対にぶっ飛ばす！」

　怒いかるサラマンダーに、大鐘を押さえて止めるという考えはないようだった。

　ナインヘルは深くまで裂さけた口を開け、時計塔へ向かって巨大な炎ほのおの玉を吐いた。

「──っ！」

　カッ、と強きよう烈れつな光が閃ひらめき、刹せつ那な、世界中が紅炎の色に染まる。

　時計塔の天てつ辺ぺんが烈火に包まれ、大鐘が熔とけ落ちる。

　崩ほう壊かいは次の瞬しゆん間かんから始まった。

　ドオォォ────……という凄すさまじい鳴動を起こし、大気を激しく震ふるわせて、時計塔が崩くずれ落ちていく。

　人間が栄えい耀よう栄えい華がに酔よい痴しれ、魔物狩りを生み出した産業革命の絶頂期。その終しゆう焉えんを見るようだった。

「鐘、止めたぞ」

「………」

　現実とは思えない光景に、束つかの間、言葉を失ってしまった。

　弟を取り戻してアナベルの頼たのみごとを叶かなえたナインヘルは、激怒をすっかり忘れて満足そうにする。時計塔の周辺を巡めぐり、逃げ遅おくれた魔物と人間を前脚でつかんで安全な場所へ移す。

　そのとき、ナインヘルとアナベルはひとつの事実に気づいた。

「おい。どうなってんだ」

「〝魅了〟の魔力が、消えてない……」

　大鐘が熔けてなくなっても、時計塔崩壊という一大事が起きてもなお、魔物たちは人々を襲おそいつづけていた。

　悲しくて悔くやしくて涙なみだが滲にじんでくる。もう見たくなかった。彼らは人間を傷つけたいなどと思っていないのに。それでもアナベルは、数多あまたの同胞を操るレンヴィートルや、メフィストを攫さらった魔狼たちを憎にくむことができない。

　一いつ斉せい蜂ほう起きも、今オリビエがドラゴンギルドにいないのも、この悲しい風景も、すべての元げん凶きようは魔物狩りにあるからだ。

「とーちゃん？」

　優やさしいメフィストは父親の様子が違うことに気づき、ナインヘルの長い首をツーッと滑すべりおりてくる。「かなしくないよ。めふぃすとがいるからね。ぎゅー」と言って抱だきしめ、励はげましてくれる。

　アナベルは笑え顔がおになってメフィストを抱き返し、火竜の豊かな鬣を握にぎって願った。

「魔ま物ものと人は、もう憎み合っていてはだめなんだ。ナインならこの争いを止められる！　ナインヘル、魔物と人を守って！」

「──よし。行くぞ！」

「うんっ」

　帝都じゅうから聞こえる悲鳴をひとつ残らず消すために、ナインヘルは赤い翼つばさを大きく広げて飛ひ翔しようした。




　　　　＊　　　＊




　ガーディアンは今どこにいるのだろう。絶対にこの塔とうに近づけたくない──オリビエは焦しよう燥そうに駆かられながら、コットンブランケットやカーテンを鋏はさみで裂さき、ロープを編んでいた。

　午前中に作業を終えるはずだった。マリーレーヴェ王女の成人祝賀式典が始まる正午に、魔ま石せきの格こう子しを破は壊かいして脱だつ出しゆつするつもりだったのに。

　朝の早いうちに出て行くと予想していたネロが、午前十時までこの部屋にいたことで予定が大おお幅はばに狂くるってしまった。一人になってからの二時間は瞬またたく間に過ぎ、式典が始まって三十分が経たった今も、オリビエは縦に裂いた布地を編む作業に追われていた。

　蜂ほう起きは決行されてしまったのだろうか。昨日と同じように物差しを使って窓を開けたが、距きよ離りがあるからなのか、鴉レイヴンの聴ちよう力りよくを使ってもなにも聞き取れない。状じよう況きようがわからないことが余計に焦あせりを生む。

「できたっ」

　急いで作ったロープは命を預けるには頼たよりなく、長さ不足の懸け念ねんもあった。だが一秒でも早くここを出たいという思いが遥はるかに勝まさる。

　格子を割るのに適した金属は、最初に目をつけた二本の給水管だけだった。給水管を取りにバスルームへ向かったとき、キン──、と澄すんだ音がしてオリビエは振ふり返る。

「………」

　朝から落ち着きのない鼓こ動どうが、一層激しくなる。耳に馴な染じんだ、世界にふたつとない美しいその音は、竜りゆうたちの鱗うろこから発せられるものだ。窓辺へ行って格子越ごしに外を見る。

　確かに竜の鱗の音だった。たぶん、きっと、ガーディアンがいる。

　オリビエは今から脱出してガーディアンのところへまっすぐ駆けていく。だからこれ以上近づかずに待っていてほしかった。

　ドクドクとうるさい胸を押さえる。

　昨夜ガーディアンが風を届けてくれた場所へ視線を向け、オリビエは目を瞠みはる。

　そこに、深緑色のシルフィードと薄うす水みず色いろのオンディーヌが飛ひ翔しようするのが見えた。

「ガーディアン！　キュレネー！」

　次の瞬しゆん間かん、窓ガラスが深緑色の鱗で埋うめ尽つくされた。

　……ギ、ア───。

　異国の花鳥の透すかし彫ぼりが施ほどこされた格子。みっつの窓に嵌はめられた無機物のそれらが、まるで生きているかのように不気味な奇き声せいをあげる。オリビエは怖おぞ気け立だった。

　竜の存在を感知した魔石たちが、バチバチバチッ！　と一いつ斉せいに黒い雷いかづちを放ちだす。

「だめだ！　ガーディアンっ、今すぐ離はなれてくれ！」

　ガーディアンは前まえ脚あしで尖せん塔とうの屋根を捥もぎ取った。聖せい杯はいを掲かかげる黄金像が真っ逆さまに落ちていく。頭上に曇どん天てんが広がる。上空には旋せん回かいするキュレネーの姿があった。

「うぅっ！」

　強きよう烈れつな雷らい光こうが弾はじけてオリビエは後方へ飛ばされた。魔石に嚙かみついたガーディアンに、幾いく筋すじもの黒い稲いな妻ずまが纏まとわりつく。

　鮮あざやかな水色の魔石は凄すさまじい力で竜を攻こう撃げきする。パキ、パキンッと音を立てて強きよう靭じんな鱗が割れ、剝はがれる。ガーディアンが渾こん身しんの力を込めて嚙み砕くだくと、魔石は灰色の小石になってばらばらと落下した。ひとつ割るだけでも命が削けずられるのに、ガーディアンは次の魔石に鉤かぎ爪づめを立てる。

「俺、自分で出るから！　ガーディアンが開けてくれたここから脱出できるから！」

　風に乗って流れていく深緑色の煌きらめきは、昨夜ガーディアンがオリビエのために送りつづけてくれた星ほし屑くずではない。黒い雷によって粉々に砕かれたシルフィードの鱗だった。

　鱗の剝がれたところから、砂金と猛もう毒どくを含ふくんだ泥でい濘ねいのような血が垂れ流れる。

　オリビエの大切な竜が魔石に壊こわされる、その耐たえがたい恐きよう怖ふに涙なみだが止まらなくなった。

「頼たのむよ、もうやめてくれよ……っ」

　両方の前脚の鉤爪を折りながら、ガーディアンは魔石を真っ二つにした。ザザァッ……と滑すべり落ちる音がして、割れた石もろとも姿が見えなくなる。

「ガーディアン！」

　短くなった鉤爪を尖塔に引っ掛かけ、ガーディアンが這はい上がってくる。

　五つの竜種の中で、最も長くて綺き麗れいなシルフィードの鉤爪。傷ついた鉤爪を撫なでたいのに、竜の血がそれを許してくれなかった。

　見つめ合う金色の瞳ひとみは魔石に侵おかされ、濁にごりはじめている。オリビエは頰ほおを伝う涙もそのままに、無理やり笑え顔がおを作って語りかけた。

「ガーディアン。助けにきてくれてありがとう。もう、大だい丈じよう夫ぶだから。早く、ここから、離れて……」

　ガーディアンはなにも言ってくれない。グオォッと咆ほう哮こうして最後の格子に嚙みつくさまは、言語を操あやつれない獣けもののようだった。

　口から黒い雷光があふれてくる。赤く焼け爛ただれた口内が見える。ガーディアンが嚙み砕く直前、魔石はひときわ強い稲妻を放って竜の身体からだに突つき刺さした。

　灰色になった石が落下する。

　強く美しいシルフィードが、血を吐はき、長い首を撓しならせて、ゆっくりと倒たおれていく。

「いやだ……いやだぁっ、ガーディアン！」

　パキッ、バキバキッという木々が折れる音と、巨きよ体たいの倒れる音がした。キュレネーが脇わき目めも振らず急降下する。

　尖塔の最上階は屋根と壁かべがなくなり、床ゆかと支柱が残るだけとなった。必死で床を這って下を見る。

「ああ……そん、な──」

　軍服姿のバーチェスが見張りの魔ま狼ろうを拳こぶしで殴なぐっている。ゲノムス特有の丸い巨きよ軀くが信じられないほど小さく見える。地上はあまりにも遠く、布地で編んだロープなど無む駄だで、壁を伝っての降下は最初から不可能だったことを思い知らされた。

　キュレネーが、強力な治ち癒ゆ・浄じよう化か作用のある聖水を吐いてガーディアンにかけていく。

　魔狼たちを気絶させると、バーチェスは両手を広げて大声を張り上げた。

「オリビエ！　飛び降りろ！」

「バーチェス……」

「怖こわかったら目ぇ閉じて飛べ！　おれがぜってぇ受け止めてやる！」

　うん、とうなずく。オリビエは友を信じる。

　そしてオリビエの背にはガーディアンがくれた見えざる翼つばさがある。

　目は閉じなかった。立ち上がり、震ふるえる足で、それでも躊ちゆう躇ちよなく床を蹴けった。

「……っ！」

　ビュオォと耳みみ許もとで風が唸うなる。恐怖を覚えるより早く、いつもの豪ごう快かいな笑顔が近づく。会心の声が間近で聞こえた。

「よっしゃ!!」

　どっしりした丸い身体と太い両りよう腕うでで作られた空間に、オリビエはおさまった。暖かな大地に寝ね転ころぶような感覚だった。顔を上げると、バーチェスがニカッと笑って言う。

「よう、ひっさしぶりだなあ！　二日も休んじまって、仕事めちゃくちゃ溜たまってるらしいぜ！　テオが『戻もどってきたら即そく仕事だ』ってよ！」

「……は、──ははっ。主任、無む茶ちや言うぜ……」

　恐怖から喜びに変わった涙が自分でも驚おどろくほどぼろぼろとこぼれてきて、オリビエは泣きながら笑う。

「バーチェス、ありがと……ありがとうな」

「へへっ！　よし、急ぐぞ、つかまってろ。キュレネーがガーディアンを綺麗にしたあと、このあたりも全部浄化してくれる。それまで絶対どこにも触さわんなよ」

「うんっ、わかった」

　バーチェスはオリビエを背負い、ぽんぽん飛び跳はねてキュレネーのところへ向かう。

　治癒作用のある聖水を浴びつづけるガーディアンは人の姿になっていた。出血は止まっているけれど、まぶたはかたく閉とざされ、裸ら体たいに浮うかぶ鱗はところどころが欠けている。

　今すぐ抱だきつきたくて、バーチェスの背でじたばたしてしまった。

「だめだ、もうちょっとだけ待て。キュレネーの仕事の邪じや魔まになる」

「なんで竜じゃなくなった？　魔力が尽きたのか？　どうしようっ」

「違ちげぇよ、竜のでかい身体だと水かけんの大変だろ？　だからわざと人型になったんだ。それより早く『涙を出せ』って言えよ」

「あっ、涙！　バーチェス、涙を出してくれ！」

「よしきたっ。たんと飲めよ、兄弟！」

　大おお雑ざつ把ぱなバーチェスはがっしりした手でガーディアンの口をばかっと開けた。泣きかたも豪快で、万ばん能のう薬である琥こ珀はく色いろの涙をどばどば落とす。

　キュレネーが周囲に飛散した竜の血の浄化を始めてくれた。オリビエはまばたきを忘れてガーディアンを見つめる。

　金色の長いまつげが揺ゆれる。大量の涙を嚥えん下かし損そこねて、げほっ、と噎むせた。唇くちびるの片かた端はしが上がり、笑みの形になる。

「……もう、充じゆう分ぶんだ、……多すぎる」

「そう言わずに飲めって！　はははっ！」

「同じ琥珀色の液体なら、酒ブランデーが飲みたい」

「ちげえねえ！　じゃあ全部片づいたら、おれとおまえとキュレネーとオリビエで飲みに行こうぜっ。奪だつ還かんチームの勝利を祝わねえとな！」

　ガーディアンは上体をゆっくり起こしながら「ああ、そうしよう」と返事をした。バーチェスがしゃがんで背からおろしてくれる。靴くつが地面に触ふれる前に、逞たくましい腕が伸のびてきて、ぐっと引き寄せられた。

「ガーディアンっ……」

「遅おそくなって悪かった。恐おそろしい思いは二度とさせない。許してくれ」

「閉じ込められてた二日間より、今のガーディアンを見てるほうがずっと怖かった……」

　肩かたを搔かき抱いだいて、鼻をぐすぐすさせながら言うと、ガーディアンは「もうしないよ、気をつける」と優やさしく笑う。オリビエを抱く腕の力強さも、耳に心ここ地ちいい声も、笑ったときの肩の小さな揺れさえ愛いとしくてたまらない。　>>>♥

　ガーディアンに会ったら、ちゃんと言葉にして伝えよう──離はなれ離ばなれの夜にそう決めた。

　混乱と恐怖と絶望に苛さいなまれ、ガーディアンと触れ合えない二日間は、気の遠くなるような長い時間だった。

　待ちわびたこの瞬しゆん間かんに、オリビエは、美しく再生された深緑色の鱗うろこを撫でて言った。

「ガーディアン。……愛してる」

　長軀がびくりと揺れる。抱ほう擁ようが解かれて、両手で頰を包まれる。

　大きな手に促うながされ、オリビエは顔を上げた。想おもいを上手うまく言葉にできないオリビエのことを待ってくれていたガーディアンが、真しん剣けんなまなざしを落としてくる。

「オリビエ。もう一度」

「愛して、る……」

　見つめ返して伝えると、唇が重なってきた。求めてやまなかった形の綺麗な唇が、その甘い感かん触しよくが、離れていた二日間の悲しみや切なさをすべて消し去ってくれる。

「かーっ！　見せつけてくれるぜ！　最高じゃねえか！」

「瀕ひん死しの怪け我がを負った甲か斐いがあった。協力に感謝する、兄弟」

「おうよ、一杯ぱい目はガーディアンの奢おごりだからな！」

　兄弟というより悪友みたいなガーディアンとバーチェスが、いつも通りの息が合ったやりとりをする。はっと我われに返ったオリビエは猛もう烈れつに恥はずかしくなり、大声を出してごまかした。

「じょ、冗じよう談だんでもそんなこと言うなよ！　俺、本気でもうだめだと思っ、て──」

　そのとき後頭部に、ドス……、と控ひかえめに当たってくるものがあった。水竜オンデイーヌの鼻先だと気づいたオリビエは、笑え顔がおになって身体ごと振ふり向く。

「キュレネーっ！　ありがとう！」

「いっぱい怖い思いさせちゃったっ……。オリビエ、ごめんね」

「なんで謝るんだよ、キュレネーが来てくれてめちゃくちゃ嬉うれしいのに！」

　松の葉みたいな太くて長いまつげは雫しずくで濡ぬれていた。

　竜りゆうの姿でも儚はかなげなキュレネーに「ぎゅって、して……」と小声でねだられて、オリビエはときめきで胸が潰つぶれるかと思った。

「来てくれてありがとう。水をたくさん出してくれてありがとうな」

　綺き麗れいな貌かおをぎゅうぎゅう抱きしめ、薄うす水みず色いろの鱗で覆おおわれた頰を優しく撫なでる。

「助かったよ。ありがとう、キュレネー」

　ガーディアンも鱗を撫でて弟竜を労ねぎらい、泣きべそをかいていたキュレネーは「ウン……」と微笑ほほえんでくれた。皆みなで笑い合い、ガーディアンとバーチェスが竜に変容する。

「早くリーゼに報告しねえとな！　みんなを安心させてやりてえし」

「ああ、今サリバンに伝える」

　ガーディアンはまぶたを閉じて精神を集中し、サリバンへ声を届ける。

　隣となりでキュレネーが「よかった……」とつぶやいた。

「昨日、ガーディアンとバーチェスとサリバンが大げんかして、ぼくたちもバトラーのみんなも、すごく悲しくて……でも仲なおりして本当によかった」

「大げんか？　なんで？」

　そう訊たずねたとき、突とつ如じよ、凄すさまじい閃せん光こうが走り、視界が真っ赤になった。

　次の瞬間、ドオォォ────……と轟ごう音おんが響ひびいて時計塔とうが崩ほう壊かいし、巨きよ大だいな砂さ塵じんの柱が立つ。

　キュレネーが前まえ脚あしでオリビエを抱いて守ってくれた。バーチェスは驚きのあまり琥珀色の鱗を逆立てる。

「と、時計塔が！　噓うそだろ！」

「ナインヘルだ」

　ガーディアンの言う通り、砂塵の柱の間近をナインヘルが旋せん回かいし、帝てい都との中心街へおりていくのが見えた。しかしオリビエたちにはそれ以上なにもわからなかった。

「時計塔をぶっ壊こわすなんてよっぽどのことだぜ？　なにかあったんだ、加勢に行くか？」

「そうしたいが……」

　ナインヘルが飛んでいた場所を心配そうに見るガーディアンは、わずかのあいだ思案して言った。

「リーゼの判断を確かく認にんする。謁えつ見けんの大広間へ行こう」

「おう！」

　バーチェスは鉤かぎ爪づめのない丸い拳こぶしを上げ、キュレネーはきりっとした表情になってうなずく。

　オリビエは胸むな騒さわぎがした。それは、今からまたネロに会わなくてはならないことへの不安ではなく、もっと別の、なにか──。

「魔ま狼ろうに会うのが恐ろしいか？　俺がオリビエを抱きしめておく。奴やつのことは見なくていい」

「うん、ガーディアンもみんなもいてくれるから、ぜんぜん怖こわくない。ありがとう」

　オリビエは悪い予感を追い払はらい、急いでガーディアンの背に乗る。三機の竜は揃そろって飛ひ翔しようし、謁見の大広間へ向かった。
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　窓ガラスはことごとく割れて、シャンデリアは落ち、室内に鏤ちりばめられた黄金は砂すな埃ぼこりに覆われて輝かがやきを失う。壁かべと天てん井じようは穴が開いて至るところが剝はく落らくし、そこに描えがかれていたアルカナ神話の神々や英えい雄ゆうたちは姿を消してしまった。

　もはや宮きゆう殿でんの形を維い持じできていない。謁見の大広間には軍人と魔物の遺体が横たわり、竜に脚を折られた魔狼たちが呻うめき、気絶した大おお蜥蜴とかげやグリフィンが倒たおれている。

　立っている者のほうが少なくなりつつあるというのに、アルカナ大帝のまわりは未いまだ激しい攻こう防ぼうがつづいていた。

　グリフィンが発した雷らい光こうにファウストが稲いな妻ずまを当てて消しよう滅めつさせる。リーゼは玉座のある壇だん上じように立ち、サージェントとアンバー、リシュリーとともに大だい蛇じやや大蜥蜴を叩たたいていく。

　テオが竜の巨きよ軀くにできた傷に聖水をかけて、オーキッドは彼に寄り添そい、近づいてくる大蛇を威い嚇かくした。救助にあたるジュストとレスターのことを、サロメとフォンティーンが守る。

「あっ、ガーディアンの声だ！」

　止血と洗せん浄じようを施ほどこされたサリバンが、大広間の外にいる土竜たちにも聞こえるよう、よく通る声で言った。

「みんな、ガーディアンがオリビエを助け出したよ！　魔石を全部壊して、大怪我したけどバーチェスとキュレネーが治してくれたって！　リーゼくんっ、ガーディアンたちが、すぐここに来るって言ってるよ！」

「よし！」

「やったぜ！」

「本当によかった、オリビエ……」

「早くオリビエに会いたーいっ」

　テオやジュストやオーキッドが声を弾はずませる。レンヴィートルは怒いかりも動どう揺ようもいっさい見せない。奴を捕とらえて終わりにする──リーゼがそう決めたときだった。

　カッ、と大気が揺ゆれ、天井の大穴から見える曇くもり空が一瞬、炎ほのおの色になった。

　直後、ドオォォ────……という地じ響ひびきが遠くから伝わってくる。

　轟音に合わせて魔狼たちが、ウォー、ウォーと遠とお吠ぼえを始め、四頭のグリフィンが、キイッ、キイッと鳴きながら室内を旋回する。

「この地響きは……、ナインヘルか!?」

　リーゼは叫さけび、サロメとファウストがうなずいた。

「はい。ナインヘルが、アナベルとメフィストとリピンの救出に成功しました。しかし」

「音を止めるために、鐘かねに巨大な炎の玉を当てた。時計塔は消えてなくなった」

　大広間の中央に敷しかれた、玉座へつづく長い絨じゆう毯たん。そこに立つレンヴィートルは牙きばを剝むいて高笑いをした。

「あははは！　帝国の繁はん栄えいの象しよう徴ちようを、帝国の家か畜ちくが破壊するとは！　滑こつ稽けいの極きわみだ！」

　リーゼは舌打ちをする。時計塔を利用し〝魅み了りよう〟の魔力を拡散して終わりではない、竜に破壊させるまでが奴の計画だった──。

　レンヴィートルの足あし許もとには自身が殺した軍人たちの遺体と、魔狼のアルファのために戦って果てた同どう胞ほうの亡なき骸がらが横たわっている。それらに見向きもせず、両手を広げて天を仰あおぎ、時計塔の崩壊を讃たたえた。

「ああ……素す晴ばらしき福ふく音いんよ。私の新世界に相応ふさわしい、美しい調べ……」

　曇どん天てんに晴れ間が生じたのだろう、天井の大穴が明るくなる。

　まぶたを閉じて恍こう惚こつの表情を浮うかべるレンヴィートルに、一筋の光の帯が落ちてくる。

　陽光を受けて煌きらめく榛はしばみ色いろの髪かみ。長いまつげと白い美び貌ぼう。

　赤く染まる魔狼の牙と、夥おびただしい返り血が付着した元げん帥すいの軍服。

　神聖と邪じや悪あくが混在した奇き異いな光景に、リーゼもサリバンも、サージェントたちも、アルカナ大帝でさえ目が離はなせなくなった。

　この一いつ瞬しゆんの隙すきがすべての運命を決定づける。

　恍惚から醒さめたレンヴィートルは、極きよく端たんな三白眼になってアルカナ大帝を睨ねめつけた。

「滅ほろびの帝国の王よ！　魔物が人間を狩かる新時代の到とう来らいを、地じ獄ごくの最下層から見てろ!!」

　ばっ、と片手を振る。室内を旋回していた四頭のグリフィンが急降下してくる。

「うぅ……レリウス！」

「アンバー！　──っ！」

　アルカナ大帝を守り固めていたアンバーとサージェント、リシュリー、リーゼは、グリフィンにつかまれて大広間の四よ隅すみへ放ほうり投げられた。

「リーゼ！」

　サリバンが高速で飛んでくる。リーゼは壁に叩きつけられる寸前で風竜の柔やわらかな掌てのひらに倒れ込んだ。リシュリーはファウストに、アンバーはサロメに受け止められる。サージェントは擬ぎ態たいを解き、吸血鬼ヴアンパイアの高い身体能力を使って着地した。

「リーゼっ、大だい丈じよう夫ぶ？」

「大丈夫だ、ありがとう、助かっ、た──」

「アルカナ王家の者どもよ、死の壇だん上じように集つどえ！」

　脳に直接響いてきたレンヴィートルの声には強い〝魅了〟の魔力が宿っている。リーゼは上体を起こして床ゆかに片かた膝ひざをついた。

　壁の大穴に、六つの人ひと影かげが見える。

「ネロっ」

「いま行く！」

　ゲノムスたちの巨軀をすり抜ぬけて、満面に笑えみを湛たたえたアゼル、ケネス、笑い声を立てるエウリックが大広間へ戻もどってくる。

「行っちゃだめだ！」

「お願いだから行かないでっ」

　叫ぶシャハトが王おう妃ひを、泣きそうなシーモアが妹君を、そしてエドワードがマリーレーヴェ王女を抱だいて止める。魔力に侵おかされた彼女らがふたたび外へ連れ出されたとき、三人の王子は壇上に迫せまっていた。

　レンヴィートルが三匹びきの暗あん灰かい色しよくの魔狼を従え、玉座へ駆かける。

　駆けながら魔狼のアルファに変容する。

　魔力に侵されていない軍人たちは、なぜ王子らが笑顔で魔狼の前に立つのか理解できずに混乱した。玉座とレンヴィートルの距きよ離りが瞬またたく間に縮まる。

「止まりやがれっ！」

　リーゼが渾こん身しんの力を込めて放った鉞まさかりは、レンヴィートルの長い尾おの先を掠かすめて床に突つき刺ささった。リシュリーが投げたサーベルは暗灰色の魔狼にぶつかって落ちる。ヴァンパイアに変容したサージェントの足でも間に合わない。

　暗灰色の魔狼が吠ほえ、王子たちに食くらいついた。

「ぎ、あぁっ……！」

「痛いっ、怖いぃ……助、け──」

　身体を食い千切られたアゼルとケネスの断末魔の叫びが大広間に響ひびく。

「……ネロ。……どう、して」

　たった今まで笑っていたエウリックは涙なみだと大量の血を流し、まぶたを閉じた。

　受け入れがたい凄せい惨さんな光景に、軍人らは頭を抱かかえ、頽くずおれる。リーゼもサージェントも立ち尽つくす。

　壇上に一人残されたアルカナ大たい帝ていは、息むす子こたちが魔物に喰くわれるという地獄を見せられても微び動どうだにしない。その両足には何匹もの大蛇が絡からみついている。

　レンヴィートルを捕らえて終わると決めた。終わりは見えていた。でも、叶かなわない。リーゼはもう叫ぶことしかできなかった。

「やめろ！　これ以上罪を重ねるな！」

「逃にげてくださいっ陛下！　大蛇を叩いて──」

　レンヴィートルが跳ちよう躍やくする。

　アルカナ大帝が、サーベルを捨てた。カシャンと音が鳴る。空いた右手を、緋ひ色いろの軍服の懐ふところに入れる。

　レンヴィートルは口を大きく開き、アルカナ大帝の肩かたに長い牙を埋うめ込んだ。

「ぐ──、ぅ」

　肩の肉が嚙かみ千切られる。壇上に吐はき捨てられた肉にく塊かいが、べしゃっと音を立てる。

　鮮せん血けつが噴ふき上がり、肉が抉えぐられたせいで左ひだり腕うでがぶらんと垂れ、揺れた。

「ぅあぁっ……陛下！」

「アルカナ大帝陛下っ！」

　リシュリーが、サージェントが、軍人たちが声の限り絶ぜつ叫きようする。レンヴィートルはさらに首許に嚙みついた。

　リーゼは眦まなじりが裂さけそうなほど目を見開く。アルカナ大帝の、筋肉も腱けんも失なくした左腕が動いて、榛色の獣じゆう毛もうを鷲わしづかみにした。

　深く組み合っているレンヴィートルには見えていない。軍服の懐から右手を出したアルカナ大帝は──嗤わらっていた。

「陛下！」

　リーゼが彼の笑みを見たのはそれが最初で最後だった。

　ダンッ、ダンッ！　ダンッ……！　と銃じゆう声せいが鳴り響く。

　謁えつ見けんの大広間に、束つかの間の静せい寂じやくが訪おとずれる。

　時が止まったかのように誰だれも動くことができない。

　魔ま狼ろうが大帝から離れ、壇だん上じようからも離れて、大きく飛び退すさる。その拍ひよう子しに、人の姿になったレンヴィートルは、呆あつ気けに取られた顔で己おのれの腹を押さえた。

「ああ。……ぁあ、これ、は。……どういう、こと──」

　視線を落とし、ひどくうろたえる。

　純白の軍服がみるみる血の色に染まっていくさまも、三人の王子が食い殺されたことも、肉体を抉られ血を噴くアルカナ大帝が拳けん銃じゆうを手にしていることも、すべてが非現実的すぎて脳がすぐに処理できない。

　アルカナ大帝は拳銃を忍しのばせていた。自身の手で魔狼のアルファを狩り、蜂ほう起きの始末をつけるために。リーゼがようやくそれを理解したとき、レンヴィートルが凄すさまじい怒ど号ごうをあげた。

「おのれえぇ──!!　愚ぐ劣れつな人間の分際で、よくも！」

「やめろ！　もうやめろレンヴィートル！」

　サージェントやサリバンさえ立ち尽くす中、リーゼは走りだす。

　三発の弾丸を腹ふく腔こうに抱え、血を滴したたらせながらもなお襲おそいかかろうとする魔狼に、大帝は容よう赦しやなく銃口を向けた。

　ダンッ、とふたたび銃声が鳴る。四発目の弾丸を受けたレンヴィートルと、力尽きたアルカナ大帝は同時に倒たおれた。

「陛下っ……陛下！　──父上っ」

　涙を流すリシュリーの、悲痛な叫さけびがこだまする。止まっていた時間が動きだす。

　ウオォ───という怒いかりの雄お叫たけびは、帝国軍とデュシス・エンドの魔物たち双そう方ほうがあげたものだった。

　おさまりかけていた争いの炎ほのおが、今また燃え上がる。傷つけ合う人間と魔物を、ドラゴンギルドの竜りゆうが懸けん命めいに抑おさえる。リシュリーとサージェントは玉座へと駆けた。

「くっ、……そ!!」

　リーゼがレンヴィートルの傍かたわらに膝をついたとき、謁見の大広間にガーディアンやオリビエたちが入ってきた。状じよう況きようを把は握あくできない兄弟に、サロメとサリバンが口々に伝える。

「ガーディアン、バーチェス、キュレネー！　早く、皆みなを止めてくださいっ」

「魔物も人間も、もう絶対に死なせちゃだめなんだ！」

　ガーディアンたちはすぐに散らばり、広大な室内の至るところで起きている争いを止めはじめた。

「ネロ……？」

　大広間の中央に敷しかれた、玉座へつづく長い絨じゆう毯たん。そこにレンヴィートルが倒たおれていると気づいたオリビエが、転がるように駆かけ寄ってくる。へたり込み、血に染まった軍服を見て声を震ふるわせる。

「なんでっ？　なにがあったんだ、どうしたんだよ、……なあっ、ネロ！」

「死ぬな!!　魔物たちには安あん寧ねいの未来がある！　魔ま物もの狩がりの終結は必ず実現する！　おまえにもちゃんと未来があるんだよ、罪を償つぐないきった先に!!　だからこんなところで死ぬな！」

「ほざけ！　人間どもに魂たましいを売った家か畜ちくが！」

　かっと目が見開かれる。レンヴィートルは血を吐はきながら、凄すさまじい怒いかりを以もつてリーゼを拒きよ絶ぜつした。残っていた軍服の白い部分が血の色に侵しん蝕しよくされていく。

「誰だれか、竜りゆうの涙なみだ……サリバンっ、サロメ！　ジュスト！」

　レンヴィートルをこの世につなぎ止めたくて必死で叫さけぶ。だがサロメたちは怒り狂くるうグリフィンや魔ま狼ろうを抑おさえるので手て一いつ杯ぱいで、ジュストはアルカナ大たい帝ていに掛かかりきりになっていた。

「ネロ！　死んじゃだめだっ、頼たのむよ、生きてくれっ！」

「ああ……。もう、見えて……いる。──すぐ、そこに、美しい……新世界、が」

　レンヴィートルは穏おだやかに微笑ほほえみ、涙を滂ぼう沱だと流した。

　潤うるむヘーゼルの瞳ひとみが、ひときわ色いろ濃こい孤こ独どくを宿す。そこにはなにも映っていない。オリビエさえ映っていなかった。

「私、の……新、世界──」

　彼が望む世界に、指先だけでも触ふれることができただろうか。

　リーゼにはわからなかった。

　魔狼の最上位アルフアネロは、瞠どう目もくしたまま事切れた。

「……ネロ？　噓うそ、だ……。──うわあぁっ……」

　オリビエの慟どう哭こくを止めてやることができない。一匹ぴきの若い魔狼さえ守れない、無力な己おのれへの憤ふん激げきで脳が煮にえ立つようだった。

「くそっ！　ちくしょう!!」

　数多あまたの同どう胞ほうを犠ぎ牲せいにしてきたレンヴィートルのことを、リーゼは許さない。だが絶対に死なせてはならなかった。凄せい烈れつな孤独に苛さいなまれていた彼を救うのは死ではない、〝魔物が人間を狩る新時代〟を築くことでもない。長い時間をかけて罪過を償い、魔物狩りが終結した未来を手にすることだけだった。

　怒りで手がガタガタと震える。その手でレンヴィートルのまぶたを閉じると、最後の涙が眦まなじりから伝い落ちた。

「ガーディアン！　来い！」

　叫びながらテール・コートを脱ぬぎ、赤一色になってしまった軍服を覆おおう。混乱の間かん隙げきを縫ぬって飛んできたガーディアンの掌てのひらにオリビエが倒れ込んだ。

「こいつはもう、おまえからオリビエを奪うばった魔狼じゃない、ひとつの亡なき骸がらだ。守ってやってくれ。どうか頼む」

「わかっている。早く大帝のもとへ行け」

　リーゼは玉座へ走る。レンヴィートルが息絶え、〝魅み了りよう〟の魔力が消えても、グリフィンや魔狼や狗いぬ鷲わしたちは帝国軍を襲おそいつづけていた。洗脳から解放された彼らが、本心から魔狼のアルファの死に激げき怒どしているとわかる。

　玉座が横倒しになった壇だん上じようには、処置を終えたジュストと、アルカナ大帝の左ひだ肩りかたを押さえながら泣き伏ふすリシュリー、深い失意に打ち拉ひしがれるサージェントの姿があり、サリバンが皆みなを守っていた。

　ジュストがリーゼに気づいて立ち上がり、首を横に振ふる。

「首から肩にかけての欠損が酷ひどすぎて、竜の涙でも再生は難しい。止血処置をしたけど、ほとんど意味がないと思う。痛み止めを打つことしかできなくて。ごめんなさい……」

「わかった。オリビエを診みてくれ。少しのあいだでいい、そばにいてやってくれないか」

　涙声で「はいっ」と返事をして、ジュストはオリビエのところへ駆けていく。

　リーゼが片かた膝ひざをつくと、まぶたを閉じているアルカナ大帝が唇くちびるをゆっくり動かした。

「……レンヴィートルは」

「死亡を確かく認にんしました」

　短く報告し、大帝は一度うなずく。

「息むす子こたちも、レンヴィートルも、──魔物狩りも、すべて余が……連れて、逝いく」

　その言葉にリーゼたちは驚おどろき、リシュリーも顔を上げた。

　まぶたが開かれる。鮮あざやかな碧へき眼がんは、死の間ま際ぎわにあってなお強い威い厳げんを宿していた。

「──譲じよう位いを。サージェント、リシュリー、筆頭バトラー、立会人はこの三名……。マリーレーヴェとビドルエーリをここへ……。急げサージェント、長くは持たぬ」

「はっ！」

「ぼく、マリーを連れてくる！」

　サージェントとサリバンが宮きゆう殿でんの外へ向かう。

　リシュリーは大帝のそばを離はなれない。出血をどうにかして止めようとした手は、真っ赤な手て袋ぶくろを嵌はめたみたいになっていた。リーゼは立ち上がり、二人に背を向けて距きよ離りを取った。

「父上……、父上っ……」

「……ほどなく、おまえを狩らずに、済むように……なる」

　リシュリーの嘆なげきの声が、痛ましいまでに激しさを増す。大帝はきっと微笑んでいるのだろう。

　思い描えがいていた夢は、人間の父親と一角獣の息子の時間は残ざん酷こくなほど短くて、なにひとつままならない悔くやしさに、リーゼはそこに立ち尽つくした。

　サージェントがビドルエーリ大主教の手を取り、サリバンが前まえ脚あしでマリーレーヴェ王女を抱だいて連れてくるのが見えると、リーゼは王家の紋もん章しようが施ほどこされた毛皮のマントを拾い上げて二人のところへ戻もどる。

　王のまま逝くことを願い、アルカナ大帝に毛皮のマントをかけた。

「陛下っ……」

　マリーレーヴェはすでに大おお粒つぶの涙をこぼしていた。サリバンが王女を大帝の傍かたわらにそっとおろす。ビドルエーリ大主教も落らく涙るいしながら両膝をついた。

「ああ……大帝陛下、大帝陛下。これは現実なのでありましょうか……　神よ……」

「大主教猊げい下か、今しがた説明した通りです。どうか、譲位の略りやく儀ぎを」

　サージェントが片膝をつく。リーゼも倣ならい、リシュリーの背を強く叩たたいて片膝をつかせた。

　束つかの間、争いの喧けん噪そうが遠のく。

　迫せまりくる死の中で、譲位の略儀は粛しゆく々しゆくと執とりおこなわれた。

「余は……今このときを以て、帝位を退き……、第一王女マリーレーヴェに……その位と全権を、譲ゆずるものとする」

「──はい。フェンドール公こう爵しやく閣下、サージェント法務将校閣下、竜結社の筆頭バトラーどの立ち会いのもと、アルカナ大帝陛下の御お言こと葉ばを以て譲位は為なされました。新皇帝マリーレーヴェ三世陛下の御み世よが永からんことを」

　それは三十秒にも満たない儀式だった。新皇帝の誕生を寿ことほいだビドルエーリ大主教は、アルカナ大帝のためだけに祈いのりはじめる。マリーレーヴェは少女のように泣きじゃくる。

「いやです……陛下、逝かないでっ……」

「マリーレーヴェ……。皇帝と、なった……おまえが、魔物狩りを終結、させよ」

「陛下っ」

　サージェントとリシュリーは驚きよう愕がくしたがリーゼはさして驚かなかった。

　やはり大帝の心には〝魔物狩りの終結〟が存在していた。あの日、激怒したサリバンの言葉に心を動かされていたのだ。

「ずるいよ、王さま。今は考えられないって言ってたくせに。もう王さまのこと悪く言えなくなるじゃない」

　人間を嫌けん悪おするサリバンが、ほどなく訪おとずれるアルカナ大帝との別れを悔しがる。

　譲位を済ませ、魔物狩りの終結を託たくした大帝は、安あん堵どしているように見えた。

「リシュリー。……妹の、力となれ。新皇帝を……よく支えよ」

「はいっ、支えます、身命を賭として……！　お誓ちかいします！」

「マリー……、おまえの母に、伝えてくれ……。──許せ。と」

　噎むせび泣くマリーレーヴェは何度もうなずく。リシュリーは声を漏もらして泣き、サージェントが堪こらえきれず片手で目め許もとを覆った。

　王は淀よどみなく死へ向かう。

「アルカナ皇こう帝ていマリーレーヴェ三世に……、我が帝国に、永久の」

　栄光を。そう言うはずだったのだろう。しかし震ふるえる唇が力尽きた。

　サファイアのような美しい碧眼が、光を失う。

　まぶたがゆっくり閉じていく。その眦に雫しずくはない。

　アルカナ・グランデ帝国大帝レカレド・アーギベルス・オル・アルカナは、一滴の涙なみだもこぼさず、夥おびただしい血潮を玉座に染しみ込ませて息絶えた。

「陛下！」

「父上っ、うあぁっ……」

　リシュリーとマリーレーヴェが父親に縋すがりついて慟哭する。ビドルエーリ大主教が泣き崩くずれ、サージェントが肩を震わせて涕てい泣きゆうする。

　争いの喧噪が戻ってくる。まだ悲ひ嘆たんに暮れるときではない。

　まだ、なにも終わっていなかった。

「マリーレーヴェ三世皇帝陛下」

　リーゼは強く言いきり、皆が涙に濡ぬれた顔を上げる。

「先帝陛下の御ご遺い志しを全まつとうなさってください。魔ま物もの狩がり終結の宣言を」

「リーゼっ、よせ！」

「頼たのむ……、どうか今だけは……」

　サージェントが声を荒あららげ、リシュリーがマリーレーヴェを守るように抱き寄せる。

「今でなければ意味がないんだっ！」

　リーゼは一いつ喝かつした。大広間には怒号や咆ほう哮こうが響ひびきつづけている。

「魔物狩りを終結させなければ、先帝と王子たちの死もレンヴィートルの死も、魔物や軍人たちの死も、すべてが無む駄だになる！」

　リシュリーの腕うでの中で震えるマリーレーヴェの、鮮やかな青い瞳ひとみをまっすぐとらえて言う。

「命じてください、ひとことでいい、あとはドラゴンギルドが動きます」

「ねえ、マリー、言ってよ。マリーのために竜りゆうの一族は動くよ」

　サリバンの声が降ってくる。優やさしくて真しん摯しな言葉が空気を変えた。サージェントも、リシュリーも小さくうなずいて促うながす。

　とめどなく流れる涙もそのままに、アルカナ皇帝は唇を動かした。

「……マリーレーヴェ・エイグリース・テス・アルカナの、名に、おいて……、魔物狩り終結を……宣言、する。──人と魔物の争いを、止とめよ……」

「マリーレーヴェっ……！」

　掠かすれた小声で懸けん命めいに告げて、また泣き崩れた妹を、リシュリーが滅め茶ちや苦く茶ちやに搔かき抱いだく。

　即そく位いしてわずか数分の皇帝にはあまりにも厳しい務めだった。充じゆう分ぶんすぎるほどの宣言だった。リーゼは立ち上がり、遠くまで届く声をあげる。

「今ここに、アルカナ皇帝マリーレーヴェ三世陛下の御み名なにおいて〝魔物狩り終結〟の宣言が為された！　帝国軍は武器を捨てろ！　魔物は牙きばと鉤かぎ爪づめを仕し舞まえ！」

　争いが止む。魔物も人間も一いつ斉せいに玉座を見る。

　リーゼの言葉を聞いた軍人たちは、三人の王子とともにアルカナ大帝が崩ほう御ぎよしたことを知った。サーベルを落とし、諸もろ膝ひざを折って祈りだす。

「ドラゴンギルドの竜に告ぐ！　魔物狩りは終結した！　最さい西せい端たんデュシス・エンド、南方セントミルス諸島、最北端フェンドール、東方レト・ルー・ヴァニア、および魔ま海かい域いき、南東、北東、南西、北西へ飛べ！　アルカナ・グランデ帝国の魔物に、人々に、あまねく伝達を！」

「イエス・サー!!」

　竜たちの力強い声が響き渡わたる。

　厚い雲が去って、眩まばゆい光がこぼれ落ちてくる。

　光へ向かって最初に飛ひ翔しようしたのは、魔物狩りの終結を誰だれよりも切望していたエドワードだった。サロメ、サリバン、ガーディアン、フォンティーンがそれぞれ別の方角へ向かい、バーチェス、シャハト、キュレネー、シーモアがあとにつづく。

　琥こ珀はく、水色、黄緑、深緑色、紺こん碧ぺき──鱗うろこを煌きらめかせて飛んでいく巨きよ大だいな竜たちの、恐おそろしくも神秘的な姿に、魔物も人間も見入っていた。この希望に満ちた風景は、力を尽くして勝ち得たのではなく、多くの犠ぎ牲せいによって与あたえられたものだということを、リーゼは決して忘れてはならない。

　オーキッドとアンバーとファウストは大広間に残る。最後まで足あ搔がくグリフィンに、ファウストが「もう終わったんだ。休んでいい」と静かに諭さとすと、グリフィンは頽くずおれ、魔ま狼ろうのアルファのために涙した。

　凄せい絶ぜつを極きわめた謁えつ見けんの大広間から、混乱や怒いかりが少しずつ消えていく。

　先帝と三人の王子の遺体は、ファウストとリシュリーと秘書官たちによって宮きゆう殿でん群内の礼拝堂へ移された。王おう妃ひと妹君はアルカナ王家特別区へ戻り、マリーレーヴェもダインリー執しつ事じ長に連れられて離り宮きゆうへ一いつ旦たん戻る。深い悲しみの底にいる彼女らは、それでも今夜から多くの儀式を執りおこなっていかなければならない。

　赤い瞳を銀ぎん灰かい色しよくに変え、人間に擬ぎ態たいし直したサージェントが無理やり笑え顔がおを作った。

「擬態する必要はなくなったが、さすがにみんな驚おどろくからな……動ける部下を連れてくる」

「ああ、頼んだ」

　喪そう失しつ感かんでいっぱいのサージェントの背を叩いて励はげます。

　誰もいなくなった壇だん上じように、玉座と、先帝の血の跡あとだけが残った。リーゼも壇上からおりて長い絨じゆう毯たんを歩いていく。

　オリビエのそばに座るジュストと目を見み交かわすと、魔物専門の医師は涙を拭ぬぐって立ち上がり、まだ多くいる負傷者のところへ向かった。

　リーゼは、首が折れそうなほど項うな垂だれているオリビエの隣となりに片膝をついた。

「防護服業者たちも、レンヴィートルも守れなかった。──許してくれ」

　オリビエは何度も首を横に振ふり、声を絞しぼり出す。

「ボス……。俺、ネロのことが怖こわかったんです。大切な同どう胞ほうを簡単に犠牲にして、誰の話も聞かなくて、独りで破は滅めつへ向かってるネロが本当に怖かった……きっと、こうなるのは避さけられなかったんです。でもやっぱり、生きて、罪を償つぐなってほしかっ、た……」

　目を赤く泣き腫はらすオリビエを、片腕で力いっぱい抱だく。また無念が込み上げてくる。リーゼはこの先、何度も悔くやしさに駆かられるのだろう。

　オリビエが落ち着くのを待って訊たずねた。

「仕事できるか？　きつかったら休んでいい」

「大だい丈じよう夫ぶです、できます。主任に、戻もどってきたら即仕事だって言われてて」

「そういやテオのやつ、昨日そんなこと言ってたな。──オーキッドとアンバーに、負傷した魔物たちと亡なき骸がらをギルドへ運ばせる。中庭、前庭、エントランスホール、ラウンジ、裏庭も飼育小屋も、すべて使う。オリビエは亡骸を綺き麗れいにして、安置してやってくれ。急がなくていい、休みを取りながらやれ。俺も戻り次し第だいやる」

「イエス・サー」

　体高が十一テナー（約百五十センチ）を超こえる大きな魔狼のアルファは、人の姿だと華きや奢しやで軽かった。リーゼはレンヴィートルを横抱きにして歩きだす。

　竜の血が残っていないか細かくチェックし、横たわっている多くの魔物の状態を一匹ぴきずつ丁てい寧ねいに確かく認にんする──おそろしく忙いそがしい中ちゆう堅けんバトラーだが、テオはすべてを理解したうえで少し笑って片手を上げ、ゴーグルを外したレスターがいつも通り黒くろ縁ぶち眼鏡をくいっと動かす。オリビエは二人へ深々と頭を下げた。

　壁かべの大穴を抜ぬけて外へ出る。

　途と端たんに喧けん噪そうに包まれる。灰色の雲は散り散りになり、幾いく筋すじもの光が降り注いでいた。

　グリフィンと狗いぬ鷲わしの襲しゆう来らいを受けた宮殿群は至るところが破は壊かいされ、多数の負傷者が出ているようだった。侍じ従じゆうや士官が慌あわただしく行き来する。帝都警察のサイレンが遠くからも近くからも聞こえてくる。

　待機していたオーキッドが、泣きべそをかきながら前まえ脚あしでオリビエを抱きしめた。

「エリスとメルヴィネに、オリビエと一いつ緒しよに仕事しろって伝えてくれ」

　オーキッドはうなずき、レンヴィートルの亡骸とオリビエを背に乗せて飛翔する。

　若葉色のシルフィードがゆっくり旋せん回かいして岩山の向こうへ消えるまで見送った。

「……リーゼさん」

　名を呼ばれて振り返ると、アナベルが立ち、うしろにナインヘルが四し肢しを折って座っていた。父親の腕に抱かれて上じよう機き嫌げんのメフィストが大声を出す。

「りーぜ、ただいま！　めふぃすとね、とーちゃんとりぴんを、まもったよ！」

「おかえり、メフィスト。冒ぼう険けんしたみたいだな。泣かなかったか？」

「ム」

　いつ覚えたのか、小さなメフィストは一丁前に思案顔をしたあと「ちょびっと、だけね」と言った。ナインヘルが溜ため息をついてぼやく。

「びーびー泣いといてよく言うぜ。──で。おれはどうすりゃいい」

「急ぎ周辺都市をまわって魔狼たちを見つけ出し、デュシス・エンドへ戻るよう促してくれ。混乱して帰郷が難しい者がいれば、連れて帰き還かんを。ドラゴンギルドで保護する」

「わかった。行ってくる」

　ナインヘルは翼つばさを広げ、メフィストが「ばいばいぃー！」と元気な雄お叫たけびをあげる。

　リーゼは、赤い巨きよ星せいを見上げるアナベルに訊ねた。

「ご苦労だったな。中心街の様子はどうだ？」

「はい……魔物が人を襲おそって、ナインヘルがそれを止めていたのですが……、突とつ然ぜん〝魅み了りよう〟の魔力が解けました。みんな我われに返ってすごく混乱して、泣きだす仔こたちもいて……。ナインヘルが『ドラゴンギルドから連れん絡らくがあるまで棲すみ処かでじっとしとけ』と言って、みんなを急いで帰しました」

　眉まゆをひそめて話すアナベルは、〝魅了〟の魔力が急に解けた理由を理解しているだろう。

「クレイグ警部が僕たちのところへ来てくれたんです。状じよう況きようがつかめないと困っていたので、宮殿群と中心街でなにが起きているのかを伝えました」

「そうか、クレイグ警部が状況を把は握あくしたなら充分だ、中心街は帝都警察に任せる。あとで俺からも警部に連絡しておく」

　怒おこっても責めてもいないのに、アナベルはいきなり泣きそうになって言った。

「──と、時計塔とうっ……リーゼさんっ、どうしたらいいですか」

「時計塔の一本や二本、どうとでもなる。前より立派なやつ建ててやるよ。莫ばく大だいな金がかかるが俺は別にかまわない。立て替かえて後日ナインヘルとおまえに請せい求きゆうする」

　アナベルは「ひぃー……」と息を吞のみ、この世の終わりが来たような顔をした。

　リーゼはふっと笑う。

「ギルドに戻れ。エリスやメルヴィネはおまえたちのことが心配でたまらねえだろう、早く安心させてやれ。オリビエも戻ってる。大事な仕事を指示した、詳しよう細さいを聞いてアナベルも業務にあたれ」

「イエス・サー」

　オリビエの名を聞いたアナベルは表情を一気に明るくして、ぺこりと頭を下げた。

　幼生体を優やさしく抱く後ろ姿が、行き交かう人々に紛まぎれていく。

「とーちゃん。りぴん、ねちゃったよ。ぷーっ、ぷーって、いってる」

「本当だ、鼻がぷーぷー鳴ってるね。リピン、たくさん頑がん張ばってくれたものね。メフィストもいっぱい怖かったよね。帰ったらおやつを食べてお昼ひる寝ねしようね」

「ウウン。おひるね、しない。おやつたべて、じぇいどと、ふぇありーと、あそぶー」

「ええっ……」

　吞のん気きな火竜と慌てる魔ま女じよの会話が遠ざかる。

「リーゼ！　来てくれ！」

　サージェントに呼ばれて、リーゼは謁見の大広間へ戻った。

　異国の賓ひん客きやくを老舗しにせホテル街へ移動させることから始まり、帰国手配、死傷者数の確認、大広間からの全員退去、建築物の被ひ害がい状況の確認、帝都警察と連絡──さまざまな処理を進めるうちに、瞬またたく間に夕ゆう陽ひが沈しずんだ。

　宵よいが訪おとずれるころ、ナインヘルが数匹の魔狼を背に乗せて帰還した。

「死んだ奴やつらの中には暗いのが嫌きらいな奴もいるだろ。たぶん」

　ドラゴンギルドを明るくしたナインヘルが、アルカナ皇こう帝ていの宮殿群と中心街にも鮮あざやかな紅こう炎えんを灯ともしていく。

　サラマンダーが掲かかげた鎮ちん魂こんの灯ともし火びは、深く傷ついた帝都を七日七夜照らしつづけた。




　　　　†




　帝てい国こく暦れき一八七三年──。この年の夏が一いつ瞬しゆんにして過ぎ去ったことを、永い時を生きるリーゼは折々に思い起こすだろう。

　魔物の蜂ほう起きにより超ちよう大国の君主と王族が惨ざん殺さつされるという空前絶後の大事変は、世界中を震しん撼かんさせた。

　大帝と三人の王子を一度に喪うしなったアルカナ・グランデ帝国の民たみの衝しよう撃げきと悲しみは計り知れない。陸軍元げん帥すいが魔物だったことも、オーウェン枢すう密みつ院いん議長や政府の高官や多くの軍人が死亡したことも、国民は受け入れられなかった。根こん拠きよのない噂うわさが流る布ふし、それがさらなる混乱を招き、収しゆう拾しゆうがつかなくなってしまう。

　新皇帝マリーレーヴェ三世は、リシュリーとリーゼの助言をもとに声明を発表した。

　あらためて〝魔ま物もの狩がり終結〟を宣言し、先帝と王子たちを殺害した首しゆ謀ぼう者しやも死亡していることから、魔物に危害を加えないよう強く呼びかける。そして魔物に襲われ負傷した帝都民へ、王家付きの医師団を派は遣けんした。

　蜂起の翌日、帝国じゅうが混乱を極きわめる中、リーゼはオリビエとともにハーシュホーン通りへ向かう。

　防護服業者たちの墓に花を手た向むけて泣き伏ふすオリビエを立たせてくれたのは、防護服会社の取とり締しまり役やくだった。彼はオリビエの無事を喜び、今後もドラゴンギルドのためにより良質の防護服を作っていくことを約束してくれた。

　先帝と三人の王子の遺体は、宮きゆう殿でん群内の礼拝堂からビドルエーリ大聖堂へ移される。そこから三日間、民の弔ちよう問もんが途と絶だえることはなかった。

　レンヴィートルを始めとする魔物たちの亡なき骸がらは、ジュストによって防ぼう腐ふ処置が施ほどこされる。

　ジュストの推測通り、肥大化したグリフィンは薬やく剤ざいを打たれていた。しかしごく少量で、彼らの身体からだを大きくしたのは、魔女の森から与あたえられた魔力ということが判明する。

「きっと、魔女の森を作った九人の魔女も、この仔たちの力になりたかったんだろうね……」

「そうだな……」

　リーゼが最も評価したのは、エドワード老とシャハトとシーモアが異国の賓客を守り抜ぬき、死者を一人も出さなかったことだった。

　だが軽傷や重傷は免まぬかれず、国家間の問題に発展するのを避さけるため、リーゼは竜りゆうの涙なみだを詰つめた小こ瓶びんを用意し、竜を使者として向かわせた。

　この迅じん速そくかつ誠実な対応は功を奏し、各国の君主からマリーレーヴェへ励はげましの言葉が届く。そして、異国の賓客を巻き添ぞえにした大事変の直後にもかかわらず、先帝と三人の王子の国こく葬そうには周辺諸国から多くの要人が参列した。

　愛まな娘むすめを想おもう皇太后は「皇帝陛下を支えます」という気き丈じようさを見せたが、一週間で痛ましいほど瘦やせ、憔しよう悴すいしきっているのは誰だれの目にも明らかだった。マリーレーヴェと医師団の勧すすめで、皇太后はマリーリネア王女を連れて静養地へ移り住むこととなる。

　多た忙ぼうを極めるマリーレーヴェを支えたのはリシュリーとサージェントだった。

　魔物狩りが招いた惨さん劇げき、その舞ぶ台たいとなった謁えつ見けんの大広間は、壁かべの一部を〝戒いましめの碑ひ〟として遺のこし、宮殿の解体が決定された。

　マリーレーヴェは同時に時計塔の着工を決める。帝国全土から工こう匠しようが集められ、手先の器用なシャハトを中心に、エドワード、バーチェス、シーモア、アンバーが交代で時計塔再建の現場に携たずさわった。

　重傷を負ったデュシス・エンドの魔物たちはドラゴンギルドで療りよう養ようする。彼らの人間に対する警けい戒かい心しんを解いたのは、人間であるエリスだった。

「ごはんだよー。動けるようになった仔は取りにきて。たくさんあるから慌あわてずゆっくり食べてね。おなかや脚あしが痛い仔はいない？　我が慢まんしないでちゃんと教えてねー」

「おまえ、おれらのことが怖こわくないのか？」

「怖くなんかないよ！　竜に比べたら可愛かわいいもんだよ。それよりみんな、毎日診みてくれてるジュストさんにお礼を言ってる？　誰かに優しくされたり嬉うれしいことしてもらったときは『ありがとう』って言葉にして伝えるんだよ」

「はぁーい」

　魔ま狼ろうやグリフィンや大おお蜥蜴とかげたちは素す直なおに返事をしたあと「エリス、ありがとう」と声を揃そろえて言っていた。

　つらく悲しい経験をしたオリビエも日常を取り戻もどしていく。

「エリスにばっか甘えんな！　怪け我がが治ったならさっさと帰れっ、これ以上爺じいちゃん婆ばあちゃんに心配かけたら許さねえからな！」

「オリビエ、同どう胞ほうにも厳しーぃ……」

　凄せい絶ぜつを極めた、レンヴィートルの蜂起から二週間。

　魔物狩りが起きたという連絡や、帝都や周辺都市で魔物の遺体が上がったという通報は一度もない。リーゼは、怪け我がが完治した魔物たちをデュシス・エンドへ帰すことにした。

「落ち着いたら顔を見せにこいよ、爺ちゃん婆ちゃんが寂さびしがってる」

「シルフィードの旦だん那ななら、ひとっ飛びだしな」

「うん、ガーディアンに連れて行ってもらうよ。……ロージ、セス、みんな気をつけてな！」

　魔狼は数匹ずつに分かれて駆け、狗いぬ鷲わしは連なって飛び、グリフィンは水が入ったタンクや、大だい蛇じやや大蜥蜴を背に乗せて西へ向かった。

　ようやくレンヴィートルたちをゆっくり弔とむらうことができる。

　それが滞とどこおりなく済めば、ドラゴンギルドは──胸きよう裏りに芽生えた、あるひとつの思いを抱きながら、リーゼは朝の打ち合わせで指示を出した。

「一機または二機、帰還の早い竜が亡骸をデュシス・エンドへ移し、埋まい葬そうを。今日より始める。数日はかかるだろう。全日、俺も行く──」

「デュシス・エンドだと？　やめとけ」

　思いもよらない声に、リーゼも皆も驚いて一斉に振ふり返る。

　声の主は、いつも通り最後列の肘ひじ掛かけ椅い子すに座るナインヘルだった。

「やっと自由になれたってのに、また西の果てに縛しばることねえだろ。おれがエトナ火山へ運んでやる。ファウストも行くだろ？」

「行く」

　同胞の亡骸をエトナ火山で弔った経験があるファウストは、歳としの近い兄竜の問いかけに、かぶせぎみに即そく答とうした。リシュリーとアナベルが微笑ほほえみ合う。

　ナインヘルは斜ななめ前に座るメルヴィネに訊きいた。

「確か死者ってのは、嘆なげいたり寂しがったりするだけのもんだったよな？」

「はい、そうです。でもギルドで過ごしている亡骸は、オリビエさんに綺き麗れいにしてもらって、穏おだやかです。みんな一いつ緒しよなので寂しくないみたいです」

「だったら分けたりしねえ、全員を一緒に運ぶ。おれとファウストだけじゃ無理だ。グリフィンと魔狼はでかいし、ヘビやトカゲは数が多い。ほかに行く奴やつはいねえか？　リーゼと年長組はだめだぜ。おまえら余計な感情が入りすぎてるからな」

「はい！　ナインヘル兄さまっ、ぼく行きます！」

「おれも行くぜ！」

　アンバーがビシッと手を挙げて、バーチェスも軽く拳こぶしを握にぎる。シャハトが「僕たちも」と言い、キュレネーとシーモアがうなずく。最後にオーキッドが「はいっ、はーい！」と慌あわてて挙手した。リーゼやサリバンたちが驚おどろくあいだに話が進む。エリスが片手を挙げて訊たずねた。

「バトラーも同行していい？　僕、行きたい！　──ねえ、アナベルとメルヴィネは、どう……？　無理はしてほしくないけど……」

「はい、行きますっ」

「僕も同行したいです！」

　戸と惑まどうオリビエに、エリスは優やさしく笑いかける。

「エトナ火山でお別れするのは、すごく寂しいし、またつらくなっちゃうと思うんだ。だからオリビエはギルドでみんなとお別れを済ませなよ。僕たちがオリビエの代わりにちゃんと送ってくるからね」

「エリス……。アナベル、メルヴィネ、ナインヘルたちも、本当にありがとう」

　予定が大きく変わってもまったく問題ない。若い竜やバトラーが自分から考えを述べて決めたことが、リーゼは嬉うれしかった。エドワード老はにこにこして様子を見守り、父親を亡なくしたリシュリーにも微び笑しようが戻もどってきて、久しぶりに皆の笑え顔がおが揃う。

「よし。すべての亡骸をナインヘルたちに託たくす。丁てい寧ねいに弔ってやってくれ。エリス、アナベル、メルヴィネは気を引き締しめて同行を。──テオ、大至急スケジュールを組み直せ」

　任務スケジュールが崩くずれた途と端たん、いつも慌てふためく現場主任は、今日は珍めずらしく「イエッス・サー！」と気合いの入った返事をした。

　その日の午後三時。

　ドラゴンギルドの発着ゲートに全従業員が集まった。レスターが最新型の手持ちカメラを、そして激務に追われているはずのサージェントまでもが私物のカメラを構える。

　真新しいシーツで包んだレンヴィートルたちの亡骸と、バトラーを乗せた竜が、みっつのゲートから順番に飛び立っていく。

「行ってらっしゃい！」

「気をつけて！」

　エドワード老と、額に手を翳かざすサリバン、フォンティーンの楽しそうな会話が聞こえた。

「弟もバトラーも、みんなしっかり成長して、頼もしくなったね」

「お兄さまチームとしては嬉しいような寂しいような！」

「サリバンは九割がた寂しいのだろう？」

「フォンくんも、エドの爺さまもねっ」

　レスターとサージェントが夢中で写真を撮とる。サロメはいつになく興こう奮ふんし「レスター、メルをたくさん撮ってくださいっ」と言っていた。リシュリーとジュストが笑顔で目め許もとを拭ぬぐう。

「こんなにも素す晴ばらしい風景が見られる日が来るとは……」

「うんっ、すごく感動するね」

　ガーディアンに肩かたを抱かれたオリビエが、大きく手を振る。頰ほおを伝う涙なみだには、悲痛ではなく、別れの寂しさと、同僚に弔ってもらえる安あん堵どが含ふくまれていると感じられた。

　リシュリーの言う通り、若い八機の竜が横並びに飛行する風景は、胸が熱くなる素晴らしいものだった。しっかり目に焼きつけたいのに、ぼやけていく。

「ほんとめちゃくちゃ感動する。ねえ、リーゼさ……、──あーっ!!」

　隣となりに立つテオがいきなり大声をあげて、リーゼはびくっとしてしまった。

「泣いてる！　サ、サタンの目に涙が！」

　皆が「えっ」と驚いて一いつ斉せいに見てくる。レスターがスクープをつかんだ新聞記者のごとくシャッターをバシャバシャと切った。

「やかましい、泣くか！　おいっ、レスター、なに撮ってんだ」

「竜結社通信に載のせようと思いまして」

「ばかやろう！　あいつらを撮れっ、こんな機会もう二度とねえぞ！」

　ばちばちと力いっぱいまばたきをして、ずいぶん遠くなった竜の隊列を見つめる。

　レンヴィートルたちの弔いが済めば、ドラゴンギルドは──胸裏に芽生えていた、あるひとつの思いが一層強くなる。

　竜とバトラーの成長した姿すがたが、リーゼにそれを決意させた。










　溜たまる一方の仕事を捌さばき、遅い食事と風呂を済ませると日付が変わっていた。

　時刻は午前零れい時四十分──。

「リーゼくーん。早く来て」

　寝しん台だいでは他者の名や仕事の話は出せない。リーゼは決意したことを相談できないまま寝台に入ってしまった。シャツを脱ぬいで裸はだかになり、仰ぎよう臥がするサリバンの裸ら体たいの上に横たわる。長い指が髪かみを梳すいてくる。

「リーゼくんが亡なき骸がらを故郷に埋葬しようとしたのは、デュシス・エンド生まれの魔物の帰き巣そう本能が強いからでしょう。優しいね。でも、ナインヘルたちにエトナ火山へ連れて行ってもらえてよかったね」

「ああ、本当によかった」

「……魔狼のあの仔こも、みんなも、早く生まれ変われるといいな」

　以前、『ベッドの中で奴の話を二度とするな』と激げき怒どしていたサリバンが、レンヴィートルたちのことを思いやる。

「サリバンっ……」

「なぁに、リーゼくん」

　サリバンだけが持つ大きな優しさに触ふれて、我が慢まんできなくなったリーゼは、厚い胸むな板いたに手をついて言った。

「俺、決めたんだ。──ギルドを……解散、するって。明日、皆に伝える……」

「えーっ！　どうしちゃったの、ずいぶん急な話だねえ」

「急じゃない。考えてたことだ」

　途端に涙の匂においがする。相談できた安堵と、解散を初めて言葉にした寂しさとが綯ない交ぜになる。グスッと鼻を鳴らすと、おどけていたサリバンは「わ、大変だ」と本気で焦あせって上体を起こし、胡坐あぐらをかいてその上にリーゼを座らせた。

「どうしてギルドを解散しようと思ったの？」

「魔ま物もの狩がりが終結して、竜りゆうが狩られる心配がなくなったから。ドラゴンギルドは竜を失わないための組織……役目を終えたんだ」

「うぅーん、結社ができた理由はぼくら竜を守るためだったけど、三十年のあいだにいろいろ変わったでしょう？　ギルドがなくなって困るのは人間のほうだって、リーゼくんときどき言ってるじゃない？　存在理由はたくさんあるってことだよね？」

「でもっ、でも、俺は竜の兄弟に、自由に大空を……飛んで……」

「──あ。話の途中なのに、ごめん。ぼくもう射精しちゃう」

「えっ」

「泣きべそかいてるリーゼくんが最高にかわいいから。……ねえ、入れていい？」

　優しくねだられて拒こばめるはずがなかった。

　うん、とうなずくと同時に後こう孔こうに熱い精液がかけられる。ぬめりを纏まとう長いペニスが腹の奥まで一気に届いて、リーゼは快感に身を震わせた。

「ぁ、あっ……、サリバン──」

「リーゼくん愛してる……来世もその次も、そのまた先も、ずっとずっとだよ……」

　この三十年余、夜ごと口にしてきた言葉を、サリバンは今夜もまた心を籠こめて伝えてくれる。

「ギルドを解散しても、一緒にいられる……？」

「──っ！　あんまりかわいいこと言わないで、止まらなくなるっ」

「あっ、あっ」

　言葉通り、サリバンは何度も腰を突き上げて長い射精をする。深く口づけて舌を絡からませ、また大量の体液を中にかけられる。

「ぼくはずうっと、ずうーっとリーゼくんと一緒だよ。まぁ、ギルドがなくなるなんてあり得ないけどね。あの魔女はほんっとしつこいから」

「へ……？」

「なんでもないよ、リーゼくん、愛してる」

「……俺、も、──あっあ……、っ」

　つながったまま、ゆっくりと身を横たえた。仰臥したリーゼの上に長ちよう軀くが覆おおいかぶさってきて、いつもの心ここ地ちいい重さに包まれる。サリバンが腰をまわし、硬かたい陰いん茎けいがなめらかに出入りを繰くり返す。

　サリバンがそばにいてくれるなら、ドラゴンギルド解散という途方もない寂しさにも耐たえられる。リーゼは綺麗な金色の髪を握り、緑色の鱗うろこを撫なでながら、サリバンが生み出す甘く優しい律動に溶とけていった。










　泣いたつもりはないのに、夜が明けて目を覚ますとまぶたが腫はれていた。

「すっごくかわいいのはいつものことだけど、昨夜のぐすぐすしてるリーゼくんはいつも以上にかわいかったなあ。ハァ、思い出すだけで勃ぼつ起きしちゃう」

　上じよう機き嫌げんのサリバンがリーゼのまぶたに涙を落とし、腫れを治す。当然のようにしつこいキスをしてくる竜の顔面をつかんで、ぐいっと押し戻した。

「あれ、また急につれない。でもそういうとこも大好き」

　リーゼは毎朝サリバンに軍服を着せて三つ編みを結ゆってきた。ドラゴンギルド創立時からつづくこの身み支じ度たくも、今日が最後になるかもしれない。感傷に駆かられながら金色の長い髪を編むと、『ゆるゆるすぎるのがイヤ』とぼやいていたサリバンは「痛いっ、リーゼくん、ちょっと、きつく編みすぎ」とまた文句を言った。

　食堂へ行って普ふ段だん通りの量を──ボウル満まん杯ぱいのサラダと、山盛りの料理が載った二枚の大皿を並べられても、食欲がまったく湧わかなかった。

「腹……いっぱいだ」

「えー！　おかわりはするけど残したことなんか一度もないのに！　ぼくの、奥さんが……食事を、残す……そんな、そんなっ」

　サリバンは大おお仰ぎようにわなわなして、背中合わせに座っているガーディアンに、わあっと泣きつき、「朝から騒さわがしい」と冷たくあしらわれていた。

「あとで絶対に食べたくなるよ。コックにお願いして取っといてもらおうっと」

　重い足取りで脱衣室へ向かう。

　任務スケジュールを確かく認にんする現場主任の声が耳に入ってこなかった。テオが猫ねこ脚あしの肘ひじ掛かけ椅い子すに座り、リーゼは立ち上がる。まわりくどい言いかたは嫌きらいで、なにより従業員のためにならない。ざわめく心を抑おさえて切り出した。

「これまでの皆みなの働きに感謝する。これは決定事項だ。〝魔物狩り終結〟の宣言が為なされ、竜が狩られる脅きよう威いもなくなった。従って──」

　泣きだす者もいるだろう。彼らを直視できないリーゼは、まぶたをかたく閉じて言った。

「──結社ドラゴンギルドを、解散する」

　水を打ったように、シン……と静まり返る。

　長い沈ちん黙もくだった。皆あまりにもショックで言葉を失っているのだ。

　責められるのを覚悟してまぶたを開いたリーゼは、「ん？」と声を漏もらす。

　誰だれも泣いていない。サリバンだけがにこにこ笑い、ほかの全員はぽかんとしていた。

「なんか言えよ」

「はい。では失礼を承しよう知ちで言いますが、リーゼさんの冗じよう談だんはおもしろかった例がないです」

　レスターが黒くろ縁ぶち眼鏡をくいっと上げ、隣となりに座るジュストが同どう僚りようの肩をポンと叩たたく。

「あはは、僕、おもしろい冗談だなあって思っちゃった。──ねえ、ボス、一年以上先まで案件と依い頼らいが詰つまってるよ？　ボスの大きらいな違い約やく金きん、発生しない？」

「なにっ」

　最も嫌けん悪おする〝違約金〟という言葉に思わず反応してしまった。

「解散ってなんだ？　時計塔を造り直す金、払わなくていいってことか？」

「しーっ！　それ言わない約束したでしょっ……」

　アナベルに唇くちびるを押さえられたナインヘルが「あ。そうだった」と、吞のん気きに口をもごもご動かす。シーモアは心配そうにエリスに訊きいた。

「僕の丸いケーキは大丈夫なの？　解散しても食べられる？」

「解散は冗談なんだって！　今日もシーモアの丸いケーキあるよ、楽しみだね！」

「わー、ありがとう、エリス。うれしいー」

　なんの話をしているかさっぱりわかっていないアンバーは、最も歳としの離はなれた兄竜に訊たずねる。

「エドワードお爺じいさま、『ギルドを、解散する』って、なあに？　毎朝リーゼが言う『解散、それぞれ任務を始めろ』と同じ？」

　信じがたいことに、にっこり微笑ほほえむエドワードが「アンバーの言う通り、同じ意味だよ」と、しれっと噓うそをついた。アンバーとシャハトとキュレネーが「そうなんだー」と笑い合う。

「今日も任務もあと、時計塔づくりがんばろうね、アンバー」

「はいっ、シャハト兄さま！」

「ジュストと一いつ緒しよに、差し入れ持って行くね」

「リーゼの冗談か。なら書く必要はない」

　ファウストが手帳を閉じ、リシュリーが「はは……」苦笑いをする。

「やだぁ、ぼく、食堂の美味おいしいごはんとふかふかのベッドがないと生きていけなーい」

　オーキッドは花びらみたいな唇を尖とがらせ、テオに寄りかかった。約三十年前、ギルドから脱退しようとした竜の言葉とは思えない。

「安心しろ、飯もベッドも、気に入ってるモコモコのスリッパもずっとある。──リーゼさん、今日も発着スケジュールかっつかつなんすよ、仕事始めていいっすか」

　テオの一声をきっかけにして、竜とバトラーが「さぁ、軍服脱ごっか」「うんっ」「今日の任務地ちょっと遠いんだよなあ」と立ち上がった。

「お、おい……、自由になれるんだ。昔みたいに、好きな場所で、生きられるんだぞ……？」

　もう、誰も聞いていない。

「なあ、ガーディアン」

　最も近くに立つガーディアンに声をかけると、食堂でサリバンにも絡まれていた彼は「なぜ俺なんだ」と心底迷惑そうな顔をする。

「おまえ、俺とオリビエに『ギルドに屍しかばねを埋うめろ』と言ったばかりだろう」

　それしか話してくれなかった。オリビエがまぶたを閉とじてウンウンとうなずき、ガーディアンの軍服を脱がしていく。

　フォンティーンとサロメが会話しながら裸はだかになり、水竜の兄弟のあいだに立つメルヴィネがせっせと軍服を受け取る。

「なぜだろう、調子が出ない……すっきりしないと言うべきか」

「私もです。リーゼの業務開始の号令がなかったからかもしれません」

「それだ」

「俺っ、俺が代わりに言ってやる、──解散。おのおの現場で～」

「百万年早えよ、テオ」

　バーチェスがにやにやして揶揄からかい、「なんだとう！」と言うテオも皆も大きな声で笑って、ドラゴンギルドの脱衣室がいつもの賑にぎやかさに包まれる。

「………」

　リーゼの涙なみだの一大決心はなんだったのだろうか。

　こうなるとわかっていたのだろう、サリバンは終始にこにこしていた。目が合った途と端たんに、ぐぅー、と腹が鳴る。サリバンが避よけきれないほどの投げキスを連投し、「朝食の残り、取ってあるからねっ」と伝えてくる。

「………。飯食って、仕事するか」

　脱衣室を出たリーゼはそう独ひとり言ごちて、何度も首をかしげながら食堂へ向かった。




　　　　†




　季節は進み、落ち着きを取り戻もどした帝てい都とに清冷な風が吹ふき渡わたる、十一月──。

　謁えつ見けんの大広間につづいて蘇そ生せいの塔も解体され、跡あと地ちの整備までが完了した。工事の音が止やんで静かになった〝戒いましめの碑ひ〟の周囲には秋の草花が揺ゆれる。

　初夏のアルカナ・グランデ帝国を震しん撼かんさせた蜂ほう起きから約五か月。魔ま物もの狩がりが終結したことを実感しはじめたこの日、リーゼとサリバンとサージェントは宮きゆう殿でん群の一室でアルカナ皇こう帝ていに拝はい謁えつした。四名で大きなテーブルを囲み、壁に寄せた椅子にはナインヘルとアナベルが座る。

　全従業員に無視された〝ドラゴンギルド解散〟を唯ゆい一いつ信じたのはマリーレーヴェだった。

『まさかリーゼが結社の解散を考えているとは。由ゆ々ゆしき事態だ、手を打とう』

　リーゼはもう解散を考えていないし、できれば早く忘れたい。アルカナ皇帝に余計なことを告げたリシュリーは、現在、ファウストとともに一いつ旦たんフェンドール公こう爵しやく領へ戻っている。

「承服できませんな」

　リーゼは強く抗こう議ぎした。それは、ドラゴンギルドが帝国軍の末端から外れて皇帝直属の組織となることに対してではない。フレイザーが陸軍元げん帥すいに就任することに対しての抗議だった。

　中将から大将に昇進したサージェント法務将校が言う。

「承服できないもなにも、もう陛下がお決めになったことだ」

「誰だよフレイザーを助けたのは。あのまま謁見の大広間に転がしときゃあよかったんだ」

「リーゼくん、フレイザーくんのこと『すげえ強運持ってる』とか『陸軍元帥の座に就つくのはあいつかもしれねえな』って言ってたよ」

「そうなのか？　リーゼの予言が当たったんじゃないか、すごいな！」

　軽々しい会話をする風竜と吸血鬼を睨にらみつけると、二匹ひきの魔物は揃そろって肩かたをすくめた。

「陛下、よろしいのですか？　あの無能男、死ぬまで元帥の座にしがみつきますが」

　ジゼルに瓜うりふたつのアルカナ皇帝は微笑む。

「元帥となったフレイザーは二度と魔物狩りを起こさないし、帝国軍にも起こさせない。一度でも魔物狩りが発生すれば即座に元帥の地位を失うことになるからな。かつて魔物狩りを推進していた軍人が、次はそれを必死で止める──フレイザーには死ぬまで元帥の座にしがみついてもらうとしよう。リーゼやサージェントや枢すう密みつ院いんの新議長たち能者が、彼のぶんまで仕事をすれば問題ない」

　リーゼは、ぐっと口を閉じた。いかにもジゼルが考えそうなことだ。気がつけば『筆頭バトラー』から『リーゼ』に呼びかたが変わっている。母親に名を呼ばれているような心持ちになりながら、壁のほうを横目で見た。

　──アナベルのやつ……。

　豪ごう奢しやな椅子にだらりと座るナインヘルの隣となりで、アナベルは噴ふき出す汗あせをひたすらハンカチで拭ぬぐっていた。ナインヘルの『アナベルを付けるなら行ってやってもいい』というわがままを聞いて同席させた魔女は、人間であるアルカナ皇帝に特別ななにかを感じてひどく混乱し、大量の汗を流しているに違ちがいない。

　マリーレーヴェはジゼルの生まれ変わりかもしれない──夏のあいだ忘れていた疑惑が、今になってまた浮上してくる。

「陸軍元帥も枢密院議長も決定した。あとはドラゴンギルドが新たな契けい約やくを締てい結けつするだけだ」

　サージェントに促うながされて、リーゼは革かわ張ばりの細長い箱を開けた。血で真っ赤に染まった大判の羊皮紙を取り出し、テーブルに広げる。

　躍おどるように揺れる【CONTRACT ～Dragon Guild～】の文字と、羊皮紙の端はしから今にも滴したたり落ちそうな赤い雫しずく。

「これが〝鮮せん血けつの契けい約やく書しよ〟か……」

　マリーレーヴェは興味深げに、だが礼節を弁わきまえて契約書をのぞき込む。リーゼには、皇帝の碧へき眼がんに懐かしさが宿っているように見えた。

「ナインヘル」

　名を呼び、手招きをする。魔女の強きよう靭じんな血を燃やせるのは火竜だけだった。ナインヘルと、サージェントが心配そうに訊ねてくる。

「本当に燃やすのか？」

「残すこともできるだろう？」

「ああ、この契約書こそ役目を終えた」

　リーゼは羊皮紙を丸めてナインヘルに手渡す。赤い鱗うろこが浮かぶ大きな手から紅炎が生まれ、〝鮮血の契約書〟は瞬またたく間に燃え尽きた。

　リーゼは亡母が遺のこしてくれた〝鮮血の契約書〟を拠より所として結社を運営し、竜を守り、竜に魔物を守護させてきた。魔女ジゼルが生きた証あかし、それとの別れに寂さびしさを覚えずに済んだのは、彼女によく似たマリーレーヴェが目の前にいるからだろうか。

　サージェントがヴァンパイアの魔力を使って作成した契約書には、事前に協議して決めた契約内容が記き載さいされ、アルカナ王家の紋もん章しようとマリーレーヴェの個人紋章、ドラゴンギルドの紋章が箔はく押おしされている。

「契約の締結には血液が必要だったな」

「はい。掌てのひらを傷つける非礼をお許しください。傷口は竜の涙ですぐに完治します」

　マリーレーヴェとリーゼが署名して、そこに各おの々おのの血を落とす。血液はしゅうしゅうと音を立てて動きだし、パチッと火花を散らしながら文字に沿って染しみ込み、赤い刻こく印いんのようになる。サージェントが厳おごそかに言った。

「両者の血ち潮しおを以もつて契約は成立し、結社ドラゴンギルドはマリーレーヴェ三世皇帝陛下直属の組織となった」

　血の署名が刻印されても、サリバンの涙によって傷口が一瞬で消えても、マリーレーヴェは驚おどろかない。煌きらめく青い瞳ひとみでリーゼをまっすぐ見み据すえてくる。

「今後も結社ドラゴンギルドを率い、この帝国の〝永遠とわの守もり人びと〟となれ」

　サリバンとリーゼは同時に目を剝むいて驚きよう愕がくし、椅子から立ち上がってしまった。

〝LIESE〟が魔女の古い言葉で〝永遠の守人〟を意味することを知っているのは、ごくわずかの竜りゆうだけだった。サージェントでさえ知らないそれを、なぜ二十歳はたちの人間の女性が口にできるのか。

　考えられる答えはひとつ。前世の記憶を持って生まれたからだ──。

「──ジっ、ジゼ、……おまえ、やっぱり、ジゼっ」

「リーゼくんっ、名前言っちゃだめ！」

「陛下に向かって『おまえ』は無礼が過ぎる。次は許さんぞ」

　サリバンの手で口を塞ふさがれる。サージェントが生き真面目まじめに𠮟しかりつけてくる。マリーレーヴェはいたずらっぽく笑い、サリバンがむきになって言った。

「ちょっとマリー！　リーゼくんはぼくのものだから！　直属になったからって軽けい率そつに呼び出さないでよね！　二人きりになんてさせないよ、ぼくも絶対に来るからね！」

「私が召しよう致ちするのはリーゼとは限らない。そのうちサリバンだけ召致するぞ？　──積もる話もあるだろう、互たがいに」

「きゃあー、助けて！　マリーがジゼルで怖こわい！　積もる話なんか、ない！」

　リーゼの口を塞いで止めたくせに、サリバンがぽろりと名を出す。五い十そ路じの男と百年以上生きる竜を翻ほん弄ろうする若き皇帝が「ははは」と朗笑し、完全にマリーレーヴェ側に立つサージェントも笑う。アナベルは噴き出す汗をひたすらハンカチで拭く。

　収しゆう拾しゆうのつかなくなったおかしな空間で、なにもわかっていないナインヘルが「くぁ……」と大きなあくびをひとつした。

























　帝てい国こく暦れき一八七四年、春──。

　建築の専門家が「再建には十年以上を要する」と見立てた時計塔とうは、工こう匠しようたちの尽じん力りよくと五機のゲノムスの力ちから添ぞえによって、わずか八か月という素す晴ばらしい早さで崩ほう壊かい前の壮そう麗れいな姿を取り戻もどした。

　カ──ン……、カ──ン……、と澄すんだ音が帝都じゅうに響ひびき渡わたる。

　新たな鐘かねの音とともにアルカナ皇帝の戴たい冠かん式しきが始まった。

　眩まばゆい青空のもと、百万を超こえる人々が街路に立ち並ぶ。その中には魔ま物ものも多くいることだろう。

　ビドルエーリ大聖堂には国内外から三千人の貴き賓ひんが集つどった。

　ドラゴンギルドの十三機の竜りゆうと九名のバトラーに加えて、三機の幼生体も招待を受ける。

　赤い瞳ひとみのサージェント法務将校と、サージェント家やプレシアナ家のヴァンパイアたちも参列した。しかしこれでも魔物は少ないくらいだった。

『五十年余におよぶ魔ま物もの狩がりの深手が、半年や一年で癒いえるはずもない。私は急せいてないよ、ゆっくり着実にいこう』──戴冠式に招待した魔物がほとんど来ないとわかったとき、リーゼとサージェントはひどく焦あせったが、マリーレーヴェは微笑ほほえんでそう言った。

　玉座のそばに、遠地で静養している皇太后とマリーリネア王女の姿が見える。約半年前、痛ましいほどに瘦やせてしまった皇太后が、穏おだやかさをほんの少しずつ取り戻していることにリーゼは心から安あん堵どした。

　大聖堂の大おお扉とびらが開く。

　十四人の聖職者につづいて入ってきたマリーレーヴェは、王家の紋もん章しようが金糸で刺し繡しゆうされた白金色のドレスに身を包んでいる。結ゆい上げられた炎ほのお色いろの髪かみと、サファイアのような瞳。聡そう明めいで美しいアルカナ皇帝に、貴賓もサリバンたち竜も、リーゼも見入り、皆みなが感かん嘆たんの息を静かについた。

　厳おごそかな空気が漂ただよう中、ビドルエーリ大主教が祈き禱とうし、宣せん誓せいをおこなった皇帝が、白しろ貂てんの毛皮で縁ふち取どられた濃のう紺こん色のマントを纏まとう。

　一族最さい高こう齢れいの竜・エドワードがアルカナ皇帝の右手に王おう笏しやくを、一角獣であるフェンドール公こう爵しやくリシュリーが左手に宝珠オーブを授さずける。人間と魔物は必ず共存していけると強く思わせてくれる、神聖で奇き跡せき的な光景だった。

　ビドルエーリ大主教が冠かんむりをかぶせる。

　王笏とオーブを手に、帝冠を戴いただくマリーレーヴェが玉座についた瞬しゆん間かん、空気を震ふるわせる大だい歓かん声せいと拍はく手しゆが沸わき起こった。

　割れんばかりの祝福の拍手につられて、リーゼもゆっくり手を叩たたいた。

「マリー、とっても綺き麗れいだねえ。──リーゼくん？　どうしたの」

　リーゼの様子が違ちがうことにサリバンだけが気づく。

　譬たとえようのない思いが込み上げてくる。

　果たして、今このときにネロ・フーリオ・レンヴィートルのことを思い出す者がいるだろうか。

　おそらく誰だれ一人いない。三千人の参列者は当然のこと、隣となりに立つサリバンも、ガーディアンと微笑み合って拍手をするオリビエでさえ、歴史的瞬間に心を震わせ、彼の存在を忘れているかもしれなかった。

　リーゼだけは決して忘れてはならない。五十年余もつづいた魔物狩りを、己おのれの手で断たち切ろうとした若い魔物がいたことを。

　魔ま狼ろうの最上位アルフア、ネロ。

　彼はアルカナ・グランデ帝国にとって絶対悪だ。

　アルカナ大帝と三人の王子を殺し、帝国を滅ほろぼそうとした希代の大罪者として、ほどなく歴史書に名が刻まれるだろう。帝国の民たみは百年、二百年の歳月を経へてもなお〝ネロ〟を悪の代名詞にする。

　世界中を震しん撼かんさせた惨さん禍かは、やがて小説になり演劇になり、誇こ張ちようされ脚きやく色しよくされていく。

　誰かが小説を読むたび、演劇を観みるたびに、絶対悪のレンヴィートルは四発の弾だん丸がんを受けて死ぬ。リーゼはそれを止めることができない。

　だから必ず憶おぼえておく。魔狼のアルファもまた、魔物狩りに追い詰つめられた悲劇の存在だったということを。凄せい烈れつな孤こ独どくに苛さいなまれるレンヴィートルを守れなかった、その重い責任をリーゼは背に負って生きていく。サリバンから与あたえられた永い命は、このためにあるのだとさえ思えてくる。

　見上げれば、春の陽光が大聖堂のステンドグラスに差し掛かかるところだった。

　マリーレーヴェの帝冠が七色の光を受けて、夢のように美しい輝かがやきを放つ。

　百年が経たって、捻ねじ曲がった物語だけが残っても、俺は真実を憶えている──心に決めたリーゼは、心配そうに顔をのぞき込んでくるサリバンへ「陛下、綺麗だな」と笑えみを返し、力強い拍手を送った。

　ふいに、竜の兄弟が騒さわぎだす。

「ティアマトーさまだっ」

「わあっ、すぐ近くまで来てる！」

「本当だ、ティアマトーさま！」

　オーキッドとアンバーが手を取り合ってぴょんぴょん跳はね、メフィストまで「かーちゃんっ、どこ？」と捜さがす。嬉うれしそうな竜たちの言葉の意味を、リーゼやサージェントやバトラーたちもすぐ知ることになった。

　なにも見えないが、虹にじ色いろのドラゴンの存在を感じるのだ。参列席からも軽かろやかなざわめきが起きる。

　マリーレーヴェが立ち上がると、大聖堂の高い天てん井じようから虹色の光がきらきらとこぼれ落ちてきた。

　ダイヤモンドが触ふれ合うような美しい声が、ビドルエーリ大聖堂を包み込む。

　──古くからの友に祝福を。魔物と人間が共存する大地に永久の弥いや栄さかを──

「ありがとうティアマトー。また会えて嬉しいよ」

　マリーレーヴェは微笑んで言う。その青い瞳は、決して見えない竜母神ティアマトーの姿を確かにとらえていた。

　ばっ、とポニーテールを激しく揺ゆらし、リーゼはサリバンを見る。口をあんぐり開けて、超ちよう絶ぜつがつくほどの美形が台なしになっていた。

「……き、聞いた？　リーゼくんも聞こえたよねっ、ティアマトーさまとマリーの会話！」

「聞こえてねえっ、俺はなんにも聞いてねえぞ！」

「うそっ、うそ！　リーゼくん、ぜったい聞いたぁー！　古くからの友って、なぁに!?」

「俺に訊きくなっ、俺が訊きたい！　また会えて、って、なんだ!?」

　大聖堂に響く祝福の声と歓喜は最高潮に達する。サリバンとリーゼの不毛なやりとりは、鳴りやまない拍手に消えていった。










　アルカナ皇帝マリーレーヴェ三世の戴冠式は、竜母神ティアマトーの来訪というこの上ない奇跡を伴ともなって終しゆう了りようした。五十分の休きゆう憩けいを挟はさんでパレードがおこなわれ、夕刻からは宮きゆう殿でん群で晩ばん餐さん会が催もよおされる。

「忙せわしないスケジュールだな」

「ぼくらギルドもね」

　竜結社は今日も稼か働どうする。従業員たちはドラゴンギルドへつづく道を歩いていた。

　鼓こ笛てき隊たいが奏かなでる華はなやかな音楽と、新皇帝の儀ぎ装そう馬車を待ちわびる人々の歓声が、離はなれたこの場所まで聞こえてくる。

「リーゼくん、晩餐会に出なくてよかったの？　美味おいしい料理いっぱい食べられたのに」

「ああいう堅かた苦くるしいことはリシュリーに任せときゃいい。エドワード老とファウストを付けたし完かん璧ぺきだ」

「エドの爺じいさま、わーわー言ってパニックになってるぼくらのこと、おもしろがってるよね、絶対……」

　マリーレーヴェはジゼルの生まれ変わりかもしれない──その疑ぎ惑わくがいよいよ真実になりそうで、耐たえられなくなったリーゼとサリバンは、ファウストとリシュリーとともに宮殿群へ向かうエドワードを捕つかまえて訊いた。

『エドの爺さま！　マリーのこと、どう思うっ？　今日ずっと近くにいたでしょ、王さまの杖つえも渡わたしたでしょっ？　マリーのところにティアマトーさま来たよね、あり得ないよねっ？』

『ふむ……』

　ジゼルと過ごした時間が最も長い竜りゆうは、豊かな赤あか髭ひげに触れて思案する。

『アルカナ皇こう帝てい陛下に訊たずねるのは憚はばかられるし、おそらく彼女は真実を言わないだろうけれど』

　そこで言葉を切ったエドワード老は、目を糸のように細くして微笑んだ。

『皇帝陛下はジゼルだね』

　あっさり告げられて、サリバンは『うわあー！　悪夢の始まりだ！』と頭を抱かかえ、リーゼとリシュリーは腰こしを抜ぬかしそうになった。

　ファウストが黒色の軍服のポケットから手帳を取り出し、ぱらぱらとめくる。

『気になったから調べた。王子だったときのリシュリーの個人紋章はエーデルワイス。花言葉は〝高潔な勇気〟……リシュリーをそのままあらわしている。アルカナ皇帝の個人紋章はクリサンセマム。花言葉は──』

『わーっ！　言っちゃだめ！　言わないで、言ったら絶交するっ、二週間ファウストくんと口きかないから！』

『え。二週間も』

　正直なところリーゼは花言葉を知りたかったのだが、兄竜との絶交をなんとしても避さけたいファウストは手帳をポケットに仕し舞まい、口を真一文字に結んだ。

　リシュリーが見たこともないほどうろたえる。

『わ、わた、私は……いったい、どうすれば』

『今までと同じでいい。アルカナ皇帝はリシュリーの妹だ』

『ファウストの言う通りだよ。もし本当にジゼルの生まれ変わりだったとしても、まだ二十歳はたちの女性だ。皇帝の責務は重い。リシュリーはしっかり陛下を支えないとね』

　エドワード老はにこにこ笑い、リシュリーはリーゼに縋すがりついて、ひとこと『難しいっ』と言った──。

「ぼく、まちがってた。訂てい正せいするよ。世界最強──いや、世界最恐の生き物は竜じゃない、ぼくらのママたちだ」

「俺は断固認めねえ」

「ここで断固認めないって言うのは、つまり認めるってことだよリーゼくん……」

　足を止めて「あぁー」と嘆なげき、揃そろって天を仰あおぐサリバンとリーゼのことを、皆みなが楽しそうにお喋しやべりしながら追い抜いていく。

「新しい王さま、綺麗だったねー」

「リシュリーもきらきらしてたね。やっぱり兄妹きようだいだからよく似てた」

「うん、よく似てた。ふたりは仲よし兄妹。僕らと同じ」

　手をつないで微笑ほほえみ合うのはシャハトとキュレネーだ。

　シーモアとアンバー、でこぼこの土竜ゲノムスの兄弟も手をつないでいる。

「レリィ素す敵てきだったなぁ。今夜ね、晩餐会のおみやげいっぱい持って、ぼくの巣に帰ってきてくれるの。珍めずらしいお菓か子しとかケーキとか……明日シーモア兄さまも一いつ緒しよに食べようね」

「わあ、ほんと？　うれしいー。アンバーありがとうね。とっても楽しみ」

　オーキッドはビドルエーリ大聖堂が気に入ったのか、テオに抱だきついておねだりをする。

「ねーぇ、テオ。ぼく、ステンドグラスきらきらの大聖堂で結けつ婚こん式したぁーい」

「結婚式ぃ!?　挙げるのはいいけど早はえぇよ、俺はきちっと段階を踏ふみたいタイプなんだ」

「段階を踏むって、なぁに？」

「ぐぅ……」

　照れて答えられないテオの隣となりで、フォンティーンが銀色のまつげを伏ふせ、顎あごに片手を当てて真しん剣けんに検討する。

「ふむ。ステンドグラスの美しい大聖堂で、水竜と美み魔まの婚礼か……悪くない」

「ふふっ」

　ジュストはやたら嬉しそうに笑い、組んでいるフォンティーンの腕うでに頰ほおをぴったり寄せた。

　両手をポケットに入れて大あくびをしながら歩くナインヘルの頭には、メフィストが乗っている。ナインヘルの腕を取るアナベルが見上げて言った。

「メフィスト、ナインの軍服の中でずっといい仔こにしてたね。偉えらいね」

「ウンッ」

「なぁにがいい仔にしてただよ、ひっきりなしにごぞごぞ動きやがって。腹がこそばゆくてしかたなかったぜ」

「あははっ……」

「とーちゃん、りぴんはどこ？　ないんへるのかみのけに、くっついてないよ」

「リピンはお父さんのポケットの中で眠ねむってるよ。楽しそうに戴たい冠かん式しきを見てたけど、ちょっと疲つかれちゃったみたい」

「じゃあね、めふぃすとがりぴんを、けいとだまのねどこに、ねかせてあげる」

「ありがとう。巣に戻もどったらお願いね」

　バーチェスとガーディアンとオリビエは横並びで歩く。

「こんな日はだいたい休みじゃねえ？　竜にもバトラーにも慰い労ろうってのが必要だと思うんだよな。祝い事なんだし、樽たるいっぱいのビールと大量の肉でパーッとさ」

「まったくだ。戴冠式当日に依い頼らいしてくる者もそれを受ける結社の責任者もどうかしている」

「ガーディアン、バーチェス、あと十分で出動だぜ」

「なんだってえ？　テオのやろう、めちゃくちゃなスケジュール組みやがって」

「……走るか」

　ぼやきながらも早々に仕事状態に切り替かえるガーディアンと、「おう」と返事をするバーチェス、「ビールと肉料理、用意しとく」と笑うオリビエが揃って駆かけていく。

　眠そうなフェアリーがレスターへ前まえ脚あしを伸のばした。

「レスター……」

「はい。抱っこですね」

「私も間もなく出動です。メル、急ぎましょう」

「うん！」

「抱っこしてあげます」

「えっ。一緒に走ろ……。──ぅ、わぁ」

　サロメがメルヴィネを縦抱きにして、レスターがフェアリーを両腕で丁てい寧ねいに包み、彼らの真ま似ねをするジェイドがエリスをひょいと抱き上げる。

「幼生体のくせして大人の男を軽々と持ち上げるなーっ」

「おれ、もうすぐ成体になるから。最近ずっと鱗うろこが痒かゆくて骨も痛いんだ、アンバーが成体になったときみたいに」

「えー！　そういう大事なことはまずリーゼさんとジュストさんに言って！」

　エリスの元気な声が遠ざかると、サリバンが手を伸ばしてきた。

「リーゼくん、行こ」

「ああ」

　リーゼはサリバンの手を取る。そうしてまた一歩、歩きだす。

　魔ま物もの狩がりで落命した数多あまたの魔物、キマイラ化の研究のために犠ぎ牲せいとなった命、新世界を夢見て死んでいったレンヴィートルと、若い魔ま狼ろうやグリフィンたち──ふたたび魔物として生まれ変わった彼らを守り抜いて初めて、リーゼは〝永遠とわの守もり人びと〟を名乗ることができるのだろう。

　その道程に果てはない。

　でもドラゴンギルドの皆がいてくれるなら、サリバンが一緒なら、リーゼは弛たゆまぬ心でどこまでも進んでいける。

「サリバン」

「なぁに、リーゼくん」

　長く連れ添そうシルフィードの返事は昔も今も変わらず、甘く優やさしい。

　名を呼びたくなっただけだと伝えるのは面おも映はゆいし、今ここで抱きしめてキスをされるのはもっと照れくさいから、リーゼは筆頭バトラーの顔になり、片眼鏡をカチャリと鳴らして言った。

「今日もしっかり稼かせいできてくれ」

「イエス・サー、リーゼくんのためにがんばっちゃう。今日も明日も、明後日あさつても、ずっとね」

　きゅっと握にぎってくる大きな手を力いっぱい握り返せば、「あははー、強い、強い」とサリバンは嬉うれしそうに笑う。

　魔女ジゼルが遺のこしたドラゴンギルドが見えてくる。

　有ゆう翼よく種の棲すみ処かそのもので誇ほこらしく、そして愛いとしい。

　陽光を受けて美しく輝かがやく竜結社を、リーゼは万ばん感かんの思いを抱いだいて仰ぎ見た。










　ドラゴンギルド──それは竜りゆうと、彼らを補ほ佐さするバトラーによる組織。

　アルカナ皇こう帝ていマリーレーヴェ三世の御み代よに隆りゆう盛せいのときを迎むかえ、世界を守護しつづけた最強の魔物たちの物語は、後世に永く語り継つがれていく。　>>>♥





（竜結社と永遠の守人・了）










あとがき






　こんにちは。鴇とき六む連つらです。このたびは『竜りゆう結けつ社しやと永遠とわの守もり人びと～ドラゴンギルド～』をお手に取っていただき、ありがとうございます。

　非常に情けないですが、まずはお詫わびを……最終巻の刊行にあたり、編集長を始め関係者の皆みなさまに多大なご迷めい惑わくをおかけしました。読者の皆さまに長くお待ちいただいたことを心よりお詫び申し上げます。







　最終話はいかがでしたでしょうか……。アルカナ大たい帝ていや三人の王子やレンヴィートルのために、もっと平和な、別の結果を考えることもできたかもしれませんが、ドラゴンギルドをよく知ってくれているかたから「シリーズ全体の締しまりがなくなる」という的確な助言をいただいて、私の目標は「レンヴィートルを悪として書ききる」ことになりました。

　本編に綴つづった通り、レンヴィートルは絶対悪として後世に名を残します。彼の苦く悩のうや真実はリーゼだけが知っていて、怖こわいものがなにもない無敵のリーゼだからこそ、背負っていけるのだと思っています。




　立場が大きく変わりましたが、ジゼルを復活させることができて嬉うれしいです。……いや、皇こう帝てい陛下は本当にジゼルなのでしょうか？　著者もはっきりわかっていません。あたふたするリーゼとサリバンと一いつ緒しよに、曖あい昧まいさを楽しんでいただけたら幸いです。

　ファウストが言いかけてサリバンが止めた、マリーレーヴェの個人紋もん章しよう、雪雛菊クリサンセマムの花言葉はなんでしょうか。気になるかたは、ぜひぜひ、クリサンセマムの別名「ノースポール」で調べてくださいませ。




　世界観あふれる美び麗れいなイラストを描えがいてくださった沖おき麻ま実み也や先生、本当にありがとうございます。沖先生にイラストを描いていただいたからこそ、ここまでドラゴンギルドの世界を広げることが叶かないました。

　あと少し書きたいお話が残っていますので、皆さまへお届けできる日が来ることを切に願いつつ……ドラゴンギルドシリーズを最後まで読んでいただき本当にありがとうございました。

　竜結社の日常は、ブログ記事にしたりツイッターでつぶやいたりします。今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます！





二〇二〇年　十二月　　　鴇　六連　
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